


- - 第一法規の出版案内- -

主要な法令用語、項目を詳解!

建 築 基 準 法 令 研 究 会 編 集

⑨A5判・加除式・全1巻

本体価格7，800円 (税別) <干実費〉

建築基準法の体系に従い、法令の用語

と具体的事項150余項目を取り上げ、各

事項毎に関連する法令に基づき、わか

りやすく解説しています。

建 築 設 計 にお け る 消 防 設 備基 準の 確 認 の た め の

チェックリスト消防設備基準

自 治 省 消 防 庁 消 防 設 備 法 令 研 究 会 編 集

・8 5半IJ. 加 除 式 ・ 全2巻 ・ 本 体 価 格16，000円( 税 別 ) < 〒実殺 〉

河川関係法令例規集質騒応答編

建 設 省河 川 局 編 集

⑨ A 5判・加除式・全1巻 ・ 本 体 価 格14 ，600円( 税別) < 〒実貨 〉

事項ごとに解説したはじめての実務事典!

由岨 問J融 jJ

建設省都市局都市計画課監修

⑨A 5判・加除式・全1巻

本体価格9. 800円 (税別) <〒実費〉

都市計画法関連の重要な 「事項J や

「キーワード」を実務にあわせて精選、

解説したはじめての実務事典です。

公 正 で 透 明 な 地 方 公 共 団 体 の 契 約 実 務 を 支 援 し ま す !

地方公共団体契約実務の要点

自 治 体 契 約 制 度 研 究 会 編 集

⑨ A 5判・加除式・全1巻 ・本 体 価 格10，0 0 0円{ 税別) <干実聖堂〉

政 策 の 立 案 過 程 に と も な う 必 要 な 財 源 を 確 保 す る た め に !

地方公共団体のための補助金活用ガイド

補 助 金 活 用 研 究 会 編 集

⑨ 8 5判 ・ 加 除 式 ・全 2巻 ・本 体 価 格25，000円( 税 別 ) く〒実 Vt >
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社団法人日本建築協会

青年槻猪のみなさまヘ

「建築と社会」平成 1 1年 1 2月号の

「第4 6回青年技術者特集号J へのおさそい

日本建築協会誌「建築と社会J は毎年「青年技術者特集号」

を企画し、すでに45回にわたって若き優秀なプランナー、

アーキテク卜、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに限らず、計画、構造、設備、施工および

その他広< 、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、日碧事と担金」に提崩し、顕彰することにしております。

羽田の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳( 平成 11年 9月現在) までの

青年技術者であって、本会個人会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせ八者を通じて応募

する。( すいせん用紙は事務局にご請求ください)

すいせ八諸は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせ八者が学校教官である場合は

この限りでない。また本人が組織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募者は、設計( 住宅- インテリアを含む) 、計画( 都

市計画など) 、構造、設備、施工、その他の分野にあって、

なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、下記

の所要の資料を本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて

選考する。

5. I青年技柿渚選考委員会」において選考されたも似ま「第

46回青年技術者特集号J (平成 11年 12月号) に記載すると

ともに、記念品を贈呈する。

6. 提出資料

. 略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

区豆m

A 資料は、 A 3判用紙 10枚以内にまとめる。

① 建築設計の場合

一一鮮明な写真、配置図および主要平面図、概要、設計

要旨 、その他設計内容を説明するに十分な資料

② 計画、構造、設備、施工の場合( それぞれの設計計画

なども含む)

一一上に準じた資料

③上記以外の分野の場合

一一それぞれの分野にふさわしい資料

匝盃到

上記A 資 料 洛 実 績 に お い て 、 度 嬰 払 恕 数 k 1 ; 鰻J

役割、立場等を明らかにし、 A 資料中、本人が特に貢献し

た部分、または力量カち舌かされたと思われる部分の詳細な

説明、考え方および将来的展望などについて、 2000字以

内に平易簡明にまとめたもの( 必要に応じ、図・表を用い

て差し支えない) 。ただし応募者本人の執筆に限る。

. すいせんのことば

原則として、すいせん者によるすいせんのことば (120字

平自室) を添付のこと。自せんの場合は不要。

※ 「青年技術者選与委只会」において選考し、採択されたものについては、後目、

本人の写真、 iT制姉尚としてのことばf白制矧渚としての抱負、考え方、信念、

建築観等々 を、4∞字程度て苛式市) の徒出をお願いすることにします。

? 提 出 期 限 平成11年 9月10日( 金)

8  . 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

〒530-0001 大阪市北区梅田 1-1- 3- 2100

大阪駅前第 3 ピル21階

電話 06- 6348- 0635 FAX.  06-6348-0634 

9. 青年妓術者選考委員会 ( 平成 11年度) 一予定一

委員長 宮田 照久/ 昭和議十常任顧問

委 員加藤晃規 Ｏ 大阪大学大械工学研究ｾ［ヰ

北浦 正一/ 竹中工務庖開発計画本部

江川 直樹/ 現代計画研究所

大西 晃/ 昭和設計常務取締役

田淵 基嗣/ 神戸大学工学部建設学料

近 藤 一 雄/ 東畑韻事務所

大野 修二/ 清水建設大阪支庖設備設計部

大原 千幸/ 日建設計設備設計室

未定

佐貫 久/ 鹿島建設関西珂苫

建疲と社会 ・1999. 7 1  
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「建築と社会」平成 11年 11月号の

「第6 回会員作品特集号“ 私の空間作法. . J  

「建築と社会」では 、今年も 11月号誌面で 、広< 会員の

優れた作品をご紹介するため 、ここ数年間に会員各位ガF設

計された作品で、誌面に取り上げられていないものを掲載、

“ 私の空間作法" というタイトルで特集号を組むことにい

たしました。

建築f惜ロやランドスケープデザイン、インテリアデザイこペ手、

建築に関係のあるものなら種別は聞いませんので 、下記要

領に基づいて原稿資料をご送付下さるようご案内申し上げ

ます。

この特集も今年で 6回目を迎え 、ますます充実した内容に

するべく一同努力しておりますので、みなさまからのノ示る

ってのご応募お待ちしております。

※  

- ご用意¥1. 買う原稿 (提出資料)

ＱＮ 写真外観 、 内部のプリント ＲｾＳ 枚程度 Ｈ サイズ

はキャビネ判程度)

2  概 要 作 品 名 称、所在地、設計者 、施工者名 、建築

面積、延床面積、構造規模、工期など。

3  説明文設計上の特徴や苦心された点などについて

300字以内にまとめて下さい。

・掲載に際しての補足

1  掲載料は無料です。但し 、写真は原則として白黒とし 、

ご提出写真を掲載しますが、委員会の判断で一号Bカラ

ー掲載をすることがありますのでご了承下さい。

※ 写真の撮影者名は必ず付記願います。

2  臨 と 社 会 ・1卿 7

※ 写真に著作権等が生ずる場合は 、応募者にて処理願い

ます。

2. 掲載作品数はご協力頂ける点数にもよりますが、原則

として、 1社 ( 1人) 1作品とします。

また 、8月末までに竣工予定作品で、写真をご用意し

ていただける場合は一度 、ご連絡下さい。

3. 作品の掲載順 、及ひ吉面レイアウトにつきましては委

員会で行いますので、ご了承下さい。

4. 建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合がありますので、その折にはご協力下

さるようお願いいたします。

5. 応募作品が多数の場合等は 、誌面編集上 、掲載できな

いこともあリますのでご了承下さい。

. 原稿期日及び送付先

1  期 日 1999年7月21 日付〈泌着

2. 送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号」係

〒530-0001

大阪市北区梅田 1-1-3-2100

(大阪駅前第 3 ピj レ21階)

TEL 06- 6348- 0632 FAX 06-6348-0634 



庵

円

H

M

会

副

学

と

見

回

庵

宮

エ

ロ

戸

汀

齢

茶

崎

川

西

情

ノ

¥
聞

館

を

会

築

際

建

即

国

題

竺

戸

話

明

神

日本建築協会

ゐ 血

冨回

平安の歌人西行法師がこの地に「著書華

園院J を営んだと伝えられる旧績で、

西行法師他を記る西行堂のほか、母屋

(旧鶏鳴塾) 、厳れ( 皆如庵) 、及び

門を含む一群の建物からなる。

明治26年、宮田小文法師の願いによ

って、荒廃していた西行の草堂を再建、

西行堂の堂主の住居にふさわしい由緒

ある建物を移築して、現在の西行庵が

形づくられた。芽葺き寄せ棟造りの主

屋綬に桟瓦葺きの庇を深く葺きおろし、

軒端の低い草庵らしい作まいを見せて

いる。

日 時 1鈎 9年 9 月 6 日(月)

18:3ひー20:30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 江 副 敏 史

日建設計設計室長

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，∞0円、一般 2，∞0円

学生半額

* 飲物付 ・税込

申 込 8 月30日(月) までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さし、。

①催し名: 話題建築を聞く

②氏名

③個人会員、 団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 8 月31 日ωに発

送します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区栂回1-1-3引 00

T E L ω る348-D633

FAX. 06- 6348- 0634 

干530-0001

主 催 (紛日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査: 上回淳一/ 野村建設工業

大井昇二/ 大欄

また、皆如庵は桃山時代、豊臣秀吉の

五大老の一人、宇多喜秀家の息女が久

我大納言へ奥入の際に引き出物として

持参した茶室と伝えられ、内外の造り

に特色ある名席として知られている。

当日は祇園祭の山鉾巡行で町中は人々

で賑わうことでしょうが、一歩門を入

ると、俗事を忘れさせるような静かな

一時を味わっていただけます。

なお、西行庵向かいに位置する瀧池山

大雲院( 旧大蔵喜八郎別邸) を、同時

に見学する予定です。

日 時 1鈎 9年 7 月17日出

13:3ひー16:30

講 師 中村昌生/ 京都工銭大名誉紛費

集 合 現 地

京都市東山区鷲尾町

* 丸山公園音楽堂南

* 京阪四条駅より徒歩約20分

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 貸 会 員 4，0∞円、一般 5，α)() 円

学生 1，000円引 * 税込

申 込 7 月9 日悩までに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名茶室見学会

②氏名

③個人会員・団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@ 漣絡先電話番号

をお知らせ頼います。

* 参加証を 7 月12日(月)に発

送します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3引 00

T E L ω - 6348部33

F AX 俗- 6 3 4 8 品34

〒530-0∞1

主 催 (他日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 唐 j$夫/ 醐膿事獅

旧神戸国際会館は、阪神淡路大震災で

被災 、解体を余儀なくされました。

1956年の開館以来、永く 神戸の人々

に愛されてきたこの建物を 、神戸復興

の活力のシンボルとして新しく生み出

すことが、このプロジェク卜の命題で

した。低層部は 、クラシ ック音楽から

演劇・ポピュラー音楽まで幅広く利用

できる 2，000席の大ホールを中心に 、

ホワイ工とレストランのスリット窓と

FR鋼の列柱が、周囲にやさしく調和

するように円狐をなだらかに描く計画

所在地神戸市中央区御幸通8 - 1 - 6

建 築 主 (帥 伊 国 際 会 館

設 計 日 建 設 計

監 理新神戸国際会館i J ! 設工事監理室

施 工 竹 中 消 水 新 井 ーイチケンf l i IUV

敷地面績 5，796∞m'  

建築商積 4，410. 65m'  

延床面続 58，985. 20m'  

構造脱獄 SRC' S、B3. 22F. P3

段高高さ 116. 12 m 

工 開1 1鈎 6年11月ー 1999年4灯

としました。

垂直性を強調し 、神戸の街の新しいラ

ンドマークとなる高層オフィス棟とあ

わせて 、レンガタイルの貼られた外観

は、歴史的時間に育まれた神戸のイメ

ージを総服する「クラシ ック・モダンJ

のデザインを基調としています。

今回は、この神戸国際会館を中心に 、

震災後の神戸三宮の街づくりとの関わ

りの中で、建築の持つ力強さの表現を、

担当した他事例を含めて紹介させてい

ただきたいと思います。 ( 江副敏史)

江副敏史 ( えぞえ さとし)

1957年大阪府生まれ

80 J;U; l ¥大学建築学科卒業

日建設計入社

現 在 設 計 室 長

主な作品

大阪ワー J レドトレードセンタービルディング

(1997日本建築学会作品選奨)

大淀町文化会館

(1鈎9日本建築学会作品選奨)

神戸国際会館

3  



通常総会議決報告

定時評議員会議決報告

アサヒビール

吹田工場を訪ねる

出版委員会企画

第20回< ブロのノウハウ> 講座

建築の現場管理

システム

( 再掲)

4  

平成11年6月23日開催の通常総会にお (1) 平成10年度事業報告ならびに決

いて 、右記議案がそれぞれ原案のとお 算報告承認の件 {本号掲眠)

り承認されたので報告します。 位) 報告事項( 定款の一昔日改正の動き)

平成11年6月23日開催の定時評議員会

において、右記のとおり承認されたの

で報告します。

アサヒビール吹田工場はアサヒビール

の発祥の地として、 100年以上の歴史

を持つ工場です。

1889年 (明治22年) 、有限責任大阪

麦酒会社として設立され、 2 年後の

1891年 (明治24年) に操業を開始、

以来こんにちまで同社の中心施設とし

て稼働されています。

今回は、この由緒ある工場の歴史を実

感していただくとともに、最先端の技

術を駆使したビールの製造工程を楽し

く分かりやすく説明案内していただき

ます。また、見学終了後、滋酒なゲス

トハウスでビールの言撤もいたします。

ふるってご参加下さい。

建設現場の監督は毎日何をやっている

のだろうか。また、 f可をやらねばなら

ないのだろうか。現実の現場監督の毎

日は 、職人が、材料が来ないとか、近

隣のクレーム対応とか、前工程の悪さ

による対策とか、そんな雑務に追いか

けられているのではなかろうか。

伊東さんの提案は、そのような事態に

(1 ) 平成10年度事業報告ならびに決

算報告承認の件 {本号掲破)

日 時 1ぬ9年 7 月21 日制

13・3ひー15:00

集 合 13沿o j  R吹田駅改札口付近

* 受付は集合所にて行います。

現地まで引率、徒歩約15分

定 員 30人

参加費 5∞円

申 込 本 会 事 業 課 へ ハ ガ キorFAXor

電話でお願いします。

①催し名 (アサヒビール吹図工場)

②氏名

③職場名or学校名

④参加証郵送先所在地

⑤連絡先電話番号

をお知らせ下さい。

先着順で参加証を送付します。

日 時 1鈎 9年 7 月26日(月)

18沿ひ- 20ゆO

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 伊 東 貞 夫 / 元 ・ 清 水 建 設 側

定 員 30人

受 講 料 会 員 2，∞0円、一般 3，∞0円

(消費税を含む)

ならないようにするために、品質・原 テキス ト < プ口のノウハウ > r建築の

価・安全などの基本をどう管理すべき 現場管理システム』

かを示したものである。 テキス卜代 4寺価 1，800円

著者は、各工程で、計画、実施、様サ、 (消費税を含む)

見直し 、が出来ているかチェ ックする * 当日 、持参される方は不要。

ためのチェ ックリストを示している。

そこをチェ ックし 、不都合な点を正し

て行けは現場は整然と進む。

そのことか芳掲監督のやるべきことな

のだ。ゼネコンの社員はもちろん、専

門工事業者も住宅メーカーも町の大工

さんも是非考えて欲 しい、聞いて欲し

い内容である。ぜひ、この講演をお聞

きになり 、本書を 、今後の管理業務に

申 込 本 会 事 業 課 へ ハ ガ キ 、F AX、

電話でお願いします。

①催し名 (f プロのノウハウ講幽I j )

②氏名

③個人・団体会員、一般の別

④戦場・学校名

⑤受講票の送付先・電話番号

をお知らせ下さい。

先着順で受講票をお送りします。

役立てていただきたい。 申込先 〒530-0001

出版委員会委員 荒川治徳 大阪市北区梅田1-1-3-2100

制 日本建築協会事業課

TEL 閃4l : ト侃33 FAX 臼48ω34

(2) 理事補選の件

新 任 理 事 上 野 卓 男(日本建総合獄肺万)

退 任 理 事 賓 藤 清 二(日本建総合獄僻月)

ゲス トハウス

申 込 先 干530- ∞01

大阪市北区梅田1 - 1-3之100

(扮日本建築協会事業課

T EL.06- 6348・0633

FAX. 06-B348- 0634 

主 催 (凶日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査: 宮内宏/ 宮内商会

伊東貞夫氏 ( いとう さだお)

昭和11年 京都生まれ

昭和M年機浜国立大学工学部建築科卒業。

同年、清水撞段( 繰) 入社

工事課長、 姫路営業所所長、 神戸営

業所所長、 神戸支庖次長を経て、平

成 8年、同社を退社。

現在、ヨシカワ ・マj レイチ( 兵庫県上

東邦又然ガス( 新局県) 、アベルコ(東

京都) 他顧問。



平 成 1 0年度事業報告書

1 . 総

(1  ) 第 1 回通常総会

平成10年 6 月24日 17: 30- 18:初

出 席 者 市川会長以下15名

..6.. 

:z:;;-

議 事 ① 平 成 9 年度事業報告承認の件

②平成 9 年度決釘. 報告承認の件

③報告事項理事補欠選任の件

(2) 第 2 回通常総会

平成11年 2 月24日 17・30- 18: α)

出 席 者 市川会長以下27名

議 事 ① 監 事 I 名選挙の件

②本部所属評議員18名の選挙の{ 牛

G濫 事及び評議員重任の件

④名誉正会員推挙の件

⑤平成11年度事業計画案承認の件

⑥平成11年度収支予算案承認の件

2. 評 議 員

(1  ) 第 1 固定時評議員会

平成l昨 6 月24日 17:∞- 17: 30 

..6.. 

:z:;;-

出席者鶴田議長以下53名( うち委任状40名)

議 事 ① 平 成 9年度ザ喋報告案承認の件

②平成 9年度決算報告案承認の件

③理事 3名補欠選任の件

(2) 第 2 固定時評議員会

平成10年11月 7 日 定数第34条及び同ω条に基づく

［ｾＱ 面表決による議決

議 事 ① 平 成11年度の評議員定数に関する件

(3) 第 3 固定時評議員会

平成11年 3 月24日 17・∞- 17・30

出席者鶴田議長以下49名( うち委任状35名)

議 事 ① 議 長 、 副 議 長 互 選 の 件

②副会長 2名およひ理事23名選任の件

③副会長およひ浬事重任の件

3. 役 員 d2』2E 等

(1  ) 正副会長会議 1 回

(2) 定伊毘事会 7 回

(3) 常任理事会 4 回

(4) 会事事担当理事会 8 回

(5) 総務担当理事会 l 図

(6) 編集担当理事会 1  @I  

4. 常 設 委 員 会 等

委 民 会 小 委 員 会 等

(1  ) 編集委員会 12聞 75回

(2) 事業委員会 7 恒l 29回

(3) 教育委員会 I 匝l 5 回

(4) 出版委員会 11回 l 回

(5) 建材委員会 9 回

5. 特 別 委 員 会 等

(1  ) 企画委員会

(2) 青年技術者選考委員会

2回

l 回

(3) 工高生デザインコンクール審査委員会 l 回

(4) ω 年史編纂委員会 9回

平成 1 0年 4 月 1 日~平成 11 年 3 月31 日

6. 建築と社会・特集号

街並みの演出一最近の外椛材料一

生活環暁の安全 ・安心

]1 講 師 林 達 雄 氏 参 鵬 悩

|  10. 若 い 会 員 の 集 い

4 月号

5 月号

6 月号 地球環境保全と建築一次の世代へ社会を受

け継ぐためにー

30・s 町 E@ ーアアルト記念国際コ ンペ入賞レポート-

4 月24日 協会サロン

講師 : 森田昌宏氏参加者 26名

7 月号 心と体を元気にするインテリア→ 同 空間 I 30's 町 E@ ーアフオーダンスと建築ー

における自然力を取り入れた仕掛けの数々一 I  5月22日 協会サロン

アジア太平洋インポートマー卜 | 講師: 中村勇大氏参加者お名

8 月号

9 月号

建築設備ー ピルメンテナンスの立場からー

建築への註言9ト 21世紀に向けてー

10月号

11月号

ゆれをとめるーたえる技術からかわす技術へ

私の空間作法一会員作品一

2001年の医療施設

12月号 第45回古ー王将支停滞

駅とともに歩んだ] R西日本の12年

l 月号 “ら しさ" のデザイン

2 月号

建築を綾どる小粋なモノの仕掛人

大阪市都市整備局

3 月号 東海支部会員作品切

北信濃ー街並み修景と地域文化の再構築

7. 出

くプロのノウハウ> シリーズ

有印底解説「大改正」佳築基準法

医E築と音のトラブルj

民主築の現jg) 管. I l l i システムJ

8. 見

品 砧

ザー

版

..6.. 

2玄

近代建築見学会⑦ー京都大学人文研、駒井邸-

5 月1 日 参 加 者 担 名

茶室見学会⑮ ー水無瀬神宮燈心亭-

5 月16日 参 加 者 32名

あべのルシアス建設工事見学会

7 月21日 参 加 者 39名

新琵琶湖ホテル見学会

7 月28日 参 加 者 弘 名

伊丹市立文化会館見学会

10月7 日 参 加 者 33名

加古川ウェルネスパーク見学会

10月14日 参 加 者 27名

茶室見学会⑪ 一八幡の松花堂」

11月21日 参 加 者 M名

まちなみ見学会任〉ー富田林寺内町一

11月26日 参 加 者 7 名

近代建築見学会③一大阪市中央公会堂」

12月15日 参 加 者 42名

なら1∞年会館見学会

1 月19日 参 加 者 91名

大阪国際会議場建設工事見学会

1 月29日 参 加 者 お 名

] 11 9 情 報 研 修 会

話題建築を聞 く @ー京都駅ビ八戸

9月18日 エルイン京都

講師 . 椎名信義氏、河瀬行生氏 参加者 ω名

話題建築を聞 く @ →i EPFI VE-

1 月2浴日 協会サロン

30' s 町 E@ ー建築少年一年限ユニ ット-

6 月26日 協会サロン

講師. 建築少年河井敏明、中村潔、馬場徽の 3氏

参加者 25名

30・s 町 E: @ ー静かなグルーヴ-

10月30日協会サロン

講師 . 末 松 利 猷 参 加 者 処 名

講演 会 「現代住宅地の可能性と潜在的問題」

3月9 日 協会サロン

講 師 ・ 重 村 カ 氏 参 加 者 29名

11. 建築工事実務講習会

東海支部主催 「施工計画、 積算、仮設見積J

10月6 日 9・30- 17・ ∞ 於 昭 和 ピ ル

講師: 施工計画 細田泰彦氏/ 消水il! 投名占屋支底

ｦｩｾ＠ tt 佐野洋治氏/ 竹中工務! . 5 名古屋支庖

仮 設 見 積 鋭 博文氏/ 大林組名占尽支庖

受講者 80名

大阪開催「施工計画」

10月20日 9:∞- 17: ∞ 於 大 阪 府 建 築 健 保 会 館

講 師 : 施工計画 I 関川詞之氏/ 大成建設関西支庖

施工計画 E 佐賀 久氏/1磁』住J盟関西支庖

受講者 80名

大阪開催 「積算・ 仮設見積J

10月19日 9: ∞- 17: ∞ 於 大 阪 府 建 築 健 保 会 館

講 師 積 算仲村澄夫氏/ 竹中工務応神戸支庖

仮設見積権原弘記氏/ 大林組本庖

受講者 70名

τ一一一一一一一一一

12 . プ口のノウハウ講座

第18回 徹 底 解 説 「大改正J 建築基準法

12月4 日 18: ∞- 20: ∞ 於 協 会 サ ロ ン

講師 : 高木任之氏/ 日本木造住宅鹿業協会専務埋事

受講者 19名

第19回 建築と音のトラフル

3 月5 日 18 ∞- 20: 15 於 協会サロン

5昨日市: 中J II 消氏/ 消水辿設技術研究所

受 講 者 お 名

「つ3 コ ン ク ー ル

第44図工高生デザインコンクール

設計課題 「ブックストア」

応募校 必絞 189点、

審査会 10月17日

表彰式 11月14日

審査委員長 本多友常氏/ 和歌山大学教授

入選作 10.点( うち最優秀 l 点、優秀 2 点)

5  



平 成 1 0年 度恵 業報告書

平成 10年 4月 1日~平成 11 年 3月31 日

|  叫 表 彰 状 授 与 111ながら閲覧に供した。本年度閲覧者間名であった。|

I  I  20. 合 同 忘 年 懇 親 会 等 |  

の建築科の優秀卒業生に対し、学校の酬により、 | 建築関係団体合同忘年懇親会

本会会長の表彰状を授与しており、本年度は243校を

対象に278名を表彰した。

|  也 会 員 の 増 強

昨年度に引き続き会員宿強に努めた結果、年度末現

在の会員数は、個人正会員2，547名、団体正会員は598

団体2ぷl 8 口、準会員は19名となった。

16 . 後援・協賛等の承認

- 平成10年度 I述策の日」記念事業の後綴

・両日本工F註E策連盟の総会ー講演会の後媛

- 主鴎技術展/ 国際セミナーNE / C釘 釘EMSJ APAN唆 抑 協H

Ｍ 改正建築基断法講 ｾｉ 会に対する協 ｈ

・ D嗣 nHomeSl羽W 唖8J ( 第耳潤) の協H

・第l日百l総合建築材料・設備展開備に対する後ul

・第 9 阿建策音響 mf f 研修講座の協ff

・98E 家 怒らし、住まいの設計コンテストの後媛

- イスラエルの近代建策展への後援

- 靖司l I ! 瓦大阪楽会の後ul

- 住築設備工'11の積算諸問会の後援

・建築工'11の積算謙抑会の後緩

・神戸大学木市m市・建策展甥の後暖

• r晶すなろ事建築j 第 81副大阪府公共設計コンクールに対する後援

- 袋詰豊1 f ; . 建材展の協H

.sroNE EXPO J APAN ' 9! )0)協H

• r街の色研究会・京締j シンポジウムの協ff

・第 3同アーキテヲチュ 7 . w: 京鈴の協H

• ｲ ｊＡｬ＼ｊＱＷｩコンクリート佳泊物解体工Ｇ倒肯針Ｂ持ｾ，Ｇ会」の後彼
. BELCAセミナーに対する協賛

. 1級ー 2級建築施工管理技術試験講密会への共催

・鐙設lulJ 巌物適正処埋推進要綱講習会の協H

吋霊能指向型設計の設計J l l 荷量入街の評価の協H

• ｲ 議熱ｾ［羽フェ Ｗ ＧＹＹ ｊ の協 ｈ

- 司'9回医際デザイン・フェスティパルの協貸

・全国縦断セミナー r20世紀: 日本の建築J の後媛

・A冗 l蝿丙学生卒業作品股VoL4の後援

• r大阪ー心ふれ晶うまちづくり1 t J への協賛

17. 青 年 技 術 者 の 顕 彰

昭和29年から本顕彰を実施しているが、第45阿の本

年度は応募者35名のうち辺名を顕彰した。

本年度の顕彰者を加え、顕彬者数は712名に逮した。

18. 80年史編纂事業の実施

協会創立80周年記念事業の一環として平成 9 年度か

ら f80年史編纂委只会J を設置し、 80年史編纂事業

に取り組んでいる。

平成10年度には委員会を 9 回開催するとともに、ワ

ーキンググループの調査活動と連携しながら資料収

集に努め、概ね所期の目的を達成することが出米た。

19. 図 書 の 閲 覧

昭和63年度から本会所蔵のn重な図δ および資料を

会ぬ等に公開しているが、その的確な管理につとめ

6  

本年度は、制大阪府建築士会を当番会とし、本会等

は共催団体として下記のとおり開催された。

ロ月 14日 18: ∞一19:30 於 太 閤 図

出席者 348名

建築関係団体合同新年交礼会

本年度は、紛日本建築構造技術者協会関西支部が当

番会となり、下記のとおり開催された。

l 月4 日 14: ま) - 15: 30 於マイドーム大阪

出席者 757名

「- Z. 本 会 が 町 い る 団 体

大阪商工会議所

大阪市' 鮒由再開発促進協議会

建築行政協会大阪市支邸

建築国際連絡協議会 ち団体

佳築関係団体連絡会側到体

四会迎合工事前負契約約紋迎合安民会

大阪住宅振興協議会

大阪市北区納税協会

大阪d市舟火管理協会

2 2 . 役員を送っている団体

大阪商工会議所 2 号泌n

大阪市街地再開発b問 主 協 活 会 理 事

日本建築総合試験所 理事

大阪l I ! 築防災センター 理 '11

大阪住宅センタ一 理事

2 3 . 建築ク ラ ブ

会只の有志で組織する「建築クラブ」は毎月 l 回リ

ーガグランドホテルにおいて、広い分野から講師を

招いて朝食会ならびに講演会を開催するとともに、

l 丹には新年宴会を開催した。



平 成 1 0年度決算報告書

収支計算書

平成10年4月l 日~平成11年3 丹31日

1. 収入の部

科 目 予 ｾ＠ 額 決 算 額

1  会費収入 92，186，000 87，357，047 

個 人 正
4Z〉え、

員 35，769，000 34，054，6∞ 

I也 方
dZ合之、

員 1，890，000 2，181，450 

団 体 正
dZ〉三、

員 54，275，∞o  51，025，ω 7  

1祖色
dZ合え、

員 252，000 95，9∞ 

2  事業収 入 87，461 ，000 54，419，666 

dZ会"、
誌 収 入 71，∞0，∞o  44，437，456 

契 約 約 款 収 入 2，211，000 2，029，940 

出 版 委 員 ｾ＠ 収 入 1，500，000 1，478，819 

IJ}  業 委 員
dz〉=z• 

収 入 1，500，。∞ 1，153，0∞ 

教 育 委 員
24』三

収 入 3，650，∞o  2，170，743 

建 材 委 員
dZE之N  

収 入
100，0∞ 。

記 念 事 業 基 金 積 立 金 取 崩 収 入 2，∞0，0∞ 500，0∞ 

アｾ ピ 託 事 書長 収 入 3，500，∞o  246，467  

雑 収 入 2，000，000 2，403，241 

3  寄付金収入 100，000 。

4 錐収入 1，000，000 501 ，693 

5  日日受金収入 。 2，952，993 

6  前 払費用収入 。 86，749 

7  仮 払費用収入 。 349，107 

8  仮受金収入 。 393，882 

当期収入合計 ( A) 180，747，000 146，061 ，137 

前期繰越収支差額 1，693，000 7，646，571 

収入合計 ( B ) 182，440，000 153，707，708 

n. 支出の部

科 目 予 f，l: 額 決 宮1 香買

1  事業費 87，212，000 62，215，498 

，耳、、
誌 発 行 't'i 70，000，000 51，489，288 

契 約 約 款 't'i 907，∞o  938，567 

出 版 委 員 会 事 業 費 1，∞0，000 632，083 

事 業 委 員 会 事 業 費 2，500，000 2，286，446 

教 育 委 員 会 事 業 費 4，500，000 3，028，250 

建 材 委 員 会 事 業 費 50，000 24，140 

iie ;a: 、 事 業 資 4，∞0，000 1，953，304 

51ピ'  託 事 業 ま雪 3，255，000 246，467 

維 't'i 1，000，000 1，616，953 

2  管理費 92，228，000 84，206，303 

給 与 手 当 61，533，000 58，956，138 

福 手IJ 厚 生 費 7，5∞，∞o  6，501，950 

助 成 資 4，2∞，∞o  3，853，493 

4Z5之、
議 'l't 1，500，000 1，538，465 

旅 'si 交 通 資 1∞，∞o  88，723 

通 信 運 搬 まT 3，080，000 696，575 

ｾ＠ 金 まT 2，000，000 2，001，531 

t消 耗
UE口3  

'l't 1，5∞，0∞ 225，421 

修 繕 資 1∞，∞o  56，965 

I"[J 廊リ 製 本 1主 ω 0，000 257，985  

光 熱 費 330，000 291，075 

火 災 保 険 料 35，000 15，960 

手且 税
:z、h白

課 4，000，000 3，419，893  

hY 婦 資 250，∞o  182，7∞ 

建 物 管 理 'l't 4，∞0，000 3，962，448  

雑 'l't 1，500，000 2，156，981  

3  退職給与引当積立金支出 3，000，000 3，000，000 

4  中期国債ファンド積立支出 。 2，235 

当期支出合計 (C ) 182，440，000 149，424，036 

当期収支差額 (A ) ー (C ) ム 1，693，000 6  3，362，899 

次期繰越収支差額 ( B) ー (C ) 。 4，283，672 

( 単位 。円)

差ヲ |過 不足査員

4，828，953 

1，714，4∞ 

ム 291，450 

3，249，903 

156，100 

33，041 ，334 

26，562，544 

181，060 I  

21，181 

347，∞o  

1，479，257 

100，∞o  

1，500，∞o  

3，253，533 

ム 403，241 

100，000 

498，307 

ム 2，952，993

ど斗
86，749 

ム 349，107 

ム 393，882 

34，685，863 

5，953，571 

28，732，292 

差 引 過 不 足 額

24，996，502 

18，510，712 

ム 31，567 

367，917 

213，554 

1，471，750 

25，860 

2，046，696 

3，008，533  

ム 616，953 

8，021 ，697 

2，576，862 

998，050 

346，507 

正己 38，465 

11，277 

2，383，425 

ム 1，531 

1，274，579 

43，035 

342，015 

38，925 

19，040 

580，107 

67，3∞ 

37，552 

6  656，981  

。

ム 2，235 

33，015，964 

ム 1，669，899

ム 4，283，672

正昧財産増減計算書

平成10年4 月l 日~平成11年3 月31日

( 単位. 円)

科 目

1. 増加の部

1. 資産増加額

退職給与積立預金増 加額

中期国債フ ァンド増 加古賀

小 計

2. 負債 減少額

小 百十

合 計

n. 減少の部

1. 資 産減 少 額

当期 収支差額

前 払費用減 少 額

仮払金減少額

記念事業積立預金減少額

小 計

2 . 負債増加額

前受金治加額

仮受金士曽加額

退職給与引当金地 加額

小 計

合 計

当期正味財産減少額 7，643，395円

前期繰越正味財産額 264，021，452同

期末正味財産合計額 256，378，057円

金 額

3，000，000 

2，235  

3，002，235 

3，002，235 

3，362，899  

86，749 

349，107 

5∞，∞o  

4，298，755 

2，952，993  

393，882  

3，∞0，000 

6，346，875 

10，645，630 

7  



貸 借 対 照 表

平成 11年 3 円31r 1現在

ff 目 金 自H

I. 資産の部

流動資産 19，232，849 

現 金 ・ 預 金
10，981，627 

未 収 入 金
7，∞6，734 

前 払 i'i 用
428，875 

仮 払 金 815，613 

固定資産 291 ，123，926 

基本財産 277，223，364 

土 t由
59，ω 0，∞o  

建 物
191，120，∞o  

定 問 預 金 6，919，520 

ffi. 金
6，749，844 

郵 {史 定 古賀
12，634，∞o  

その他の固定資産 13，900，562 

{十 器
111，2ω 

退 職 給 与 樹 立預 金
8，031，077 

記 念 事 業 積立 預 金
5，321，953 

中期図的フ ァンド
436，272 

fl 産
メ日弘、

dt  310，356，775 

科 目

n. 負債の部

流動負債

未 払 金

前 受 金

仮 受 金

固定負債

退 織 給 与 引 当 金

負債合計

皿 正味財産の部

正味財産

( う ち 基 本 金 )

( うち当間正時間産話予菌)

負債及び正味財産合計

財産目録

平成 11年 3 1131日現 (i

(1ド位: 円)

(J li {立. 円)

金 額

45，947，641 

13，704，689 

30，223，531 

2，019，421 

8，031 ，077 

8，031，077 

53，978，718 

256，378，057 

(  277，223，364)  

7，643，395 )  

310，356，775 

Ｈｴｊ ｊ 減価償却撚 ， Ｑｴｾ Ｈｩ は Ｑ Ｎ ∞ ＱＮＳ ∞阿

計算書類に対する注記

1. 重要な会計方針

(1) 有印日正券の評制 li 基準及び評価方法について

該当なし。

(2) 引 当金の計上基準について

退職給与引当金・期末退験給与のｾ支給額に対し任意の金額を計上している 。

(3) 資金の範囲について

資金の範囲には、現金 、預金、未収入金及び未払金 を含めている 。

(4) 消費税等の会計処理について

消費税等の会計処理は税込み方式によ っている 。

2. 基本倒産の噌減額及びその残高は、次のとおりである 。

科 目 前期末残高 当期I首加額 当期減少額 当期末残高

土 地 59，ω 0，∞o  59，800，∞o  

建 物 191，120，0∞ 191，120，∞o  

預 金 26，303，364 26，303，364 

基本金合計 277，223，364 277，223，364 

3  次期繰越収支 差額の内容 は、次のとおり で ある 。

科 日 前期末残高 当期末残高

現金預 金 14，904，269 10，981，627 

未収入金 11，258，ω 6  7，∞6，734 

メ日入
26，162，935 17，988，361 

未 払 金 18，516，364 13，704，689 

i口h、
J十 18，516，364 13，704，689 

次期繰占星収支差額 7，646，571 4，283，672 

5.借入限度自H

借入限度額は、 30，∞0，∞0円である 。

8  

科 日 金 額

I. 資産の部

1. 流動資産
19，232，849 

現 金 ・預 金
10，981，627 

現 金手元有高
49，623 

中央信託銀行総回支庖
595，787 

住友銀行高腿繍支庖
3，767，173 

大和銀行北浜支底
145，846 

三和銀行瓦町支底
2，266，709 

定期預金住友銀行高腿橋支庖
49，403 

郵便娠替 ∞910- 9- 39975 
4，107，086 

未収 入金
7，006，734  

会誌収入
2，128，700 

受託事業収入
246，467 

雑事業収入
1，210，∞o  

雑収入
135，000 

個人正会民会費収入
2，667，600 

団体正会民会 i'i 収入
350，000 

地 方会員会資収入
103，950 

準会員会 i'i 収入
24，500 

消 't'i 税還付金収入
140，517 

前払費用
428，875 

会誌発行資
108，261 

助 成i'i
319，914 

集金 't'i
700 

仮払金
815，613 

切手 ・はがき代
139，902 

か外( 建築 クラプ)
15，911 

収入印紙代
3，200 

復刻l版 代
656，600 

2. 固 定資産
291，123，926 

(1  ) 基本財産
277，223，364 

土地 北区防凹 1 - 1- 3
59，800，000 

建物 大阪駅前節3 ピル
191，120，000 

定期蹟金 住友銀行商郎編支庖
6，919，520 

郵f史娠を空 首ｾ 2 ピJ レ郵便局
6，749，844 

郵便定縦割' i 2 ピル郵便局
12，634，000 

基本財産合計
277，223，364 

(2) その他固定資産
13，900，562 

什器 .;r}棚一式
111，260 

退職給与積立預 金 ;:rl 2 ピル郵便局
6，000，000 

"  
住友銀行高箆栂支庖

2，031，077 

記念事業積立預金 住友銀行商腿締支底
5，2∞，000 

"  
中央信託権回支庖

121，953 

中期国債フ ァン ド ユニパ ーサル証券
436，272 

資産合計 310，356，775 

n. 負債の部

1. 流動負債 45，947，641 

未払金 13，704，689 

会誌発行 i'i 11，289，279 

出版委ぬ会事業資 54，ω 4  

受託事業 't'i 902，699 

助 成金 支出 116，190 

2基金i'i 134，4∞ 

記念事業費 (80年史) 1，010，037 

福利厚生 't'i 197，400 

前受金 30，223，531  

個人正会員会資収入 8，138，800 

団体正会員会資収入 19，633，731  

地 方会民会貨収入 683，850 

準会員会資収入 8，400 

会 誌収入 1，202，250 

記念事業収入 ( 80年史) 556，500 

仮受 金 2，019，421 

3月分給 与税金 167，650 

3月分204条該当分 278，357  

期末手当厚生年金 4，599 

期末手当税 金 109，163 

健康保険料 16，4∞ 

厚生年金保険料 35，567 

建築技術選3 印 税 1，407，685  

2. 固定負債 8，031 ，077 

退戦給与づ|当金 8，031，077 

負債合 計 53，978，718 

皿. 正味財産の部

正味財産 256，378，057 

負債 及び正味財産合計 I  310，356，775 



今 年 の 表 紙
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. 特 集 予 告

8 月号 /私的目で見た環境問題

近鰻郵政局

9 月号/ アーバン ・インテ リア

特集・ 改 正 建 築基 準法 ま ちづくり・すまいづくりへの展開一

[総論]

[座談会]

主I ! 築基準法改正の経緯と今後の問題・石川哲久

改 正 法 と 建 築 士 に 求 め ら れ る 課 題・藤本昌也

改 正 建 築 基 準 法ー まちつくりすまいづくりへの展開ー

. 瀬戸本淳/ 恵国光雄/ 中井隆三/ 南出和延

くすまいづくりの安全確保と違反防止〉

欠 陥f主宅をなく す た め に・平野憲司

J 4 反建築のない市場システムへ. 寺田敏紀

中IIJI 検 査 で 建 物 の 安 全 性 は 確 保 で き る か・井上憲二

試 験 機 関 に 望 ま れ る 役 割・森田司郎

くストッヲを生かしたまちづくり〉

狭 あ い 道 路 整 備ー まちづくりのキーワードとして ・井 上 陸

連 担 建 築 物 設言I-jlil 雌 京 都 市 の 試 み- ・西 巻 優

く国際化社会における 日本の建築市場 >

開 かれた街っくりのための規制 緩 和・J acqul i ne Dav回 n

改 正 建 築 基 準 法 に 関 す る 行 政 庁 の 取 り 組 み

一 近 後 地 区 14行政庁へのアンケートからー

法 改 正 に よ る 桜 道 規 定 の 特 例 許 可・中間光平

[ 各論]
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. 6. 全ヒ

2支 口

宵年技術者のみなさまへ “ 私 の 空 間 作 法 " 作 品 募 集 茶 室 見 学 会⑫ 西 行 庵 と 皆 如 庵 話

題建築を聞く @ 神戸国際会館. 通常総会撤決報告定時君津験員会勝決報告アサヒビール

吹田工場を訪ねるー くプロのノウハウ〉誘座⑧ 建 築 の 現 場 管 理 シ ス テ ム 平 成 10年度事

業報告書 ・決算報告書

ク リエイ トビル 神戸

天 王 寺 消防 署

加 古 川 市 立 平岡 公 民 館

N Mプ ラ ザ御 堂 筋

ウ ィ ン グ ・ビ ュ ー 架 東 駅 前22街 |玄集 合 住 宅

作品作風

gallery 

建築の眼

京都のシ ェイカー (字納正幸) ・増田敬彦

タウンハウスの20年後・鈴木克彦 マニュアルに頼るな・西川鍋一

個人的な危機感・前川治彦 ご撲紗. 七字祐介

高 橋 統 一 ・高岡伸一 ・河崎敦子

「音」 一 静 け さ ・大谷弘明

P/Rパ イル 工 法 ( 杭 頭 ピ ン ・ ロ ー ラ ー 接 合 法 ) ・松尾雅夫

超 高 感 度 煙検 知: 1 システム ・宮崎太四郎

タ イ ル 張 り 用 弾 性 接 着 剤・寺西，告介

ス プ リ ン ク ラ ー 設備 ー そ の 2- ・由上雅章

試 験 事 業 者 認 定制 度 。NLA) に 基 づ く 「 試 験 事 業 者 」 の 認 定 取 得 に つ い て

ア ク リ テ ッ ク ス ・猪野達雄

「第 1 9回大 阪 都市景観建築賞」募集「医療福祉建築賞 1999J 募集要項 - I都市計画マス

空ープラン・フォ ラム」開催.歴史を継承するまちづくり視察旅行募集ー環 境 ・エネルギー優良

建 築 物 ? - ? 新刊 「日 本の建設業ランキングJ - 昭和設計 15 0 9001 を取得. 高齢者 ・障害者に

配慮した交通整備のあり方講習会. 人間住宅一環境装置の未来形 .住まいとコミュニティづ

くり活動助成. 坂茂展「プロジェクツ ・イン ・プロ セスJ. 近 代和風スタイルの葬儀所の活用

平成11年41' 1分

大先輩に聞く

素材と技術が生み出すデザイン

槍造の頁

設備の頁

施工 材 料の頁

基礎講座

G B R Cニ ュ ス

新建材 の頁

i nf ormat i on 

印 刷 平 成 1 1 年 6 月 2 5 日

発 行 平 成 11 年 7 fl 1 日

発行人社団法人 1，1本建築協会

発行所社! 司法人日本主II 築協会

大阪市北区初回 1-1-3-2100

電 話 06- 634ι 0635

摂替口座 00910-9-39975 

印刷所 Ｉｾｬ l雇 印 刷 株 式 会 社

日 本 旬 楠 株 式 会 制

定 価 12∞円( 本体価絡1143円}

月間の動き 72 
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由甲

言宣言十・

山 下設 計 ・ニ ュ ー ジ エ ッ ク共 同企 業 体

監 理 .

関 西 電 力 土 木建 築 室 ( 現 場 監 理)

山 下言宣言十・ ニ ュ ー ジ ヱ y ク 共同 企 業 体 ( 設 計 監 理)

方包コ二・

大 林 ・鹿 島 ・酉松・ 鴻 池・五洋 共 同企 業 体

クリ工イトビル神戸

建設地 である 旧居留 地は、兵I'j i 開港に i半って設けられた外 凶入居 留

地 ( 1868年 一 1899年) で、 附洋 の 近代的庁IldiJ I，!1li により 4倒 的され た

神戸 の 近代 的 まちづくり発祥の地 である 。街 路 は規 制 された石板 や

ｪｲｲ｜ Ｇｾ ｛ ｈｴ 化 と共に、 品桁 を Ａ Ｇ ￆ じる歩 道 と、 ｬ ｾ ａ てが やＢ 戸を 代 表するＩ｜ｩしい

オフ ィス ｬ ｊＺ ｩ を ｽｲ ｾ ｊ 或 ［して い る 。

地下 j 1精一地 F Ｖ Ｑ 併の全てを 超 高圧変 Ｇｾ ￛ 所、 j  1析はらんぷ ミュージ

アムへの導入空IIJ Iを派ねた開放的な円形のエン トランスホールと応おIi 、

2 - 3 1析は 「あかり 」 の誕生から 世界の l'.tlfl なランプコレクシ ョン

を常設1J.1.1;f-; する 神戸らんぷミ ュージアム、 4 - 141析を 24時 川対応の

テナン トオフィスビルとした被合用途ビルである 。

ｾ物 の 外観 は、 ｉ ｭ ［Ｚｦ ｗ Ｏｊ也 のクラシカルなＢＩＩＱＭ 凶 気に ｈ 千 応、するよう法 ｊ 笠

中昭 . rfiffi sからなる 三M柿 J況とし 、(s: 1.;;11' 司i はイil (，'j の 太 い列れと 外壁

でill 圧! さと 約 調 を般し .' 111 し、 rl' 高用計ISはインテリ ジェントピルの機

能 4ド1: と合.fl llt l，のス トレー トな発視 を な 同 し、近代 的 なrl' にも 川 I;t'H沼

地のもつ冴囲気をタ イルと縦述窓のカーテンウオールで波別 して L 、る。

所 在 地 一一一 神戸市中央区京町80

敷地面積 一一一 2.783rri

建築面積 一一- 1.928rri 

延床面積 一一一26.372rri

4帯造規模 一一一地上S 、地下S RC 、14F、B6F

工 期 一一一 1994年 3 月- 1999年 3 月

(森川和戊/ ILJ 下設計)

1階 平 面 図 1 :  1000 

最 寄 駅 一一一 J R三ノ宮駅、 阪神 ・阪急電鉄三宮駅

綴 影 一一一名執一雄

外観南面見上げ
V 西 南面 外 観



低 層 部
低 層 部
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エントランスホール

1 Fエレハごーターホー ル

2 F らんぷミュージアムロビー
らんぷミュージアム
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言it 言十園

大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部 ・ 小 西 設 計

監 理.

大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部

施 工・

聖子村建設工業 ・金 剛 組 経 常 建 設 共 同 企 業 体

天王寺消防署

本庁舎は旧消防署が老朽、狭あい化 した為、現在の社会情勢に対応、

できなくな ったことから、雨、同芝性能の強化とともに緊急活動施設と

しての機能改善を図るとともに、阪神淡路大災災の孜副11を踏まえ、

西区の消防局にある指令室 に不測 の事態が生じ、消防・救急の指揮

機能が低下した場合に備え必要最小限のパ ック ア ップ機能を有する

指令室が設けられた。

また大阪市の東方市の消防部隊を指拘! . 指導する東方面隊も併設さ

れるなど、市民が安心して暮らせる都市として、復災時など大規模

災害発生時に消火 救援活動が途絶える司王な くおこなえるよう機能

が整備された。

上IIIJ 筋に聞した敷地の西側 2 5 mは尚. 業地域、残りの約 4 :lIi Jは住居系

地域 であり、 ｾｴｩ ｊｬｬ ｉ 住宅への日Ａ砲の確保が設計の重要ポイントとな っ た 。

古1I 市部に建つ施設の宿命とも 言 える限られた敷地の中、庁舎 ・通信

鉄塔のほか消防隊只の訓練施設などが準備されている 。

外観は最新の消防 救急活動機能を備えた消防署として、いつまで

も市民から信頼され親しまれる庁舎となるよう配慮したデザインと

した。 ( 柏木雄三/ 小 西設計)

⑨ 

所 在 地 一一一 大阪市天王寺区上本町8・5・10

敷地面積 一一一1，7 5 6 m

建築面積 一一一 9 7 9 m

延床面積 一一- 4，5 6 6 m

構造規模 一一一 S R C、5F、B1 F

エ 湖 一一一一 1997年 3 月一 1999年 3 月

最 寄 釈 一一一 地下鉄西天王寺前夕陽ケ丘駅

媛 影一一一伸 和

平 面 図 1  :  600 

工 ン トラ ンス空ト置見

工 J トラ ンス ホ J レ

マ5 F鶴 堂 体 育 館
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Eヨ風

言宣言十・

黒 田 建 築 設 計 事 務 所

監 理・

加 古 川市 建 設 部 建 築 ・住 宅 課

施 工・

三 宅 建 設

加古川市立平岡公民館

古1I市化 が進む当地区では、地域社会及び文化の形成と振興に寄与す

る住民の日常生活に肢も身近な社会教育の場としてのコ ミュニティ

建築が求められている 。 そうしたことから、この建物がこの地域で

のシンボル的な存在となるように、内外空間l共に配慮した。

長I ! 物の配位は 2方の道路fJll Iを大きく 聞 けて、これから都市化 が進む

地域の街路にゆとりと出1- 、を与えようとした。 また、建物の高さは

住宅に隣接するため 10 m以下に低くおさえている 。

内部については、小規模な建物では通過スペースとなりがちなエン

トランスホールを 4情報展示ス ペ ース、喫茶ラウンジと 一 体化させ、

ボリ ューム感あふれる空間 とした。各積イベントや大ホールとの連

続した利用等、多目的に使えるように明るく開放的な感じに仕上げ

ている 。 また、 1 - 2 1精の各室は、このエントランスホールの l次抜

を通じて視覚的につながり、相互のコミュニケーションがはかれる

よう意図している 。今後は、この施設が地域の発展に合わし、その

絞となり、人々により親しまれる施設となることを期待している 。

(加古川市 建 設 部 建 築 住 宅 課 )

④ 

所 在 地 一一一 加 古 川 市 平 岡 町 土 山 699番 地の2

敷 地 面 積 一一一3，997.0 0 m

建 築面 積 一一一 897.1 0 m

延 床 面 積 一一一 1，191. 33凶

構 造 規 模 一一一 R C 、2 F、一 部S

工 期 一一一1998年 7 月- 1999年 3 月

最 寄 駅 一一一 J R神 戸 線 、 土山 駅

湯 影 一一一河 合 止 揚

‘ 西 面 外 観

「ー

配 置 図 1  :  1200 
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聞週 風

言宣言十監理.

日 本言宣言十関西 支 社

施 工・

大 成 ・ 鹿 島 建 設 工 事 共 同 企 業 体

N Mプラザ御堂筋

本建物は、御堂筋の高さ緩和による新ｾ［凶皇適用第 ｉ 号の建物として、

大阪の新たな街づくりにおけるリーデイングプロジェク卜としての

役割を持っている 。

設計にあたっては、当プロジェクトのもつこの織な立腸を ifI 視し、

これまでの旧基準では笑現できなか った、新基準に相応しい計画と

デザインを指向した。 その中でも、特に重視したのがf ! ，¥);1部の構成

である 。 ピル名にも問いられている 2 府吹き抜けの 「プラザ」空 間

はピルの玄関 としての役割も持ちながら、街の IJ日放感やJよがり、賑

わいに寄与することを怠図して組み立てている 。

上層部外観デザインは、現代的でありながら伝統的な御堂筋の街並

みとの調和1を尊重し、手書ち者きのある建物表現とするため、イE附 岩

とガラスカーテンウオールとによる縦述窓を採用した。

低層デザインは絡子を基本フォルムにして、その <1" 央に flili り金具を

設け、御堂筋のシンボルである銀杏との調和を図りながら、新基準

に相応しい開 放感と、大阪らしい落ち着きと品絡を備えた建物表現

としている 。 また、車rr 基準より生まれた 4 mrtJ の前而歩道状空地 を

より生かすため、彫刻 ｬ やみどりや花を組み合わせ、 ｾｾｉ いのある計画

としている 。 ( 鈴 木 均 加藤直人/ 日本設計)

⑨

 

淡 路 町

御堂筋

1階 配 置 平 面 図 1:  800 

所 在 地 一一一 大阪市中央区淡路町3- 6- 3

敷地面積 一一一 1，496. 75m

建築面積 一一一 1，097.7 3 m

延床面積 一一一 15，99B.33 m

構造規模 一一一S 、S R C、B2 F、13F 、P 1 F

工 期 一一一 1997年 9 月一 1999年 3 月

最 寄 駅 一一一 地下鉄御堂筋線淀屋橋駅ー本町駅

撮 影 一一一川澄鍵築写真事務所

地下サンヲンガーデン

御堂筋のいちょう並木を望む

V プラザ夜景
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言宣言十監理・

フ ジ タ

施 工・

フ ジ タ 京 都 支l苫

ウイング- ビ、ユー

栗 東 駅前 2 2街 区 集 合 住宅

「ウイング・ビュー」 は、平成 6 年の街づくり事業コンぺの提案に

基づき市制 範行が予定されている架束11fTの新しい核として誕生した

街 「ノ〈ーディー・タウン J のランドマークとなる建物として建設さ

れたものである 。

ヨ起点駅と 「ノTーディー・タウン」 の各施設とはペデストリアンデ ッ

キで京JI ばれており、 2 1階 レベルにも快適で安全 な歩行者空間が設け

られている 。

建物用途は分議集合住宅であり、 lJI在日li で良質な住宅の供給という 「経

済 性」 と街のランドマークという 「シン ボル 性」の主主合を計画の主

H艮と考え、 榊 造 はRC造、住ス パ ンは5. 5mのグリ ッ ドを採用し、搭

状比を押 さえた計画とした。 その結果、平岡形状は4 4 m角とかなり

大きなものとな っているが、凶附 の切り欠き、バルコニ一手摘の表

情 の 変化及 び化粧柱で立而の分節化 を行い、縦の方向性を強調する

ことによりできるだけスレンダーな印象を与えることを意図した。

建物は住宅部分の高層棟と 1; 5 市I i 部分の低層株からなり、低層線はア

ースカラ一色を主体 とした 「パ ー デ ィー・タウンJ の周辺建物と色

調を合わせ、近来としての街扱みの一体感、賑わいを意図し、高層

棟はメタリ ックな表情 を強淵し、 i五iJ 立としての 「シ ンボル性J を意

図した。

所 在 地 一一一 滋賀県栗太郡栗東町字給地先

敷地面積 一一- 8，403. 24m 

建築面積 一一一 3，225.5 2 m

延床面積 一一一- 4 4，805.3 9 m

構 造 規 模 一一- RC、B1 F、31F

工 期 一一一1997年 4 月- 1 9 9 9年 3 月

最 寄 駅 一一一 J R琵琶湖線・栗東駅

海 軍2 一一一山崎浩治 (伸和)

‘ 商策面タト観

( 伊藤良介/ フジタ)

配置図 1:  5000 
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京都のシェー力一

UNOH工房

宇納正幸

シェー力ーとは、身体を揺する ( シェ

イク ) 様な独特の踊りによる礼拝によ

ってそう呼ばれる 、18世紀末から 、

19世紀を中心にアメリカで活動した

キリスト教系団体です。教団としての

活動は 、19世紀半ばに最盛期を迎え 、

全米19カ所に共同休か建設されました。

私有財産も結婚も否定する再臨派のピ

ューリタンであ った彼らの教団として

の活動は、その後社会の変化によ って

衰退し、 20世紀前半にはほぼ終駕を

迎えています。 しかしながら 、祈りと

労働の自身を送った彼らが自給自足の

生活の中で作り上げたシンプルで美し

いデザインの家具は 、ウェクナ一等の

北欧の家具デザイナーにも影響を与え、

今でも人々に愛され続けています。

日本では 、シェ カ一家具の研究者で

もあり 、また自ら北海道に「アリス ・

ファームj という 、衣食住の総合的な

物作りを指向する共同体を主催してい

る藤門弘氏が、その著作等を通して紹

介し 、工房においてその復元を手掛け

てきました。

字納正幸氏は、かつて藤門氏の「アリ

ス ・ファーム」に参加し 、シェー カ一

家具の製作を行 っていましたが、90

年に北海道から、出身地である京都へ

戻り、市内から 1時間ほど北にある京

北町に自力で工房と自宅を 2年がかり

で建設し、 92年に工房U NOH としてス

合一卜させました。同時に 、シェー カ

一家具等の製作にかかる ジグ等は、す

べて宇納氏の工房に移管されており、

北海道の「アリス ・ファーム」への注

文も 、すべて京都に廻され製作されて

います。

工房は 、板を挽くところからこなせる

本絡的なもので、現在はこれに展示室

が増築され、ここで実物を見て 、注文

ができる様にな っています。

アメリカの東部に発したシェーカ一家

具が、北海道で復元され、製作されて

いることを知 った時には 、いつかその

工房を訪ねてみたいと思っていました。

その工房が、いつの間にか京都の山中

に移って来ていたのには驚きましたが、

同時にシェ ーカ一家具がと ても身近に

感じられる ものにな ったことは 、喜ば

しい限りです。

うのｾ ｓＧＡ ｾ ｉＡ＠

字納正幸

1960 京都市生まれ

嵯餓美術短期大学インテリア科卒業

アリス・ファームに参加の後、独立

1992 京都に工房を聞く

企画文責ー増田 敬彦 (作品作風小委員会)



カンタペリー共同体「ミーテ インデ ーハウス J ( 7 ' メリカ/ ニ ュー ・ハンプシ ャー州 )

ハンコ y フ共同体「ラウンド ・ス トーン・パーンJ ( アメリ力/ マサチ ューセ y ツ州)
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AR CHI T E CT's  E Y E  

タウンハウスの20年後 ¥ マニュアルに頼るな

鈴 木 克 彦

昭和50年代初期のタウンノ、ウスブームから約20年が経った。

タウンハウスの魅力は、庭付一戸建住宅のもつ魅力を備え なが

らも緑笠かなオープンスペースを共有し、さらに高い土地利用

効率が期待できることであった。 タウンハウスの普及により住

環境の質が認識され、住宅団地の環境計画が豊かになったこと

も大きな貢献である 。 その後の地 価高騰によりブームが去って

しま ったが、20年後のタウンハウスの姿を確認しようと数ヶ所

調査しに回ってみた。入居当初は新しい共同居住形式に戸惑い

が見られ峨々なトラブルが発生していたが、時の経過を忘れさ

せるような住環境管理が根付いている地区が大半であ った。 中

には、パフeル期にマンション業者に地上げされ、仮匪1，、がされ

たままの団地 もあ ったが、計画修繕はし っかりと実施され、専

用庭や共用庭に見事なガーデニングがなされている光景にはホ

ッとした。

被災地でのコレクティブハウスの広まりやPT S D (心的外傷

後ストレス障害) の多発などを契機として、集合住宅の共用空

間の重要性が見直されつつある 。本 格的な調査はこ れから進め

る計画であるが、共用空間のあり方を再考する意味でもタウン

ノ、ウスを再言平仰Ji したいと思 っている 。

京都工芸繊維大学大学院助教慢・エ↑ 専

偲人的な危機感

前 川 治 彦

木造サイディング。別名建て売り仕様とでもいうのか、住宅

産業メーカーのカタログが 1 11ft あれば設計施工とも事足りる建

物。主 に住宅。 プランも敷地や周辺の状況が考慮、されず、玄関

や居間の開口白11など無造作に設けられる 。

鉄骨A L C、l次付タイル。 どう 言 えばいいのか、 美I床くないの

を調味 料だけでごまかすような、いわば偽物 のような建物。造

りやすいのかいろんな用途に現れる 。 きちんと造られているも

のもあるが、ほとんどがさしたる配慮、もなされず、その場しの

ぎ的にできている印象。

R Cの屋外階段、片廊下スタイル。 マンシ ョンに典型 的 な 画

一的な表情の建物。バルコニーや屋線で多少の変化 が見られる

ものの、いったいいつにな ったら姿を消すのだろう 。

今 これらの建物に、私たちの街は裂い尽くさ れ、景観も決定

づけられている 。建築界の努力不足もあろうが、その要因はオ

ーナー( 建築主) の見識にあると思う 。 日々の仕事でも感じる

のだが、 何 とかオーナーに建築的教援を高めていただかないと

ｌ 刊すないと思う 。宅 ｲＺｾは 我が国の建築文 化 ｬ こ繋がる大事だと思う

のだが、建築主 となる一般の人々には想いが通じず、我が建築

界にはそう Lヴ 怠I床の危機感は感じられな" 011寺の流れと共に、

緩やかに変えて行かねばならないものなのだろうか。

tの遠くなる話しではある 。 前川治彦建築研究所
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西 川 靖 一

市街地のM 小学校の改築工事が完成したので、見に行った。階

段の手すりがダブルに 付いている 。良く見てみると同じ太さで

ある 。 なぜ閉じ太さなのか、 ii ltが使うのか、使う人の立場にた

てば閉じ太さで良いことはない。 こんなことに、誰も 気づかな

いのか、設計から完成まで多くの作り手が見ているのに、何の

疑 問も出てこないのか、 「設計どおりにしている 。{ 紫準どおり

ですよ。」 との言葉が州ってくる 。 これでは、技術展失格であ

る。施設制りに参画しているとはいえな L 、

既にJ Rの階段の手すりは、下の手すりは制く、しかも上の手

すりより少しはみ出した仕様にな っていた。J Rは進んでいる 。

普段からも っと感性を磨いていなければならな L 、

L ミろんなマニュアルが出来ている。マニ ュアルとは 「手引 き」

「使用説明書J であり、 自分 でーから fi 'lみ上げなくてもマニ ュ

アルを使えば、速く 一定のレベルまで到達することができる為

のものである 。 したが って、常にマニ ュアルどおりで良いのか

と自問自答すべきであ って、それには、使う人の気持ち、 利 用

する人の立場にた った視点が大切 なので、ある 。

神戸市住宅局参与

ご挨拶

七 字 祐 介

昭和必年から 6 年間、大阪支庖勤務の懐かしい経験がある 。

20年振りの関西での生活である 。 当H寺を振り返ると、東京オリ

ンピックから大|波万博を通して、建築の主義主張が百平i防波乱渦

まいた熱L ミ告別が退いて、東京ではも っぱら列島改造論たけなわ

に、生産志向一色の様子にあ った。 その頃、大阪は万陣の余波

もあ って村野JI安否 さんを頂点に羨 ましい言午りの作家風土を形造

っているかに見えた。 そんな時期の悩れの転勤で‘ あったが突然

のオイルシ ョッ クで一転、 今 日に似 て、厳しいコストと競合に

明け暮れた時代に移る 。当社の支J苫は当H寺、本町 にあ った。その

支脂ビルの地下に “ イウe エーノレ" という喫茶庖がある 。 そちら

のママさんは幅広い教養と芸術方而に幅広い教養と造詣の持ち

主であ った。私達のみならず隣接する竹中さんの設計の皆さん

や、 他分野の諸氏が集ま って、剖わばサロンをなしていた。若

L 、世代のよしみもあ って、主I ! 築諭に、 芸術論に73、見を戦わせた、

というよりも夜毎、泊にとぐろを巻いていたと 言 う方が正しい

かもしれな L、 厳しい開境を忘れて愉 快な仲 l削と の出会 いのH寺

聞があ った。前月まで執筆 されていた本多友常氏も御一緒であ

った。その後、関西を離れても、 当H寺の皆様の活躍を建築誌聞

に追いながら懐かしく思ったものである 。20年を経て旧交 をあ

らためる機会 が近くあることを楽しみにしている 。

大成雄段関西支庖設計部長

建築の眼



特集

改正建築基準法

ーまちづくり・すまいづくりへの展開一

制定以来、半世紀ぶりの抜本的改正といわれる「改正建築基当降去J の一部

が、 この 5 月 1 日に施行され、民間による碓詔投査、中間検査制度、連担

建築物設計官IJ 度などが、いよいよスタ ー 卜した。 さらに l 年以内には、残

りの性能規定化の部分が施行される予定である 。

21世紀に向けた これらの制度改正は、法律の実効性確保、建築規制の合理

化、そして国際化社会への対応などを白 (1'0 1 : するが、その効巣は未知数で

あり、まさに今後の運用しだいといえるであろう 。

本特集は、 この 5 月施行の内容を中心 に、 roむモ建築基戦去J が今後のまち

づくり ・すまいづくりへ E のように展開するのか、さらには主体となる市

民、業界、行政の意識と役割lは変わるのかなどについて問うべ〈、企画し

たものである 。

法令分科会・炭 崎 勉

- 総 論

建築ｾｉ［［法改正の樹れ今後の議題 Ｏ 石Ｉ 11哲久

改正法と建築士に求められる諮題/ 藤本昌也

. 座談会

蜘王建築基繍去ーまちづくり ・すれ、づくりへの展| 品ト

i理「炉本淳/ 高間光iifV I-11井降三 /南出和延

- 各論

〈すまいづくりの安全確保と違反防止 〉

欠陥住宅をなくすために/ 平野窓司

違反建築のない市場システムへ/ 寺田島妹己

Ｑ Ｚ Ｑ Ｚ Ｑ 問検査で建物の安全性は ｔＱＧＨｾ保できるか Ｏ 井上憲 二

言明党機|期に皇室まれるf知il ] / 森田司郎

〈ストックを生かしたまちづくり〉

狭あい道路姥備ーまちづくりのキーワー ドとして一/ 井 上 隆

: i i l i 担建築物設言111，1肢一京都市の試み一/ 西巻催

〈国際化社会における日本の建築市場〉

ｉ ｾ ｾ かれた径子づくりのための規 ， ｉ ｉ ， ｉｊ 緩和 Ｏ ｊ ｡｣ｱ ｵｬｩｮ ･ Davison  

. アンケート調査

改正，建築基込曾去に l刻する行政庁の取り組み

一近畿地区141子政庁へのアンケー トから一

. ;去令 コーナー

法改正による桜道規定の特別許可/ 中岡光平

本号特集編集幹 ・II

f 1F . 宇; 辰之( 大阪市) / 炭附 勉( J ; ¥抑制 / 中 ｬ 勝生Ｈ大阪府Ｉ Ｏ 中ｼ 百 ｬ 光 平Ｈ神戸 市Ｉ Ｏ 浜Ｇｦ ｦ 幸雄Ｈ五叩 ｉｉｾ 任Ｉ Ｏ ｛Ｑ Ｑ 村俊 ￭ｬｬ ｬ ( 兵庫県) / 城戸史i l I l ( 兵庫県三山市)



総 論1

建築基準法の改正の経緯と今後の課題

石 川 哲 久

「曜建築と社会創」てで刷漣建築基詩匂培去改正の特集を営? するのててで、、¥、 改町I正Eωの儲己嘩字

と概要をを? 書〈ように

築者都|目l市部技監をを? しているカが主、前職てや建設省住宅局建築指導課長とし

て今回の法改正に携わった経緯から、議論のポイン 卜を中心に記述

する 。

改正の目的とポイント

今回の法ej (j Hi 、昭和25年に法が制定されて以来の抜本的改正と

考えている 。その目的は 21也記に向けて国民に安全で、良好て1悶 lt な

住宅 ・建築を提供できるように、日本の住宅 ・建築f11j 給の1I l lJ 御ブJ法

を、市場重視による新たな展開が可能となるよう、明確で効率的で、

実効性のあるシステムに再構築しようとするものでゃある 。

その一つは、成熟 ・高齢社会の高度化する建築ニーズに対応する

設計の自由度の拡大と、生産面てゆ高コスト構造の是正が必要であ

ると考え、技術革新や海外資材の導入に円滑に対応て3 る建築基準

体系に変更するため、 一定の性能さえ満たせば多様な材料 ・設備 ・

構造方法を採用できる規制方式ぐ性育協見定) を導入し、合わせて建

築物単体の規制項目の見直しを行う ことt したこと 。

ｴｬｴ 界の ￬ｾｾｊ ｊ￬ ｈｉ に合わせ、グロ ー パルスタンダ ー ドを視野に入れた建

築規制システムに変更するもので、 これにより、 50兆円とも 言われ

るか訪英で日本経済を構成する住宅 ・建築に係る技術開発が促進され、

新たな産業が展開される ことも期待している。

その二つは、良好で安全な建築物をつくる ことが本来建築主にと

って も利益になることを基本にし、市場原理に立ち返 り、消費者に

経済的にもそれが選択されやすいシステムをつくろうとするもので

ある 。年間約110万イ牛の建築着工件数に対して建築主事約1800人と

いう十分な行政執行体制カ可制呆できていない状況のヰ!で、建築確

認 ・検査等の充実 と効率化を図ることが必要 t 考え、官民の役割分

担を見直し、 これまてや特定行政庁の建築主事のみが行ってきた確

認 ・検査業務を新たに必要な審査能力を備える公正中立な民問機関

( 指定石儲副食査機関) も出来る こt とした。 これにより建築主のニ

ーズに即した目僻! t { . . 検査が可能となり、また民|開館前食査機関の活

用で、本来行政でしか出来ない違反是正 ・処分等に行政の業務の比

重を移 し、 全体 として「ザ、ノレ法」 と言われないよう制度の実効性を

高めようとした。

改正作業

平成 9 年 3 月24日の建築衛義会の答申を受け、直ちに法律改正作

業に取りカ 3 カ当った。住宅問 としてドラフ卜案をまとめ、数次にわた

る内閣法制局の審査や地方公共団体 ・建築設計界 ・住宅産業オ平・建
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築業界 ・不動産業界 ・学会 ・弁殻士会等関係各界との意見交換を行

い、法案の作成を進めた。平成 9 年12月にその概要を公開 し、さら

に関係各界から広〈意見を項き、平成10年 1 月から政府の各省庁と

の法案協議や政府与党への説明を行い、平成10年 3 月17日に政府提

出法案の閣議決定に至った。 その後 4 月 ・5 月の2結謝i完・参議院の

' i i f 識を経て平成10年 6 月 5 1ヨに参1部完本会議て可決成立し、 6 月12

日に公布された。

その改正明肢は、建劉i鯨立・校査の民間開放 ・性能基準の導入 ・

連担建築物設言' l -II，IJ 度の創設 ・中間検査制度の創設 ・:m銭前売査履歴等

の閲覧の 5 つであ る。

議論のポイント

こ の過程で次のような ｪｪｾ 論がなされた Ｐ

・確認・検査の充実

建期信忍 ・検査の民間機関への開放に関しては、建築生産の過程

てやの建築物の適法性のチェックを、建築士による設計 ・工事監理に

一層期待するこ t て布政のil 産量化を図る( 建築主から4帥買された建

築士が適正厳格に設計 ・工事肢理業務を行う こととし、その建築士

に責任を委ねる 言わば内部チェックを充実する方法) のか、逆に第

三者としての公正 ・中立の民問機関にlii信忠 ・検査を I'JFWx してその充

実を図り行政は本来的な業務にシフトする( 言わば、外部チェックを

充実する方法) のかが、建築鱗義会の場でも riI備 さ れ た。 (一部 に

は、行政の執行体制をより充実すべし。あるいは逆に、フランスの

ように行政による建築確認 ・検査を行わず、民間の建築保険て迎法

性を誘導するブT法もあるなどの意見も出された)

建築士の1紛或拡大に委ねる方向は、号制犬てやは( 残念ながら) 国民

からの理解を得にくいとの意見が大勢で、第三者による倣認 ・検査

の充実を図る方向が答申された。

・確認・検査の民間開放

従来、行政のみが行ってきた碓認 ・検査業務を、民間機関カ苛子政

からの委託でなく独自の業務として行う こと が( すでに英国などで

は民問機関に開放済みであるが) 行政システム上の位置づけ t 合わ

せて妥当 ・可能なのか。行政の確認 ・検査はやめるのか否か。 その

|祭に民間機関に対する行政の関与 ・市IJ 笹IJ をいかにするのか。一方、

そうした条件のもと民間機関の起業意欲や採算性て快成立の実現性が

あるのかどうか。 また市IIIT村て市在認行政に合わせて行われている指

導要綱はどうなるのか。主事の認定業務を行政許可 t する こし等々

が議論された。

・中間検査制度の導入

完 了検 査率も 十分とは 言 い難い現状の ｉ Ｚ ｉ ｾ てやＨ米国てやは行政的立場



の検究員が数回チェックして L、るとも 言われているが) 、すて仰に構造

等一部の事項を建築士の設計 ・監理に委ねている戸建て住毛等の取

り扱い方法や、建築生産過程て過大な制約とならね こと等、実効性

のあるバランスの良いシステムにする方策が議論された。

・性能規定の導入

性能規定の導入は、性能項目 ・性能基準の明示 ・それを検証する

尚幻法等の提示等を行う こととなる 。仕線規定による f制モのシス

テムから 、分かりやすさ ・申請者の負担l経滅寸信忍審査の効率化等

て実効性のあるシステムに円滑に変える方策が議論された。 そのた

め型式適合認定制度等を創設し、その認定業務等を国内外の公正 ・

中立な民問機関で行える こととした。 また従来の仕様規定も性古路主

準を ￬ ｦ， ｩｾＱＭＺ すものは例示仕掠として位置づけ、通常多〈行われる建築

生産方式へ配慮する こt とした。]I S . ] A S に指定されにくい外国

の建築材料の使用の円i骨化 にも自eI W，した。

・連担建築物設計

線数の! 腕也を全体で一弘知也として取り扱う ことは、個別の1出也か

らみるとその翻ＱＧ ￭ 率等が移動することになる 。 一方でＮｾ知 也 ｬ 剖困， Ｉｉ ｪＨこ

売買され得るので、認定された建築計画による個別事知也の制約を継

承し、あわせて消費者を保護する 1: 1 : 組みとする方策等が議論された。

・確認検査等の経歴の閲覧

建築物について情幸|提供の範囲を拡大し、消費者保護と市場機能

の向上を図るものであるが、他制度とのA携も議論された。

その他の検討事項

佳築稀義会の答申の範囲 lこヵ、かわらず建築行政の課題を整理し、

寸回の法改正に馴染むものか、以下の本噴を検討した。

( イ) i 制止限の規制体系に加 え、より良い建築物を促進する誘導基準体

系の導入

ＨロＩ桝 Ｑｾ 率 ・ 建ぺい率等の形態規 制 の 兄 直し

付 l 号- 4 号、午前朱建築物等の挫築物の分類の見直し

(ニ) 第何粂何項の条項整理

(; t ; ) 住宅 ・建築 ・不動産関連制度との述到j

等である 。

これらは、さらに社会的 コンセンサスの形成や建築技術 ・兄識の

蓄積等を進める 必要があるので、建築基準羽二の範時て判応するかど

うかも含め、今回の改正からは兄送る こととした。

国会の審議

国会では、民間布陣立 ・検査機関の公正 ・中立の担保品置や指定の

見通し、民間開放と要締ijfj- 政の関係、中 Illltた査の対象建築物( 戸建

て住宅の特例を意識〉やその効果 ・実効性、欠陥住宅f，t錯や也反建

築物対策、性能規定化と中小企業対策、連担設計における村訴IJ保護

や取引安全の石間呆を中心に審議された。 それは、法律の施行に当た

り、運用について泣憾なきを期すべきであると 附帯決議されている 0

・平成 10年 5 月20日衆議院建設委員会の附帯決議の骨子

(1) 碓認 ・検査機関の指定における業務の公正 ・中立性の椛保

(2) 地方公共団体に対する適切な指導 ・支援、執行体制の充実と民

問機関の育成により、中間検査の導入 ・違反是正措置の強化等、

建築規制の実効性の目制呆の指導、充実措置の検討

(3) 性能認定機関等の指定における業務の公正 ・中立性の石制呆

(4) 建築主事、建築士、建築業者等関係者への十分な周知徹底

(5) 違反建築物の未然防止のため、建築士、建築業者等へ適切な指導

と住宅性能保証制度の普及

(6) 連担設計て、の採光 ・通風 ・開放性等的確な市街地環境のU制糸

(7) 省エオ、ノレギーに自己慮した建築物、環境共生住宅のf雌

(8) 従来の化隊規定により建築する中小建設業者への特段の配J . t ¥! ，

E 平成 10年 6 月 4 日参議院国土・ 環境委員会の附帯決議の骨子

同様の趣旨に加え、いわゆるシックハウス問題に積極的に取り組

み、必要な措置を検討する こと、 とされた。

実効性の確保

今回の改正のポイン卜は、 L斗上述べてきたように明確かつ効率的

で実効性のある建築規制体系の骨格に手時時成しようとするものであ

るが、本来必要なことは建築 ・住宅の生産に係るすべての制度ぞ活

用し、安全安心な建築物の整備を進める ことである 。

平成 11年 4 月に 出された「建築物安全安{ A佐進計画J の考・え方を

基に、改正基当地の附在な運用 ・建築士による工事監理の御底 ・違

反建築対策の徹底 ・住宅金融公庫融資の連副酵を柱とする「建築物

安全安心実施計画J を早急に都道府県で策定 し、 これからの 3年を

重点期間 として実胞し、国民から信頼される建築生産システムにっ

くり上げる ことが、これからの諜題である 。

寸坂府てやは、平成11年 5 月24日に設立された「大| 明荷違反挫築物

等防止推進会制の活動を通じ、民|開問検査機関として似秋阪主主

築防災センタ ーの 7 月からの業務開始を契機に、実効性の高い主主築

システムの整備を目指していくつもりである。

(L 、しかわ のりひき 大阪府立tt 築行Ili 打者11技位、 jjij 建設' ti住宅! 市建築指滋課長)
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改正法と建築士に求められる課題

藤 本 昌 也

改正法のねらいを一言で言 えば、「建築物の質の社会的な担保と向

上に向けてJ ぃ、うこ t になろう 。 したカ f って、本稿に与えられた

テーマは「建築物の質の社会的担保と向上に向けて、今後、建築『

が引き 受けなければならなし 弓果題とは何かj にある t 認識し、その

前提に立って、私なりの議論の筋道とその論点を明らかにしたい。

建築士の( 資質) 拡大と向上

論点- - <r漣 築物の 〈質〉をどう捉えるか

建築士の言!lLE霊を論ずるには、まず、今 Hの地域社会が求める建築

物の〈質〉がいかなるものかを明らかにする必要があり、また、こ

のr:rH直訴命ずるには、平成 4年当時の建築審議会専門委員会てゆ議

官命カf有効で. はないかと考えている 。

そこでは、建築物のく質〉が 3つのレベノレに分けて捉えられ、第

1のレベノレは、建築基当筒去カf想定するfa怯限度の基本的性能のレベ

ノレ、第 2 のレベノレは、建築主力主要求するであろう生活機能を 中心 と

した様々 な性能のレベノレ、 そして最後の第 3 のレベルは、景観とか

省資源、省エオ、等、地な先手i 会が要請する社会的ストックとしてのたl !

築性能のレベノレと、規定された。 この規定に従え 1;1::'、 言 うまでもな

く、ここで論ずぺき建築物のく質〉とは上記 3 つのレベノレをすべて

クリアしたく質〉であり 、第 3 のレベルを、おまけのオプション的

レベソレなどと捉えではならないと私は考えている 。 そして、 これか

らの建築士は、 この地域社会が要請する トータノレなく質〉の実現に

向けて、建築士の立場ーから的確に応えなければならないのであり、

そのための知識技能、つまり〈資質〉を建築士カ斗分に備える こ

とが、ムｬＡ築士の社会的役 害 ｉｊｾ 果たすための必要粂刊 二 となろう 。

論点ー② これからの社会が期待する建築士の 〈資質〉とは何か

結論的に言 えば、 これからの建築士に求められるく資質〉の核心

は、第 3 のレベノレの建築物の〈質〉、つまり良質な社会的ストックと

しての〈質〉に的確に対応しうるく資質〉だと考える 。今後、建築

は11¥1追いなく地域社会にふさわしし、〈社会|主〉を共備する ことが強

〈求められるのであり、建築士は、職能者として見事に これに応え

るく資質〉を発揮しなければなるまし、。では、 この建築士の〈資質〉

とは具体的に何を意味するのか。私はち蹴、 このr: nいに対する j仰、

以下の 3 つの視点から捉えたいと考えている 。

イ) “街づくり" の視点、から見た建築士の資質条件

これからの建築士は、 ttrづくりに寄与するために、者11市デザイン

に対する !陥広い基礎的素養を身につける 必要がある 。 「佃々の建築

はそれなりの姿で立ち上がっているのに、それが集まった建知的ま

どうして美 しし、創立みを形成しないのか」。わが国の位打、くりの多

くに向けられる こうした批判に、建築士もそろそろ其面目に応える

28 建築と社会 ・1999. 7

必要があるのではないか。者11市デザ、インとは市民の都市生活を支え

る“ 公空間" のあり様営問うことである。つまり、建築と街との応

答関係、の中から生まれる、公空間のあり様を問う ことなのだが、残

念ながら、 この両者の相互関係に対して無理解、制英l心な建築士が

少なくない。建築士の街づくりへの寄与い、うと、多くの建築士は、

何か大きな都i ' 1帯十iilll 事業や商菜再開発的事業に参画しなければなら

ないと誤解しているようだが、犬切な こと は、建築士の円市の建築

設計活動すべてが即、街づくりに直結しているという事実を、建築

士一人ひとりが自党することである。 その自党が、街づくりとして

の資質向上の11 ' ，発点になるものと私は考えている 。

t ころで、今回の改正法は、 こうした街づくりに取り組む建築士

に対して、どのようなf姑 11 を来たしてくれるのか。硬直化したこれ

までの集団規定に若干なりとも風穴が空いた こと は、都市デザ、イン

の立場からすれば、それなりの役剖を果たすものとして詞引li すべき

かもしれない。 しかし、本格的な都市デザ、インを実現するには、都

i l市十il l Il肢を含めた法的制度の抜本的な改革が不可欠となろう 。

口) “ 物づくり" の視点から見た建築士の資質条件

物づくりとして、良質な“ 社会的ストック " 形成を目折すために、

これからの建築士は、新い、建築生産技術に対する幅広い基礎的素

養を身につける必要がある 。今、建築士の設計業務の多くは、施工

技争" 商品や職人との直接対話を欠き、安易な“ カタログ技術" のア セ

ンフ〉レ業務に過ぎなくなりつつある 。 こうした“ 物" ばなれ、“ 技術"

ばなれが、結果として建築士の、良質な社会的ストック形成に向け

ての省資源、省エネ、j:JI!:)焚|生、生産性、主主ヨ7子|主、品樹寺保全等の実現

とい った器官に応えうる革新的で総合的な技術を開発する能力、 72;

欲を次第に低下させているのではないかと 心配である 。

建築士の技術的復権と同H寺に重要なのは、それらの技術を社会化

するための、新しい建築生産体制の構築である 。 この点についても、

現状の建築生産体Ｚｉ￬ ｉｊ にどっぷりつかり甘んじている現状 ｾＺｴ 肘 Ｑ 派の建

築士からは多くは期待できまし、。設計と施工を結ぶ生産管理業務

( C.M 業務) といった新しし、業務領域に拠i攻て3 る、新し L、〈資質〉

を有したアグレツシフーな建築士の登場を待つ以外にないであろう 。

ところで、こ の新しい生産f本fIl lJ(二ついては、伝統的な技術や体fli lJ

をも視野に入れて、その可能性を探る こと を前提としているため、

もし今回の改正法が単に近代的な生産技術、体制制旨l台l しているの

であれば、その成り行きを建築士は注意深〈見守る 必要があろう 。

ハ) “ 生活づくり" の視点から見た建築士の資質条件

建築士は、生活者の真のニーズをf削'(gに捉えるために、生活者と

の応答に葉駄に対応、できる優れたバランス感党仁 コーテ、、ィオ、ータ

一的素養を身につける必要がある 。戦後、わが国の建築や佐子づくり



の歴史において、生活者の其のニーズを捉えるべく、市民や住民の

参加による設言刊本制を意図的に採JTI した剃列はは t んど皆現在と 言っ

てよし、。建築士の多くも、 こうした設青H本制づくりに対する重要性

の認識はきわめ て低く、結果として、建築士は コーデ ィえ、ーターがJ

京援を身につけるチャンスを失っているのが実情である 。 こうい っ

た分野でのく資質〉向上も、建築寸てが1[)( り組むべき諜題となろう 。

ところで、今回の蜘モ法は、生前づくりの領域に取り組む建築士

に対しては、 Eのような役割を果たすのか。今後、改正法が基礎的

性能の怒L程にとどまらず、より望ましい性能水準へ誘導する方的lに

も踏み込むこ t を期待した L、。

建築士の職業倫理の確立

挫築士が、 これまで明らかにしてきたような〈資質〉制生得した

としても、それで建築物のトータノレなく質〉が社会的に側部iーされる

訳ではない。建築士の職業者としての立場から、自らのく資質〉を、

建築主や社会に対して最大限に発明i しようとする意欲や誠意、 言 う

なれば池築士としての“ 職業倫理" カ市住立してはじめて、建築士が

社会が ｪ 役割 ｉｾ 果たすための必要十分条ＱＧ Ｑ 二が整う こ とになる 。

論点一-@む建築士の

‘ “ ‘ 挫築家" ＡＺ称する人たち の ＧＱ Ｇ には ｲｾ 築家は芸術的素養ＡＺ ｾＭｾｌ 、

J[fft 能倫理lt が要求されるのであり、l J i なる建築技術者と同列に論じ ら

れる筋令いのもので、はなし、J と主張する) ; がL、る 。 しかし、芸術と

技術を二分する近代主義的発想はそろそろ卒業しでもよいのではな

いかと考える私としては 、 ｊ ｛ｩ ￼Ｚ ｦ￬ｾＱ 命血の問題も同様、建築家の Ｑ専司存 Ｑ｛Ｕ 完 Ｇｅ 己詐午 ｲ持 ，'i i  

計 t すべきて

j対バ止，毛を? 考えれlば£、あらゆる領域にわたる技祢渚¥ さらに言 えば、佐築

業緋に限らず、あらゆる業界の職業者に、 1[lft業倫理 としての社会的

か山Eが謀せられる 11寺代を迎えていると認識すべきであろう 。

考えてみれば、わが国の社会にとって“ 111ft業倫理" はど薄汚れて

しまった言葉はないのかも知れない。日度に管理された過信な都市

社会の村 ｉ 造的な副作月Ａとして引れた、この恨の深い病理現象をｽＧｾＩｊ民

できる健全な市民社会を再構築て3 るのか。建築士の問題をはるか

に超えたこの部担に、正直答えを凡，'1' ，す術を私は知らな L、。

建築士の社会的役割を支える具体的な方策

挫築士がおのおの倒的凶会て ＧＱｾ Ｑ 侍される役割 ｬ を果たすためには

く資質' > の拡大と向上、職業{ 命泊! の昨日; が必須の条件であると述べ

てきたが、ではこの条件を現実のものとするための具体的な方策を

どう考えればよいのか。建築士に諜せられた次なる課題を考えてみ

たい。結論的に言えば、地域士会のi刊1引を足掛かり lこ具体策ぞ凡1J ' ，

すのが最も現実的で有効な退択肢 ｦ ごと 言 うことである 。 ｾ ＡＧ Ｎｆ，ｾ命この 問

題の解決IJ . 、最終的には，建築七伊l人に委ねられ、向己学習、向己修

練以外にない ことは言 うまでもないが、同時に、建築士佃人の実践

活動を、効果的に背後で支えているおのおのの地域士会の役 ｾｩｬｬ も看

過すべきでなく、正統に青li.f lll iすべきだと私は考えている 。

論点ーの 也域士会は建築士の 袖 続 教育" に積極的に取り組むべきで

はないか

建築士の“継続教育 Ｂ の 川 ｬ 垣は 今やく資質〉拡大と向上の，ｦ ｊｌｾ 吹か

らも 、資格制 度の国際化対応の年比 ｳ 長からも、緊急、のｾＪｬ ｩｬｬ となりつつ

ある 。 しかしこの“ 拠続教育" のあり方は、現在、全同共通に一

元的に実施されている、法的制度としての指定講習1 I I 11度の延長て1足

えるべきではなく、おのおのの地域のニーズ‘ に合わせ、各地域士会

ごとに独特なあり方を、社会11¥11度として模索すべきだと私は考えて

いる 。同時に、地域士会共通の運動目標としては、，建築上の全体の

ボ、卜ムアップを狙うのではなく、 I也域貢献を担うリーダーとしての

建築士の養成を掲げるのがより望ましし、のではないかと考r えてし、る 。

ｊ［Ｉ｟仁のような義見， ｉｾ に立 っ て、私は昨年、山口県建築七会の ＱＰ 年度

卒業に企画者の立場で参問、「木造強 ｊｾ 立ち上げた 。 詳述するゆ ｴ

りはないが、受計「必ト 8 Ｉ｟ｪｔ ＧＱ 、定 ＱＱＳＰ 名の募集に ＴＴ ＱＧ，のｾ築士の ｊ ，訪主

があり、実りある成果を収めて告1同l終了した こと、また、 11年度は

|王|、県の助成も待て、より充実した塾が準備されつつあることをご

報告しておきたい。LIIII 士会では今後さらに 「コミュニティ地J r造

景塾J rc. G工学塾J 等を IJ ト段、ゆくゆくはL i 1  J_J!I.-1建築士会ステッ

プアップスク ーノレに仕立て上げたいと考えているのである 。

論点ー⑮ 闘 士 会 は く民間確認・検査機関〉の設立に向けて、主導

的に取り組むべきではないか

法定団体として、全|玉|的にえ、ットワ ーク化されている地域士会は、

地域環境を守り育てる l寸体として様々な社会的活動を版IJ f. J しており、

昨年より地域貢献柄引センターなる NPO的な組織を科地域士

会てい立ち上げはじめていることも考えあわせれば、地域|ゴ会 こそ、

今1111の法改正の柱のひとつである当機関の設立に向けて、主導(I"J に

取り組むにふさわい、社会的使命を有する団体ではないか。行政と

のA 携、 事務局体制の整備、性能言判所機関との関係など、解決すべ

きr: nJ ，国は山積しているが、地域貢献を前面に、士会が地域の! J ! 築七

と共に干fi 極的な 当機関連常にl収り組むならば、間違いなく 、建築士

の職業倫理のTl'{till. に計り知 lれない効果を発姉するであろう 。

( ふじもと まきや 11111 大γ' 教校、 11本主tt 築士会述令会. f I H'1ト・a日11主委 11会委LUミ)
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改正建築基準法

ーすまいづくり・まちづくりへの展開-

浜野( 司会) 自己紹介も兼ねて、いままでの ご経験の中から、

建築基当[ 誌をどういうふうに考えてきたか、 この法改正をどう思っ

ているかという ことについて、お話?を いたfごきたいと思 L、ます。

建築行政に携わって基準法改正に思うこと

南出 私 I. : t . 長年建築行政に携わっておりまして、私なりに基準法

改正で、今後大きく変わると思われる点を意見として述べます。

一つ目は、 いわゆる指定確認枕査機関です。従来、行政庁側が担

当してます石信忍業務が民間に開放されるい、う ことで、私自身が建

築主事として長年携わっておったものですから、果たして今回の民

間開放がうまく回るのかと 。国民から信頗される指定附草創食査機関

になるのかな、 というのを気にしております。

われわれ建築行政の立場の職員は、市在認申請い、う業務を通じて

まちづくりにもタッチしておりますし、{ i ' ([認申請の処理について、

ある立 ｬ 床ではボランティア的に相当時 ｉＺ ， ｾ ｊ かけて 一 千 Ｑ ＧＭ 一 例 二の審査をし

ているわけです。そ うい った意味では、 有信IE申請の中身については

完壁なまでやに法令のチェックをやってきております。民間建築主事

の方々が、従来の建築行政が行っているような内容までに卜二分にと

きいますか、そ こまでお願いて》るかどうかですね。

2 点目としまして中間検査の実施が、阪神大震災を契機として今

回の改正に盛り込まれております。今回の中間検査は、実施に当た

って各特定行政庁が建築の動向の実態に見合って、用途 ・規摸 ・期

間 ・特定工程ぞ指定するというふうに法律ではなっておりますが、

“ 各持定行政庁" という表現の仕方でいいのかどうか、匡|がもっと

介入しても L、いんじゃないかという思いがあるとともに、中間検査

制度をあえて立ち上げなければならない建築界の状況、そう L、った

ことが露呈 してしまったのは残念だなという気持ちがあります。

一方、工事監理の強化 について、建築士、法では改正されなかった

が、建築士法の中て工事監理ill 者の位置づqJ をもう 少 しl明確にできな

いのかという気持ちも持っております。

現在完了届の提出率、判l戸市だけで言 いますと約 5害IJの提出率てい

れそういった中てい今回の中間杉濯を実施しでも、受検率がどの程

度上がるのかという ことも懸念しております。

国会てやも議論になったと聞いておりますが、木造 2 階建て住宅の

ようないわゆる 6粂 1項 4 号建築物は、報告書でもって中間検査を

省くことができる、 というふうにな っておりますが、果たしてそれ

がいいのかどうかという議論もあるように思います。

3 点目は、性能規定化の導入てす。単体規定の性能規定化の導入

ということについては、いまの時イ℃の趨勢としては当然の こU : 思

っておりますが、初、が着目していますのは、集団規定についても、
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一部性能規定化の導入が図られたんではないかい、うふう lこ思って

います。

今回の民間建築主事の進出によって、 43粂ただし書にありますよ

うに、いわゆる按道義務の例外については従来、建築主事カ激量行

為で行ってきた ことを、特定行政庁の許可に移行したわけですが、

許可 ・不許可の判断をする際に一定の基詩皇、第三者判断が求められ

ている 。その判 断2主導Eが、いわゆる交通上、安全上、防火上、衛生

上 t いう 4 つの事足慌てすから、 これはまさしく性能規定化の導入の

一つだというふうに考えております。

それとともに、いままでや建築行政は道路問題、 とくに細街路の問

題についてどこまで' 1 [ J i . り組んできたのかい、う思いが残ります。

同じく集団規定の改正のーっとして今回導入された連担建築物設

計 制 度ですが、建築基 ｩ 伺去にはＭｾ出 也 ー 建物い 、 う大原ｊＱｉ ｊ がある中

において既手間i築物を前提として いわゆる 一団地承認と 言いますか、

複数3即 也での設計を認めようという今回の改正ですが、これは、密

集市街地 においては非常に再建に寄与するのではないかと思ってお

ります。

あと建築基詩句去の改正の中ては、今後違反是正をどうするか、そ

ういった問題も気になっている点てやこマざいます。

確認検査業務の民間開放へ望む

中井 この法改正てや、民間の立場でもって一番問題なのは、やは

り民問機関に碓認検査業務が移設される こと。全部が移譲されるん

ならよろしし、んですけれども、行政も可、民間も可とし、うような状

態です。 そうなりますし大阪の場合は、 l 説寺定行政庁がございま

して、市111] 判と特定行政庁が一緒の場合、どうしても民間のはうに

申請して来る率が低いだろうと 。

現在、民間機関の立ち上げの作業にも私はかかわっていますが、

今度の政令て子旨定機関の要件と して、 的主立件数が何千|二について主事

(石信間食査員) カ河可人とか、あるいは主事と職員と合わせて何人と

私、大阪主ｉｬＺ築士Ｚｴｪ ｊｾ 先所協会

の主主税委員e長をしており、

この法改正については、法

が改正される前に何度か建

設省、に、事務F庁thJI色型合会

の立場から要望も 申し上げ

てきました。

中井隆三氏



かし、うように人数が決められております。人を雇用してやるとなれ

ば、政令て定められた羽信立の手数料、また検査の手数料、 これはマ

ン ・デ一計算で出されておりますので、事1対空費、そういった諸々

の経費が全然出て こないという問題があります。大11反府の取り扱っ

た金融公庫の物{牛を民IIJI機 |到にお渡ししたらどうか、 というような

ことてやござし、まして、平成 9年度の金融公庫の件数は約5，000件くや

らし、。 このうち、作J i LIーが民問機関に来るかという問題も ございます。

また、行政てやは現庄中1m検査がなく、石綿E務査と完了検査で手一

杯い、うような状態ですから、中間検究だけでも民間に移譲してい

ただきたい、 というような方針でお願いしているのカ理問犬でござい

ます。

普から、住宅を建てるのには大工さんに頼むんだという古L、医|習

が伝わっているようですので、 わが家を建てるのに検査まで要るの

かというお考えの方も多う ございますが、 これを機会に考え方を変

えてもらわないといかんのではないかとー ・。 まあ、神戸の地誌から

こ っち、構造安全面につきましては ｉ ｾ ｉ 党を持 っ ておられるようてやす

けれども、十分浸透してないような状態です。 その辺も、実効性の

確保というような形で進めていくにつきまして、行政とともにわれ

われも頑張っていかなければならない点じゃないかと思っておりま

す。

それから連担建築物設音111; 'J 度を使 つての土地の有効利用の lii HlI!て、、

ござし、ますが、 これは非常に私は疑問主Jt'. をしております。 なぜなら

ば、 t弘上権がいつまで市制呆て3 るか、それによって違反につながっ

ていくような問題につながるのではないかと心配をしております。

建築士法の改正がございまして、事務所協会は今度指定法人にな

りましたので、いろんな設計者と建築主の11¥1 に立って、苦情とか処

理をしていかなければいかん問題も現実にはもう ιにきております

が、そういった作業も これからやっていかなければならない、 と考

えております。

建築のルール

高 田 きょうの出席者の '1' で、私はいちばん素人という こ とにな

登場者一瀬 戸 本 淳 ( 瀬戸本淳建築研究室)

( 附町i ) 高 田 光 雄 ( 京都大学大学院工学研知' f 助教授)

中井隆三(' i リl'姥築設計事務所)

南 出 和 延 (神戸市住宅日姥築部指導課長)

開催日 一1999"f- 4 月 8 日( 木) 午後日" ) 0 30分 - 3  11#30分

場 所 11 Jt:/&築協会

るt 思います。プロ '1' のプロの方ばかりが集まって議論されている

ｲ ｬ ｾ Ｇ に、私がどうして呼ばれたかという こ とを考えますし恐らし

建築行政にかかわるいくつかの研究会に参加したり、市民団体の

方々と 一緒に基i惜 の 改 正 に 対 す る 提言 を建設省に出すような こと

をやってきたからだろうと 思い ます。

五抵では 、和 Ｑ Ｑ 戸市住環境審議会てや、基 ｾ地の改正をふまえて、 「 近

隣住環境計画制度J の創設を合む答申をとりまとめたり、京都市てや

「連担建築物設問I i 'J 度J の活用を含む基当地運用の議論に参加して

おります。

研究としては、住まいやまちづくりの手段として建築ノレールをつ

くる、あるいは守っていくという こ との重要性を少し勉強してきた

訳ですが、そういう研究的な問題と、実際上の社会の動き t の接点

が、ちょうど今同の基i惜の改正なんかを契機にして見えてきたな

というふうに感じていると ころです。

法改正について、先ほど南出さんから、ポイン 卜の説明があった

ので剤、は、むしろ明時点てゆ実態と法律との需型 ｉ ｾ ぃ、うと こ ろを問

題にしたいと思います。

まず、 地域の! f ' j"lt と法律がずれているために、守ろうと思っても

非常' に守りにくし 、ぃ、う こ とがある 。本来、基託制ミい、うのは、 い

ろんな地域の建築ノレーノレの 「基泳J であるはずなのに、 地域性を考

l芭しな い画一的ノレーノレとなってしまって いる。基当IQ.去制定より 前か

ら主ｾっている建物の多い京都では、全国一律の法律が京 都 に令って

手l、l司身の平'jq"J ( ま建築; l 11iJi，日

という領域になりまして、

とりわけ住まいやまちづく

りに関する日|恒1仰f究を行 っ

ています 。 また、建築企 ｾｲｩ ｬ

の研究の一環として、法tl!

やjlJ lJ皮と建築デザイ ンの|刻

4系を扱っています。

高 田光雄氏
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いないのだという指摘もある 。

次に、ノレーノレのっくり方が問題ですね。基当尚宏というのはお上が

つくったノレーノレ。生活している人、あるいは建築する人は、それを

守るのが得か損かを考える 。 そういう構造の1 ' 1コでできている法体で

す。建築ノレーノレは、 もう少し地域の特性、 それぞれの場所場所の条

件に合っていなければし、けないだろうし、っくり方も、建築のノレー

ノレというのは自分たちの必要のために自分たちでつく って自分たち

で守り育てるものだと、こういう発想がないと だめなんですね。

今回の改正の中てや、根本的には変わ ってないわけですが、基当跨去

のスタンスには、そういう 側面が少しあ らわれてきたというふうに、

ヰネ自身は思っているんですね。 それをこれから伸ばしていかなけれ

ばいけない。

さらに、 20"[断己の後半、建築、 とりわけ住宅の分野で大きく変わ

ってきた こと の一つに、住宅の商品化がある 。商品化住宅が極めて

一般化してきたにもかカ、わらず、建築のノレーノレのはうは、注文型の

建築をベースにしてできていた。商品化の流れに対してノレーノレがど

ういうふうになってないといけないかという喜義論が、今回の改正の

1:1: 1 ではようやくされたと思います。

1' 1' 問検査制度の意味も、私Ii . 商品化と密桜にかカ3 わっている と思

います。例えば、商品化するこ t によって、建てる人の利誌と住u '

人の利益カf別になる 。 ここに一つの問題点があるわけで、r . 1: J 問』変査

の導入によって住む人の利益を守る ことができる可能性がある 。

注文建築ではなく商品化 住宅に対する検査の実効性を高める こと、

さらに、検査を安全にやりきることが大事だと思います。中間』先査

をやったという ことによ って商t毘1が売れるというメカニズムが市場

の中で生まれるような環境をつくるのカ f行政の役割です。 中間検査

を受けたものがよく売れ、そ こでや上がった利益がうまく社会的に還

元されて、中間検査を経済的にサポー 卜するような方向にいかない

といけない。 それから、中間検査の費用も、完了検査の費用も、確

認申請のH寺にとるのが理にかなっている 。市場のシステムをうまく

活用して中間検査を普及させること、やり切る こと、費用的なつじ

つまを合わせるこ とをーイ本的にとらえる必要があると思いますね。

連担建築物設言'1桁IJ 度については私はかなり思い入れがあるんです。

画期的な一歩だと思っているんです。密集市谷? 地の再編にかかわる

手法として、もっときちん1 : P Rすべきです。京都や神戸では細街

路に面した住宅の整備に、このml肢を使うとし、う文脈て議論が盛り

上がってきているし、実際にそういうことを具体的に進めてレると

ころもあります。 それぞれの腕也の中で最適解を求め、敷地単位で

ずたずたにまちを切ってしまういままでの思想に戸すして、これには、

3放地ぞまちの単位に広けて いこうとし 、う積極的な意味合いがある。
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また、自分たちのノレーノレは自分たちでつくり、守り、育てていくも

のだい、う考え方も含まれてし、る 。

建築家の責任と役割

瀬戸本 日本建築家協会 ( J 1  A) の立場ということで、寄せて

いたfごきました。

私たちは J 1  A の定める倫理規定や行動規j施、もうすぐ出される

環境行自片旨針、まちづくり指針に従って行動するこ t になっていま

すが、今回の法改正に登銑建築家資格制度が間に合わなかったのは

少し残念了てρ した。

J  1  A 近畿支部では、この夏に登銑建築家資格制度の施行に入り

ます。市民の方々に P R していかなければと思っております。

や1
1
戸の場合、士会、事務所協会、兵庫県設計監理協会も含めての

4会でややよくやっておりますが、たとえばワ ークスタ テY について

も4会相乗りて二次世代の建築家たちを育てるような教育制度の粂

刊当警備に力を入れております。

建築生産方式が多緑化し、建築業務領域も拡大し、業務責任の明

石在化が強〈望まれる到｝ きの Ｑ Ｚ Ｑ Ｚ 庁、公［Ａｊ ｾ Ｂ，業の設言 Ａ 者、工事監理者の

選定問題についても先進国にふさわしいものに転換してほしいとい

うことで、合同で申し入れてレるところです。

それから兵庫県、神戸市、神戸大学、千rl1戸 コープや公団の方々に

も入っていただいている h 、きいき下111H白白紙義会J。 これはオ、 ット

ワークとして有効 lこiill l J いておりますが、たとえば、いまやっており

ます「定借におけるまちづくり j については、具{ 木例を 4 カ所ぐら

い出しまして、自分たちのノレーノレで、 地主にもメリッ 卜があり、住

む人にもメリッ卜があるようにするにはどうすればよいか、道や公

園をどのようにつければ、 というように具体例を挙げながら、公団、

公社、 ili と一緒に議論しているところです。地主さん に働きかけて、

モデノレをつくって いただき、それをキーにして広けてし、〈、 という

動きです。

実際の業務を通 じて感じますけれども、市民のほうも、いし、まち

づくりのイメ ージ、を持っておられる例カ鴻対蒋あるんですね。 それを

専門家が後押しするい、うか、十分お聞きして一- こんなまちをつ

くりたいということになりますし行政にも賛同していただし、て、

一緒にまちをつく っていく1 : ｾ、う形ができてくるかと思っておりま

す。

建築基準法の改正により、設計工事監理を行う設計者、建築家 t

しての傑1111ま、ますます重要度が増すと思 L、ます。 その責任と役割!

の明確化を私どもも、自分たちてきっちりやらなきゃならないなと、

思いました。



TI イ壬をとりながらイ士4: fCをするとし、う こ とがなされていると、相良品

なことを言 えば、 ここ までの法改正は要らなかったとは思うんです

が、監理業務い、う 、いままで説明するのが大変だった業務にまで

FIが当たると し、 L、ますか、市民の方にもわかっていただけるんじゃ

ないかなという こ とで、ありがたいと思っております。

市民から信頼される国師僻引銀E機関の立ち上げには、大いに |動

力と 言 いますか、むしろわれわれがつくっていくものですから、も

っと向 -i =. 的に取り N;且むぺきだ t 考えています。一方では建築家賠償

責任保険も徹底して普及させていく必要があると思っています。

Ｑ ＱＮ ｾｦ 胆 Ｑ Ｑ 士 ｬ こ気をつけましょうい、うコマ ー シヤノレをよく見かけま

すが、いずれは市民への P R として、正しい設計事務所に仕事を頼

まないといけないのですよ、 というような形に持っていけたらと思

っております。

建築基準法と都市計画法をつなぐものは?

一 一民1:¥J{i 'yi 1i ! . ? . t 知空機関が今後どう機fiE してし、くのか。 rl-lt:¥J枕ヂt制

度が実際に機能していくのか。述担建築物設立|オI;IJ 度い、う新し L 、II; IJ

度ができたんですけれども、今後の方向として、大事にせないかん

のではないかという話。 それから設計ゴ二が今後まちづくりの rllでど

ういうふうな役割を果たしていかなければいかんのか t ..... .。

南 ｬｬ ｊＧｬ ｾ ん、いろいろな見方が 出 されたんですけれどね、それを 聞

いてのご感想なり、 その辺をちょっと ・・・・・ ・。

南出 11反キ111大2ζ 災です11
1戸市内には少なくとも 20数万棟の全段 ・半

段の建物があったわけですから、 これからどう復興させるかという

ことで、私向身、建築基当封去をもう ー II1ISG直したl埼矧がありました。

建築基準法には84粂いづ、いわゆる主l ! 築禁止の規定がありま

す。酒田の大火でも現実に取り入れていますが、今回も取り入れて、

実は 2 カJ -J r: ¥J 、建築禁止の区域、 61也区、 200数一|ーヘクタ ーノレを実施

しました。建築基準法には、そういった条文があったい、う こ とが

逆に勉強になったのと、なるほど、 こういう こ とがやっぱり 必要な

既存不通行ｾ＿ ン シ ョ ン の 再

建をどうするかということ

では、 Jl o'，:;r;( こ・脳んfごわけで

す 。 ＡｬｊＡｾ幻守と協議しながら、

長災午 ＮＧｪｩ�ｬｬｾ の総 ｦｔｊ 主 Ｇ ［￬ｬｩ ｴ［ｬｬ ｬ Ｚ支

というのをノ ｬ 三 みＮＧＱ Ｑ • し、ｾＮ�ド

(I'J にはl汎イFの待以率までは

ぽ認められた状況でJ早悠を

しました。

南出和延氏

んfごというふうに、感じました。

山田先生からもお話がありましたように、建築基謀議は昭和125年

ですが、 まちい、うのは昔からあるわけです。建築基託制ーそのもの

は一律の基準ですが、地域そのものは法律の考えと違ったまちの方

向に形成されているわけですから、その中てや、いかに復興と建築基

託制ミとをリンクさせるかい、う こ とで、建築基詩句去の li
1

にただし書

の粂文がし、くつか!=I :J立されており、それを今回 li フノレに利月 J して解

決を阿った 。 それが浜災 ｴｾ￭ｩ 列という形てあらわれている運月 ｬ の仕方

です。

建築基準法は、 50年ぶりの大改IEをして、今後は この法律が 11本

の凶のまちづくりを決定づける こ ととなります。私 が|仮や1
1
大24災に

泣い、そのときに、なるほどる同封去というのはもっと こうい うこ と

が必要ではな いかとの経験をし、さらに今回の法改正にもつなカ
f

っ

ていったと し、う こ とで、娃築基i制去はもっと大きく変われる要素が

あるのかなと- 。特に集|司|脱定がもう少し考えられる要素があるの

かなというように…. ，、まヰムは、そういう ことをJ惑じております。

娃築基準法は、どちらかというと事知也単位の法律であり 、者Ilrli計

附去は、大きな面的にとらえる法仲どある 。だから、和、は! & 築基準

法ミと都市計画法の中間をつなくや法行え それが要るのでは。1民地1: 11位

でくくる法符
Eではなしに、ある 一定の区域、ある 一定の l倒的な街区、

そういったものを埋めるものが、 これからは法律のrll に要るのだろ

うい、う気がしてます。

高固 いま 言- われたことは、私も全〈同感なんでかすが、長災のと

きに 1.1' ，てきた特w附 置 に つ L、ては、宅肱もま目指命としては足を引

いています。「ただし書J の川! 埋も、「既存不適絡マンションJ のI i fH，国

も、どちらも 、決してそれでよかったという話にはなっていないけ

れども、だめfごという訴にもなってない。 ( 笑) さらに、そ こでや

ってしまった建物は残るい、う こ とがあって、ストックとしてのI 1n

j坦を引 きずっていく こ とになる 。

結局、裁量の範囲が、だれにどのぐらいあるのかという こ とにか

かわる問題てす。地域社会てツレーノレを決める こ とがて3 たほうがし、

いというのは、大きな流れとしてはあると思うんですが、 これから、

地方分中制ヒの流れも踏まえて、地域てツレーノレを決めていく手続きな

り考え方なりを、もっときちんと議論していかないい、けないい、

うこ とを昆足復興を通じて私は強〈感じたんですね。

建築基託白去というのは、ノレーノレは書いであるんですけれども、な

ぜその ことが決まっているのカ、という こ とについては、ほとんど向平

説されていない。類J佐しでもわからないものも非常にたくさんあり

ますね。裁 量 の 斜也がある場令に、 ーイ本何を手がかりにして、何を

目 的 にしてそれをし、いとか患いとか 言 うのかという こ とは ｾｬ ￵ Ｑ ￏＧ［に難
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しい問題です。裁量権を地域に移す、あるいはフレキシブノレにして

いくということはい L、んだけれど、 そのフレキシフツレな部分をイ可を

目的として、どのようなものの考え方や手続きで決めるのかという

ことを明確にしておかないと恋意的な決定を招く恐れも出てくる 。

決めた人も非常に辛い立場になるし、適用に際しでも、市民の合意

ヵマ専られないということになっていくと思うんです。 そこのイi 組み

づくりみたいなものが、いままでほとんどできていなかったんだな

という気がするんですね。 これからは各自治体で、場合によ っては

自治体よりもっと小さい単位の意思決定が要ると思いますが、そう

いう仕組みづくりを積極的に進めていかないしいまの この流れを

うまく受けとめる こと がで3 なくて、結局さっき 言っ たように、ぉ

上のノレーノレを守るか、守らないかとか、規制 を強化するか、緩和す

るかという、つまらない語読命から 11見け出せない ことになる 。

中井 建築基詩句去がし、ままで、ザ、ノレ法て来t:. t . いうのは、 これは当

然だと私は思うのです。民法とか商法とか刑法は日本全国共通の法

待止で通用するわけですね。基準法は、たとえて言 うと大阪なんか、

中小企業のPIT工場が密集したと ころや戦災て、焼け残った長屋な E が

あるわけで、それらを一本の法律てやろうと思っても、なかなかう

まくはいかない。だから地区指定をうまく活用してやっていっては

どうかなという 気はしてるんです。地区指定をした場ー合、一街区を

単位としてまちが構成されますんで、そういうような ことがで きな

いかしこれは関係者の皆の同意が必要なんてやすけれど。

先ほどおっしゃいましたように地方分権い、うんですか、地方に

おける法律をつくらんことには、なかなか違反がなくならないんじ

ゃないかなというような気が します ね。

瀬戸本 神戸 もコミュニテ ィー・ アーキテクト制度が、長田で始

まって、いま灘区東灘区で立ち上がろうとしております。区単佐

の重要性が、かなり増してきています。

さらに小さな街区単位で、行政と専門家と市民が→本になりなが

ら、 コンノ f クト ・シティ ーを守っていく 。 どんなふうにその街区を
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昔、スペインの間合jnTで仕

ｾ ｊ 占をしたことカずあるんです 。

スペインでは、そのフ。ロジ

ェク卜に対して市長やら行

政者|同首|下五l家、こちら1!!J Jは

事業主についている弁浪士

も合めて10人ぐらいのミー

ティングが何回か持た札

みんなでどうやってこのま

ちをつくっていこうかとい

うような話をした経験があ

るんです。

瀬戸本淳氏

よくしてい こう かしみんなで考えていくようなシステムづくりが

これから行われていきます。 コンサノレが長い間入り込んで、その街

区を守り育てている姿とも ーイ本になればよいと考えています。

プロジ、エク 卜があがってきた中で、みんながいろいろ意見を述べ

たりするシステムは、顔が見えている中で、まちのイメ ー ジを共有

てヨるので、今回の法改立の主 旨がもっと有効に生きてくるんじゃ

ないかなと思います。

神戸市の“ 向こう三軒両隣" のルール

南出 いま鴻1戸本さ んからそういう話が出ましたので、神戸市が

取り組んて3 た内容を紹介させていただきたいと思います。

「地域 待|主を踏まえたすまい ・まちづくりのあり方と当面の施策

展開J い、う ことで、昨年度、神戸市住環境精義会てや審議していた

だき、今回答申をいただし、たものです。

や1
1
戸市の地域を大きく分けると、東部山麓地域、東部初日] 地域、

都心地域、西部山麓地域、西部下ll1T地域、水際、海上都市地域、そ

れからオ ーノレドタウン、 ニュータウンという分け方がて3 ますが、

それぞれ実は課題を抱えております。神戸市として こうい った問題

にどう取り組むかということで、 平成 2年から検討 しておりました

が、阪神大震災を経験しまして改めて、こ の地域に対してどう取り

HI . U' かという ことを言脅問させていたfごいたものてやす。

これに基づき「近隣住環境計画制度J を創設した目的は、小規摸

単位からのすまい ・まちづくりの取り組みと地域住環境像のMJ

住民の発立と参加によるすまい ・まちづくりの托邸主。地域特性を踏

まえたきめ細かな「地域別建築基準j に対応。 それと規制l誘導手法

と事業手法をあわせた総合的なすまい ・まちづくりのif副長。 それか

らすまい ・まちづくりにかかわる各主体が総合的に参画するという

ことです。

住民主体による計画づくりについては専門家の参画、支援制度。

地域住民によるチェ ックは縦覧制度。 行政によるチェックは協青議

務制度 。 住環境鯖義会によるチェックは附ｾ Ｎ制 度。それから行政計

画としての担保として届出制度。 こういった制度を入れながら運用

してい こうt いうことです。

たとえば向 こう三軒両隣が発意して皆さん方のノレーノレを決めてい

た だ し これは、建物の健全な更新、建築面積 ・床面積の増大、そ

れから j草賂空間の石間呆、 こういったねらいのもとに建築規制の運用

を考えようというこ t です。

現行の法規制てザいけば、 42粂 2項道路で中心後退がかかり、道路

斜線がかかる 。 ここで、水平距敵の指定並びに壁面線の指定い、う制

度を導入する ことによって、道路| 陥員を緩和し、たとえば習知也而積



断面図

建物後退

7 m 

道路空間の確保

自動車通行への

対応

道路幅員の緩和

または廃道

道路幅員緩和 l  

(4.0→f 7''':;) 1  道路の廃道

壁面綜の ｬｾ 定 一一一「

l J. 35m 

敷地面積

ー面積( 上限)

56. 75m'  

90. 8m'  74. 8m'  

密 集市街地における近隣住環境計画制度の例ー 1

が50m'まで上乗せて、きる、それによって建蔽率が少しゆとりカ fでき

るという ことでーす。

それからさらに道路の廃道。日出也内の前面の通路を廃道する こと

によって、前面の蜘也を全部見知也として取り込む ことができ、蜘也

面積が増えることにより建蔽率並びに容積率の緩和が可能にな って

きます。

それとあわせて、密集市谷5 -1也を想定した一つのモデルケースて" す

が、 ここに、 事業による支援を入れていこうしコンサル派泣によ

る支援 t カ> t.: t えば住宅金融公庫が使えるようにしようと一 。住

宅金融公庫が使えることによって、市場マ ーケッ トに釆っていくん

じゃなし、かし こうし、ったまちなみは、匙期信忍申請においては適

法 い づ 判 断 を 11' ，しておりますが、 実態は違反い、う ことがあり得

るわけですね。 そういう違反のまちをつくるのではなしに、われわ

れが こういったノレーノレを皆さん方に提示して、 こういう ことも可能

て。すよと 言孔明する ことによってやっていけないかと 。 それをf主民の

発意という形て判lばしていけないかし これがし、わゆる今回の密集

市 御也における連捌E築 物 誠一111，IJ 度の一つのモデノレケースになり得

るんじゃないか、 というふうに考えています。

制街路整備も大きなテーマfごと考えております。

今回の震災てや、細街路に面した t ころにおいて倒壊家屋が多くて、

遊説1防次助活動ができなかったという苦 L、経験を踏んでおり、道路整

備 t いうのは非常に大事だろうと考えています。 これについては建

築行政部局、道路管理部局などいろんな部局がーイ本となって取り組

まざるを得ないのですが、前B街路の整備というのは、建築行政でも

最大の課題である、 とし、うふうに考えてます。

だから今回は、知恵を出そうい、う ことで、中心後退したと ころ

にfあ塁杭を支給しよう t 考えています。神戸市内て、、建築する場合に

は、 2m後退したと ころには こういう後退杭が要るんですよという市

民に対する意識づけと 言 いますか、中心fあ塁が大事なんて。すよい、

うことを P R し、推進することによ って、ゆくゆくは 4 m空間の道路

が少しずつでもできていくんじゃないかと考えてまして、これも --，

年度から取り組む ことを考えております。

| 建築規制の運用 |

!tJ，:>l' l  

一
次

ィ

V

、
、

- コンサルタント派よ

メール建物への補助 ・融資

「ど ー ど一 道路整備

密 集市街地における近隣住環境 計画制度の例 - 2

地域の中で建築士の信頼性の確立を

一 一民間開放について、 こうし、う期待をしていいのかどうなのか

t いう点。 それから中間検査は生かせるのかどうなのか、そうしよ

うと思ったら、どういう ことが必要なのか。 というような点につい

てお考えがありましたら、お聞かせ下さい。

中井 大阪の現在の民間石信t救宜機関の状況をお話させていただ

きたいと思います。昨年の 3 月ごろから士会、事務所協会、 J  1  A 、

その三者で、こ の問題の検討会をI'm- 、ております。

民間機関の指定の申請を知事あてにやるわけですが、その認可を

得て、できれば 7 月 1 日あたりから発足 したL、と思っています。 と

りあえず、民間引' 信引責査機関はt貼M坂建築防災センタ ーの中に置 こ

うというような ことで"' ，':1:' ，発し、 ここ 3 年はどの間に支底を 7 カ日Ji- くや

らい置きたい、大11iXHすの南部のほうにとりあえず支j苫を早〈出した

いなと いうような考えを持 っております。

幸い大阪には昭和49年に法令建築事務F附おIJ 度ができまして、最初

の主事試馬主て冶格した 160人ほどの民間主事資格者がおります。 そ

れから行政O Bゃあるいは行政から 出向をお願いして、人材を確保

しよういづ方向てや進んでおります。

ただ、費用の問題です。やはりマン ・デーだけの賀用しカ、出! ない

という形ですので、非' 市にその経営がやり辛いというような ことが

あります。中間検査、完了検査、 これが大いに収入にi直結するわけ
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ですが、建築物安全 ・安心行由J計匝|の実効性をどの辺まて7凱 rrのI J .

うてい考えてやっていただけるのか、その辺とリンクしております。

今度は違反対策に重点を入れるい、うようなことから安全 ・安心

行却問占岡が組まれているようですので、 昔の基詩句1U: 変わった基準

法になるということを私たちは期待してるわけです。

建築士‘ 法もいままでですと、なんだか中途半端な資絡法だけであ

ったんですけれども、若干業務のほうが取り入れられてますので、

その辺も含めて、士法と基樹去と絡み令わせて抜本rl ' . J に改正してい

きたいなというような気持ちを持っております。

南出 |坂手11吠震災の被害状況を兄てますと、中間検査を実施した

建物に被害は非常に少ないんです。住宅金融公庫の建物に被害 が少

なかったと L、う 実態と、住宅性能保証制度を受けた建物については

無防及告 だったとしづ結果が、はっきり出ているわけです。だから、

中11' M鮮初実施には積極的に取り組むべきであろう、い、うふうに

いま考えています。

その中間検査の対象主主築物、大胡 ｴ ガ ｴｦｾ 、対象期ｼ問、対象工程を現

在検討しておりますが、市民生活の拠点てある住宅については中間

検査を実施 し た い い づ 気持ちを持っております。 それ t 、防犯盛

期的「の拠点 ｴ なる建物、いわゆるｾ精米建築物ですね、そういったも

の bl!q:H検査の必要があるだろうと考えています。

高田 公庫、 あるいは性自能E凶↑保某言詰証i正E日11怖制Ii相制1引司lリl度をf使史つてれlば工L、いものカがfててで、.'

るんfだごつたら、そうでない住宅を重点的に検査すればいし、。

南出 公庫を利用するか、住宅性能保証制度を利用するかという

のは建築主が選ぶべきものですから、そちらを採用された方につい

ては、 ＱＡｉ ｲＺ ｡ ｾ 免査に行くかどうかということの議論まではしておりま

せん。 そうい ったものを利用しない方、いわゆる通常の有償忍だけで

いかれる方について、中間検査に行けないかなと思っています。

6 粂 1項 4 号の建物については、工事1官理がどなたでも容易にで

きるとし、う 実態もあ って、少なくとも役j羽の中!日j検査を受けなくて

もかまわないんじゃないかという考え方もある 。 そういった 中てい、

私としては、木造の 3階建てについては r! -'I 同検査に行かざるを得な

いんじ ゃないかという、いまの段階てそういう考え方を持っており

ます。

瀬戸本 今回の法改正では自主認証、 自主検査は見送られたわけ

ですが、 J 1  A が進めております国際相互認証のための建築家資格

制度、 しっかりした事務所がやっている場合は、自己認証、自己政

査に近いような状態に、い つかは持っていきた いと 考え ています。

同時に、設計 ・監理をき っちりやらないときは危ないんですよとい

うP Rがかなり必要で、す。

高田 今回の法改正てやは、 中間検査ですべての建築、すべての項
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目を誼うという住置付けはない。 いつまでもやろうという考え方で

もなし、。結局、法律は守るもの、守るのは当然だという考え方を定

着させる 一つの手段と考えるべきだろうと思いますね。

いま南出さんが言われたような木造 3 階建てなんかは、違反が当

たり前にな っている 。 これに対して和極的に中間検査をして、違反

を抑え ることがで きれば、基i憾に対する認議も変わ ってくる 。 そ

ういう立l床では効果があると ころでやるという li 袋l略的な発恕が私は

あってもいし、んじゃないかなと思います。

さらに、その こと を宣伝するのに、市場のメカ ニズムをうまく使

う。建て売り業者が、 'l-qIU{姐 Eがあるい、う ことを? 宣伝するような

仕組みをつくってい って、それを善及の手段にして L、〈、そういう

やり方が一番うまいと思うのです。

瀬戸本 事務所協会も J 1  A も、そういう P Rは必要だと思いま

すね。

高田 建築士の信頼性カ市{凶; できれば、それはもう 全 くいまの話

に矛盾しないと思いますが、残念ながら、建築士の方がも っ ともっ

と変わらなし士、そうしづ状況にはな って い か な い い づ 気がしま

すね。

瀬戸本 必ずなってくると思いますよ 。

中井 一番手っ取り よiよいのは、 P R もさる ことながら、 4銘記斉証

を受けたときのメリッ 卜、受けなかったときのデメリット、これを

明係iにする ことです。

高田 それも地域性が強〈、注文建築が中心のと ころ し 商 品化

が進んでると ころとでは違いますね。人の動きが非常にi丙発なとこ

ろとそうでない t ころでは、やっぱり違いますからね、地域に応じ

た話が要ると思います。

瀬戸本 それし これからス トック重視のまちづくりにな ってい

き、リフォ ームの世界が広がってくると思うんですが、建築の再生、

改修についても、調査、設計、監理を信頼できる建築士にたのむと

いう考え方が及んてれいかないと、本末車部;IJ i: 言いますか・・。ネ111
戸で

辛うじて残った建物でも 、いつの日か来る 地震には危ない音11分があ

ります。 まちの中には危なく見えるのがいっぱいありますね。一般

の骨四言、改修の分野にまで及んでいかないと、安全は守れないと思

いますね。

高田 メンテ ナンスやリフォ ーム市場にも建築士が入ってい って、

ユーザー とのノ吋プをつく っ てし、くい、うことが、 一 一 樹 言 頼 ｉ ｾ Ｚ を獲

得する方法ではないかと 思います。

瀬戸本 リフォ ーム|刻係の作j幸町志には、少なく t も監理業務の部

分には専門家を入れたほうがし、いですよと 、載せてもらう運動をし

ようと思っております。



一ーやっぱり地域地域の '1
'
て、建築士がどうするかと、こういう

ことになってくるわけで‘ すね。

今回の基準法改正を出発点に/

一一 それでは最後に、全体を通して、一言ずつござし、ましたらお

3古いただき、主冬わりにしたいと思います。

中井 何と 言 いましでも 50年間続いてきました基準法をーぺん

に改革するこ t は、非常に困難だろうと思し、ます。 これは官民ーイ本

となって、今後の社会情勢に即応した形で法律を運用していくこ t

以外に何物もなかろうかと思うわけです。 そういった面におきまし

て、やはりそれぞれの役割l分担を明確にして、行政は行政、民間は

民川というようなことでなく、今度は手を組んで‘ やっていきたいと

思っております。

瀬戸本 最初に申し上げたように、安全にはお金もかかるし、安

心を得るにも、お金がかかる 。 イギリスでは、保険 ・保証業務で'1i'

っていた諸』貨査業務を、そのまま民間検査機関にスライドさせたり、

フランスでも保険保持の羽信忍が必要で、中間検査は 10年保証の粂f牛

になっています。 ロスアンゼノレス市て" は民間インスペクターと、構

造肱察者による検E査は、建築主カ対閏JjlJ 仁契約しています。

いままで日本は、市街剖食査業務は相当税金制定って行ーっていたと

いう事案。改めて考え直してみましたけれども、やはり向分の安全

は| 当介ピ守る 。 それから、いまおっしゃったように、官民ーイ木 t な

って、みんなで知恵、を出しあいながらまちをつくっていく姿を目t旨

して、元m長っていきたいと思っております。

南出 建築行政の立場から 言いますしやはり建築のノレーノレとい

うのは、今後とも残ると思います。阪神大震災の結果が建築基準法

のぬモにつながり、同様改修促進法カZ新設され、密集法カ主新設され

た、 そういう点からしますと、やはりノレーノレは残りますが、今回の

法改疋を契機として、行政はもっと違う行き方をすべきじゃないか

しいままではややもすると受け身と 言いますか、そうし、う立場てい

仕事をし、そう L、う立場て物事を判断しておりましたが、これから

は、地元に入ると 言 いますか、われわれが出力、けていってまちづく

りに対して参画してし、〈、そういう 11奇イ't が来ていると思います。

たとえば、違反是正にどう取り組むか、出! 日街路問題にどう l[ j ( り組

んでいくか、それから先はど説明しました近隣住環境計画: 1 11岐につ

いて、地元にどのように入っていくかという問題もあります。 これ

からは行政が地元に入ってし、くのだという、そういうスタンスが求

められる 。 それによって、安全なもの、いいものを残すという、そ

ういうノレーノレが全般的に浸透する、 そういう社会になっていけば、

と平ムは思っております。

高田 先はどi伊F 本さんがリフォ ームの話をされましたが、私も

ストック対策が大事だと思うんです。本来、基話局去い、うのは、新

規建設のときのコントロ ーノレをするための法倖ピあって、ストック

に対して何かを言おういづ部分はもともとベースではなし、。 しか

し、基準法が、既成市径刀也の '1
'
でどんどん適用されていくというこ

と自f本が、 もうネ土会的なストック ・マオ、ージメン卜をしていること

になっているのていす。 そうした視点から法制度を見直すことが必要

ではないで、しょうか。

有償封負査料の話が出ましたけれども、たとえば、イギリスで非常

に市いというのは、新 ｾ国 ｅ 設がたまにしか行われないということも

あるわけですね。 侠 ) 要するにストック ・マオ、ー ジ メ ン 卜 州 心

の社会では、新規に建てるというのは特別な こt なんですね。地 球

環境問題の観長からみても、似合やリサイクノレを進めてし、く手段と

してノレーノレU: イ史われなければならない。

それから検空白斉証のメリッ卜い、う話もありましたが、ストック

が重要化するという ことは、中古住宅流通が増えることでもある 。

いずれにしても、建てておしまい t いうスクラップ ・アンド ・ビ

ノレド的なものをサポー トするようなことではなくて、マオ、ージメン

トあるいは、まちづくりをサポー卜するという側面が法制度にも求

められるし、社会全体がそういう流れになっていくだろう、 という

ふうに思います。

まちづくりは、事業者 t 役所と利用者がし、るだけでは進んでいか

ない 。 それらを結びつける組 ｾｴＦ やストック ・ マオ、 ー ジメン卜のノレ ー

ノレな E のソフトなシステムをつくっていくことが、 これから大事に

なっていく 。

まだこれは構想段階だけれども、すまいやまちづくりにかかわる

主体を結びつける組対止として、「すまいサポー トセンター」ぞネ11

'

戸市

住環境訴義会の答申の中には入れました。大阪府では、木貸住宅地

区のまちづくりについて言 うと、すていに 「大腕符まちづくり推也機

机J カ吹きな役割を果たしてきた。京都では、 「京都-rli)tc制 ・まちづ

くりセンタ ーJ が活発な活動を展開している。大阪市では、この 11

月に「大阪市立住まい情報センター」がオ ープンする 。

ストック ・マネー ジメン卜という初' /)5から法制度の jiiH，国を考えて

いく必要が、 これからますます強まっ

ていくと思います。今 回 の 制i認 の 改

正を、その ，ｾ ｾ ， 発点と考えたいですね 。

浜 野 幸 雄 編集委員

ｯ 誌者 ｉｉｉｈ 上木建築部建築桁草 ｴ ｾ ｾｬＩ
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欠陥住宅をなくすために

平 野 憲 司

近年、欠陥住宅が消費者問題としてクロースアップされてきた。

大阪荷下における欠陥住宅は、 発ｫ 売業者によ っ て住宅市場に Ｑｾ ｴＮｦＮ合

される 3階建て住宅に集中している 。 3 階建て住宅が急増した背景

には、昭和62年に建築基準法が改正され、準防火地域に木造 3階建

て住宅が建設可能になったことや、車l車付き住宅の需要が多いなど

がある 。平成10年11月18日付の朝日新聞に、堺市が行った木造 3 階

建て住宅の違反建築物に対する特別調査の記事が帰載され、約 7筈Ij

が壁量;不足であることが明らかにされた。堺市の特別調査は平成 8

年 4 月から同 10年 8 月までに建設された木造 3 階建て住宅約1，000

戸について行われたものである 。堺市は壁量不足が明らかな住宅所

有者に調査結果を送付し、大阪弁護士会の協力を得て、構造補強等

の相談会を堺市内の各地で開催した。堺市のこれらの取り組みは画

期的であり、高〈前司加される 。

特別調査で注目すべきことは、単体規定の違反実態の一端が具体

的な数値て明らかにされたことである 。 これまで建築基準行政年報

て判告される違反建築物は建ペい率、容積率、道路系ｾ線 ｩｬｪ ｬｈ 浪 等の集

団規定の迦又項目が高比率を占め、生命の安全性にかかわる構造性

能や防火 ・耐火性能等の単体規定の違反項目は低上位容であった。行

政年報の違反建築物発見の端緒が建築ノ f トロ ーノレによるものでなく、

大半が住民の投書、陳情、通報によるものであるため、専門知識を

要する構造性能や防火 ・耐火性能の違反建築物カ苛向発されてこなか

ったからである 。 また、私が、これまで澗査 ・鑑定した準防火地域

の 3 階建て住宅は、大半が防火 ・耐火性能に違反していたが、この

点も行政年報は違反実態をとらえていなし、。

建売住宅における違反・欠陥住宅の発生メカニズム

私は咋秋 13 階建て住宅が危ない !!J ( 民事法研究会発行) を出版

した。 この中で、 3 階建ての欠陥住宅を生み出す社会的要因を明ら

かにし、欠陥住宅をなくすための方策を提言 した。 しかし、要因や

方策が網羅的てや、欠陥住宅の発生メカ ニズ、ムや方策の経重までは明

らかにて3 なかった。最近、これらの謀題について検討を加え、私

案の発生メカ ニズム を作成した。私は このメカ ニス〉か ら、欠陥住

宅を生み出す主因は下記の司ね頁だと考えている。

Ｎ 銀行ローンのための建築確認ｾ ＹＮ知 也 面積カ ｾＱＰＰｭ Ｒ 以下の場合、ある

いは違反建築物である場合、公庫融資を受けることがで3 ず、銀行

の住宅ロ ーンに頼ることになる 。銀行ローンの融資資絡を得るには

縮施知書が必要であるが、公庫融資のように現場審査が融資剣牛

になっていない。 このため、 硲認通知書と呉なる違反建築物であっ

ても融資されているのが実情である 。平成11年 5 月 2 日の朝日新聞

は、 「違反建築でも融資約束J という見出してや、大手都市銀行が建ぺ
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建売住宅における

違反・欠陥住宅の発生メカニズム

い率や容積率の違反が規定の 2答1)増しまでなら融資している 実態を

明 らかにし た。建築T1rt1，忍は 「匡l民の生命、健康、および. 財産の保殻

を匡l り、もって公共の福祉の増進に資する こと を目的とする J 建築

基準法の木米の精神を失って、銀行 ローンの融資資格を得るための

手段になって" ' ; ' 。言い換えれば、違反 ・欠陥住宅は銀行の完封斉的

支援によって生み出されているといえよう 。

・検査済証の未交付 違反 ・欠陥住宅は、中間』先査や完了検査が受

けられず、検査j斉証は当然交付されない。検査済証の交手H!." 受けな

いことを前提に、確信犯的に違反 ・欠陥住宅を商品としているのが

現在の建売業界の実態である 。

H乍年、建築基当単，が改正され、本年度から1 ' 1:1閉校査tHI) 度が導入さ

れるが、法 6条 p 賓4 号に掲げる建築物は 1:ll 間検査が省略される 。

「違反 ・欠陥住宅の発生メカニス‘ ム」から判断して、建売住宅には

依然として違反 ・欠陥住宅を生み出す構造が残されている 。

欠陥住宅をなくすために

「道ジ又 ・欠陥住宅の発生メカニス、、ム」は、銀行が違反 ・欠陥住宅

に融資しない制度 計 位 す る ことが違反 ・欠陥住宅をなくすキーポ

イン 卜であることを示している 。 そのためには、融資条件に検査斉

証を加える必要がある 。 しかし、都市住宅は検査済証がとりにくい。

その最大のオ、ックは集団規定の違反である 。特に、密集住宅地の都

市部では建ぺい率60%の規定は者11市の住宅事情になじまないとい

えよう 。銀行ロ ーンの融資粂件に検査済証を加える場合、建ぺい率

等の集団規定は者11市化の実情に合わせて緩和するなど、見直す必要

カf ある ことも ij ! J 1詰司しておきたい 。( ひらの けんじ 欠陥住宅|刻凶オ、ット斡司王)



違反建築のない市場システムヘ

寺 田 敏 紀

京都市内の既存建築物の多くは建築基準法に違反していると 言 わ

れているが、建築紛争の対象 t なっている建築物は、数少ない適合

主主築の一つである上t鍛 的 大j刻葉な共同住宅に集中してし、る 。一方、

その多くが違反建築である 戸建て住宅については、悪質な木造 3階

娃て住宅ぞ除いて、おおむね周辺住民に受け入れられており、建築

基当封去は市民の守るべき共通の規範と はなり得ていないと考えられ

る。 また、不動産の登記や建築資金の融資、保険、不動産売買など

建築活動に伴う他の社会システムも建築基詩句去 t は連動していなし、。

本来、 匡|民の支持を得て明文化される法律が、それぞれの地域の

市民生活から遊離し、守るべき必然性に乏し L、状況になっている 。

都市化の促進から界隈の形成へ

戦後、都市化の促進を目指して制定された建築基当地は、中心市

街地では広l闘員の道路と高層耐火建築物による都市の不燃化を、郊

外部では低層の住宅市1trJ 也の形成を目指し、さらに土地利用の純化

により住、商、工のそれぞれの機能の充足を目指していた。 しかし

ながら、現実の者11市活動は様々な機能カ守昆在する ことにより成立し

ており、建築基:相去が目指した方向での市街地の形成や建築活動は

行われて こなかった。

また、 21世紀に向けて、其の豊かさの実感や来Ir たな価値の創造、

城境共生などカf都市生活に求められており、都市の 1:1:
1
で こうした自

己実現を図る都市住民の挑戦が始まっている 。 この都市住民にとっ

て、都市に住むということは自らが選択した佃性豊かな地域( 界限)

に住む ことであり、幸いにも京都市内にはこうした個性豊かな界限

が多〈、界限性の向上に向けて積極的にまちとかかわってし、〈市民

一人ひとりのまちづくりの取り組みも多〈見られる 。

このように現実の都市活動への対応いづ観点に加えて、 211:11況

に向けた新しい社会の形成いづ視点からも、新たな建築誘導シス

テムの目定立が求められている 。

歴史に学ぶ

京都の都市活動と住民自治のまちづくりとの関係、は、平到刷可変

則の枠制本制の崩擦に伴う IUT殺と i可fJll Jl lI J の1:1:' 1現 l二、その起源を見る

ことができる 。両{Jl i JIUTご

とに自由な経済活動と治

制! 備を附呆する仕組み ・ 担 ｅ 厚子商ｾ マ ｅｚ 控室議員 ＲＲｆ

カま徐々に形成さ札近 lit

O

告E
疑ぽこ商号/ '¥詳主主錦上を

ｾ 〆 ・ 豊力な生活環境によ

に入ってからは多くのIIIJ ＨＮ Ｎ，以ｾ｟ ｜ る人材と資本の誘導 Ｑ
μ也域産業コーー一・ ー一 :エ! 生活環焼

て [11閃 J として明文 ¥ノ ・耀義制圧都市醐

化された。新規居住者の 図 1 京都の定住循環構造

入居承認や日常生活の作法、消防、樹止、戸籍管理な E の自治 t そ

の財政のノレーノレだけて、なく、家屋敷の売買、建築に至るきめ制かな

ノレーノレを自らの必要のために自ら定めていた。

判侍、生活と都市空間と経済活動は密接に結び付き、自らカ泊三き

ていくための環境整備としてのノレールづくりは、地域活性化にとっ

て不可欠の要素でもあった( 図 1 )。

パートナーシッブの建築ルール

魅力的で個性的な界隈の形成カf求められている今日、かつてのIIIT

衆によるノレールづくりと同様な取り組みの必然性カ可高ま っている 。

一つには、地域の魅力 M断性を住民自身が共有し、その界附1生を

より高める ことにより新たな投資を誘導する仕組みとしてのまちづ

くりノレーノレの策定てある 。 このとき、企業や新規の住民など新たな

投資を行う側からの評イ耐を組み込むことが求められる 。

次に、投資する側が、長期的な投資回収の視点て界限性を十分に

反映した持続的な投資システムを開発し、地域住民の信頼を獲得し

対話型の開発投資を進めることヵ可七められる 。

行政は、こうしたパートナー シップ型のまちづくりを進めていく

環境づくりに努めることカ ち ｾめられる 。具 体的には、地域住民によ

るノレーノレづくりを支援していくと同時に、 こうした地域住民の動き

を投資側に伝えて投資{ J ! IJ とのオ、ットワ ークづくりを促し、さらには

こうして形成さ ;例京都市景観 ーまちづくりセンター !

守 家 市 民 団 体

れた建築 ・まち

づくりノレーノレを

法的に担保して

いくことであり、

平成 9年に、財

団法人京都市景

観 ・まちづくり

;
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:  専門家 ー市民団体 :  

!倒) 京都市景観 まちづくりセンター !

図 2 地域共生の土地利用ネットワーク

土地利用え、ッ卜ワ ーク の 形 成 ( 図 2 ) を目指している 。

こうしたヰ見点から、l J 羽犬てやは直ちに全面的に排除していくことが

困難な違反建築対策について見るし市場の自助努力の範囲で、し

かも市民に受け入れられる 7同主を設定し市場自らカ f守っていくい、

う仕組みとオ、ッ トワークを早急に控備していく ことが求められる 。

こうした努力を積み重ねることにより、住民と企業、行政が辿除し

て、自らの自己実現カfi也I説岩崎の向上につながるい、う持続的なま

ちづくり制副主していくことカ f可能になる 。

(てらだ としのり 1!1同法人点打1I 市対観 ・まちづ〈りセンタ一事務同次長)
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中間検査で建物の安全性は確保できるか

井 上 憲
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建築確認後30日までに

選任の届けがないもの

検査予約のないものを抽出

予約後検査申請のないもの

を他出

検査予約のないものを抽出

予約後検査申請のないもの

を摘出

平成 7年 2 月27日、あの阪神淡路大浜災の発生から 1 ヵj二j 半後、

私は被災地を調査する機会を得た。一般の住宅地を中心に歩いたが、

目の当たりにした倒壊建物の無残さに到11mしながらも、 よく見ると

はがきによる笹促

もう少し観察してみると外壁が欠

落し ｪｬｩｩｬ ｬｫ ［ ｾｬ は見えているが、倒壊を免れている建物がかなりあ っ た 。

筋交いは凡えているのにと思ってよく見るし筋交いの方向や按令

部が目茶めちゃであ った。後に被災状況の制到:古来を見て、中1m段

階で一度でもいし、からチェックをしていたらという思いを強くした。

きちっと残っている建物があり、

話による予定の確認

まさに今同の法改正の目的としているところに通ずるのである 。

横浜市では、 2おi仔ゑすみやかに「木造住宅再臨診凶行111J 度J を手臼i

させた。 これは手刷出走基準以前の住宅ストックへの対応である 。 そ

*  

して、今同の法蜘主にあた っては、建設省、が法改正の骨子を発表し

た段階から、全数の建築物を対象に '1'11¥]検査を実施するための具体

的方策について、調査、検討を重ねてきた。て3 るだけ早い|時: : 1mか

ら安全な建築物のストックができるよう検討を進めた。被害状況の

調査結架からも、ネ度害の少なカもった住毛・金融公庫住宅の中| 問中指竺を

話による予定の確認

ベースに考えていく ことにし た。現行の体制のままでも雄官忍申詰イ牛

数の 4 Ｚｾ ｩｪｊ 強がカバ ー て Ｓ るので、残りの対応については執行体制や

申請の督促・工程の確認( 倹浜市に申請、検査をする場合)

ため、工 事工 程の状況を把喧し、必要な ＱＱ 割引に検査申請の督促七 ｾ ｉｩ

業務分担を再編成する ことで対応す ることとした。

必要 ｻｉｾ 小 ｉ ｾ 艮のチェックを行政が行えば、法的に定められた「

監理せが機能し、建築物の安全性カf { i i制呆されると確信 している 。 '1-
1

Il : J ; t免官の笑施は同時に、違反建築の発生予防にも つ ながる 。 これは、

γ

，

 

i

 

-
E

÷

 

:;0:11監理者、平呈の把握iについては話やはがき等てー行って し、〈 。

平呈を記入してもらい OAシステムに

よる工程管理を行う 。予定の工程になっても検査申請のないものに

ついては、工事監理者等 l二百丹て迎絡を取り自信忍するほか、パトロ

ーノレ制御寺実施していき実効を上 げる 。

胞工者の選イ壬届の| 努に予定のｲＮ Ｑｾ 問 段階での指摘で是正が容易になり、工事途 Ｂ Ｑ Ｍ Ｑ て Ｂの計画変更にも

対応、できるからである 。結果として、全国平均約30%い 、われる検

査済証の交付率も大幅に改善され、法の実効li の石制呆が図られる 。

*  

必要最ノ ｪ 、限のチェックを、 Ｉ ｊｾ ｊＡｩ ｊ 、全数の建築物 に行う 。 管促シス

テムを活用することにより、 11 '11¥1検査受検率100%を実現し、不公平

感を払しょくすることにより、検査受検は当たり前の状況を早期に

*  

次に、この中間検査をいかに実施するかである 。今回の法L知 2の

目玉である中間検査の実施については、法改正の主旨を踏まえ、で

きるだけ早い即刻に、できるだけ幅広〈、そして恩納聞に浸透させ

る必要がある 。 要するに、建築物を工事するときには Ｑ Ｚ ｉ ｾｮ 別交在、完

つくる 。中1' 1批街宣の実施により、安全な建築物を実現する上て1忌も

E 要な役割lを担 うべき工事監迎制度の実効性割削呆し、いわゆる 「名

義貸しJ の実態を解消し、工事監理業務のli n凶; が医|られるものと信

Tf知空を受 けることが当たり前の世界を早〈築くことである 。願わ

<l f 、不動産市場においてもそうした状況が定者してほしいと思う 。

では、中間検査の定着をどうはカ 3 っていくかであるが、現行の検

じている 。

11-II IJ J1食査を実施する ことで処物の安全生を引制呆することは、行政

サイドのチェックと工事監理の両ili 命がうまくかみ合ってはじめて実

査j斉証の交付率カ帯しく低いのは』知町二対して行政が全くの受け身

て、あったからで、要は完了検査申請がなされたもののみに対応をし

てきたに過ぎないからである 。 この部分の考え方を根本的に改める

射する 。ところから始まった。 そこで考えたのが、 「検査官促システム」の村i

築て冶る 。具体的には図のようなフ ローを考 え て い る 。 検 猷 受 検 (t 、のうえ けんじ般浜市立l ! 築) " j 'i' 昔liill 築 ')1務所長)

を防止し、昨実 に検査の申請を建築主や工事監理者に行ってもらう
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試験機関に望まれる役割

森 田 司 郎

本年 5 月に施行された法改正の部分の主旨の一つは、 「ザル法J と

呼ばれて久しい法の規制の実効化である 。 その結果、建築物の安全

性その他の質を目制呆して、消費者保護と市場機能を向上させるこ t

を図っている 。 その具体的な対策として「中間検査制度の導入j が

あり、「図書の閲覧Jが実施されようとしている 。“ このような法改正

の内容と試験機関の業務との関連性を考察し、今後の展望を示せ"

いづ編集委員会の注文に答えるのが、本報の役害IJ である 。

工事用材料試験に係る現行の行政指導

まず、法改正前の現在行われている工事監理のための工事用材料

試験のうち、行政指導によって義1針寸けられている内容を、京阪神

地域について簡潔に説明する 。

昭和50年の欠陥生コンクリ ー 卜事件を契機として出された建設

省通達をうけて、大阪府下特定行政庁連絡協議会が「 コンクリ ー ト

工法に関する指導要綱J を昭和52年に制定し、続いて兵庫県でも同

様の要綱を制定した。昭和50年代後半から顕在化した コンクリ ー 卜

の早期劣化トラブノレ多発を背景として 出された寸 重の通達を行財旨

導に反映させるために、上記の指導要綱は次第に充実の度を加えた。

京都市てやは市条例として、コンクリ ー 卜工法には限定せず鉄骨構造

などを含めて施工計画 ・施工結果の報告を義務付けている 。 これ ら

の指導要綱等では、 3階以上または延床面積500m'以上の建築物てや

は石信E申請時にコンクリー卜工事の施工計画書の提出を求め、工事

完了時に骨・材および コンクリ ー 卜の品質試験結果を含んだ施工結果

報告書を建築主事に提出する ことを求めている 。

さらに、この指導要綱の特徴は工事監理者 ・工事施工管理者が、

コンクリー卜 工法についての研修を履修することを義1釘寸けている

点である。 この研修は、各界のエキ スパー トからなる委員会が、最

新の技術情報を折り込んで、毎年改訂するテキス卜「コンクリ ー 卜工

事の実務j を使用して、実習をも含めて実施されて し、る 。そして指

導要綱等で求めている試験のうち、骨材および構造体コンクリ ー 卜

の劃験の試験機関および研修の実施機関として、日本建築総合試験

所を指定 している 。

試験機関の資格

建設用材料に限らず、寸支工業用材料等の前験機関としての認定

は、 IS O/ I EC ;1/-1 ド25 (J IS Z  9325 : 校正機関および試験機関の

能力に関する 一般要求事項) に対する適合| 企によって判断するのが

国際的な常識となっている。簡単に言えば、fX!i員者から申し込まれ

た乱験を、最適な試蜘去を用いて再現性のある正確な試験を行い、

外部のいかなる圧力にも影響されず、依頼者以外には試験て将られ

た情報をもらさない守秘翻去を履行するシステムカf確立しているこ

とが、文書でも証明て3 る試験機関のみが正式な試験機関である 。

工事用材料の監理用試験の特徴

一 斑E業用材料を ]l S 等の規格に従って試験するとか、工業製品

を仕様蓄に従って試験する立場と、 コンクリ ー 卜や鉄筋継手等の建

築工事用材料の監理のための試験をする立場には、試験機関内の手

順に本質的な差があるはずはない。し: かし工事監理の実態から判断

すると、同一視できない要素があることに理解が得られるか否かが

問題点である 。

問題の焦点は、試験体がT掛賓書に書かれた監理の目的に則してい

るかの点にれを、以下では試験体の身元石信忍と表現する) と、試

験結果カ f依頼者にとって不都合な場合て、も確実に4衣頼者( 監理者)

に伝達されるかの点にある 。

京阪神地域てやは、工事監理用試験の試験体が試験機関にf自主入され

る場合のほとんどは、搬入者がコンクリ ー卜 の場合は生 コン業者、

鉄筋継手の場合は継手加工業者である。その場合に、搬入者が持ち

込む依頼書てやは、試験目的、試験依頼者の立場等の情報について明

確でない場合が多く、極端な場合には搬入者カ f依頼者と理解してい

る場合すらある 。不正がないにしても、試験f本の身元確認の確実性

についての意識が関係者の聞で希薄であるのが常態である 。東京都

てやはこの試験体の身元石信忍の確保のために、サンプリング、濁般の

業務だけを第三者的に行わせる制度を採用しているが、やはり、関

係者の意識が薄い場合はうまく運用されていないようである 。 また、

不都合な劃験結果は破棄して、本来の依頼者に報告されずに済まさ

れる可能性さえある。このような体制では、試験強闘の内側だけ立

派な業務システム制雀立していても、かえってその信用が悪用され

る懸念すらある 。

指定試験機関の責任

筆者は建設工事の特性および建設材料の特性から見て、副験機関

の側か ら工事監理を実効あるものにするための努力の余地カ噴 き れ

ていると判断している 。 ましてや、行政から指定試験機関 t して認

定されている機関に t つては、限界があるにしても試験受注システ

ムの改善を通して、監理の実質化に資する義務があると思っている 。

日本建築総合前験fifrてやは法改正を控えた本年 4 月から、工事監理

のための工事用材料試験の受託システムを次の通り変更し、前験機

関として可能な範囲て工事監理用試験実質化への体制をとってし、る 。

(1)試験依頼者は、工事監理者、または監理者の了解を得た工事施

工者と定義する。
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(2)試l樹木の搬入者である生コン業者、継手施工業者は働阻人の代

理人とする 。

(3)主t験体の受け取りに際して、そ の身元術忍に疑問のある場合は、

上に定義した依頼者にも通知する 。

(4)試験結果に工事監理上の問題となる可能性がある場合は、依頼

者にも F AX等で直接速報する 。

(5)上記の各項目は前験受託時の契約制牛とする 。

このように変更以来、確言忍受理番号まで司入を求める試験 Ｑｴｾ 車買蓄

の各項目の記入に、 W ;i:"100%の協力を得ている 。 このシステムに

も、試験体の身元布陣志い、う点て冶限界がある 。現場でのサンプリ

ングから溜般までのプロセスについて、現在のシステムの下では、

ｦｩｩ｜Ａｾｪｩｦ Ｇｦｲは関知できる立場になし、 。

試験機関の選択

このような、工事監吐ヒは当然と思われる受託システムでも、試

験機関としてはむしろ不適合な業務であると見る立場もある 。すな

わち、試験仰賭として申告があり、試劇斗を支払う部劇判由主入者

をイお願者と認めてよく、その Ｑｴｾ 頼者以外に註坊主内容を通知する こ と

は守秘三割労違反であって、 IS O/ I ECガイド25不適合てあるとする

立場である 。 どちらの立場をとる乱射幾闘が工事用材料の監理のた

めの試験機関として適当であるかを判断するのは、工事監理者また

は工事施工者側の問題である 。

工事用材料の試験機関として E ちらの立場をとる機関が適当かの

判断資料として、次の事例を紹介しよう 。ある劃験機関で圧接継手

の性能の監理用試験として、 一定期間内に受託した試験体を、信頼

性のある判定法てヨ阿波境的に調査したところ、驚くほどの高い割合

で、圧桜に見せかけたコフ、、を作った“ 一本物" である ことが判明し、

試吸を 中止し た。 これを契機に、 圧後継手試司会体の迎合性の受託jI 寺

全数制背々宣言 したところ、“ 一本物" の搬入はなくなった。 しか

し鉄筋継手試験の受託量もかなり前脳、した。 この例は、幼稚な偽

物の; 場合であって、さらに高度な手段て1彬防のfii¥!験休を用意すれば、

それを除外する能力は試験機関にはない。

華麗な試験結果を整えるのが目的でない

上述の例のように 100%非の打ち所のない試験結果の作成を、偽

物を用意してまで整えようとする傾向は、肱迎または管理者側から

の要求が不当に厳しい こと に起因していることもありうる 。

例えば鉄筋圧接継手の抜き取り検査では、構造物の市: 医轍構や継

手位置に応じた検査率や判定基準を監理者が設定すべきである 。一

律に旬材規待値制的足することや、ましてや全数が母材て破断する
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ことを求めるなどの判定は、むしろ特別な継手位置を指定した場合

に適当である。抜き取り号 |張り部検が工程上無理であれば、着工前

の技能検査を充実させるな E 、種々の方法がある 。

コンクリ ー ト強度の判定も、内容に応じて判断をすべきである 。

3佃の平均値て判断すべきと ころを、個々のデータが基準強度を満

たしている ことを要求する習慣がある限り、実質的な品質管理より

試験結果の報告書の完全無欠きが目的視されるようになりかねな い。

法改正と工事用材料試験

中間検査の実施が法制化されたことは、工事監理の実質化への有

効な施策であろうと思われる 。中間検査の内容、特定する工程につ

いては、まだ明確に決められていないようであるが、いずれにせよ

工程の限られた局面の目視投査だけでは限界がある。その主要な効

用は、 その| 療に監理実結について資本:'; 1の提出を求める点にあると思

われる 。 この時の監理データが実質のある試験結果に基づいている

ことがぜひ必要である 。検査員が熟達すれば、中間検査によって監

理の実態が見えてくるであろう 。

図書の閲覧によって、監理者名の公聞が消費者の建築物許可而の資

料の一つになれば、監理の内容が単に立派なデーターの収録に専心

するのでなく、有効な工事監理のあり方を工夫するようになるまで、

関係者の責任の自党が及ぶことカサ羽待できる。そのような立場で行

われた監理であれば、それを担当した監理者名が図書に記録され閲

覧に供される ことは、社会的な南河聞を正当に受ける ことに繋がるてや

あろう 。工事監理者 ・施工者が施工中の建物の性能について、設計

で期待されている質を自制呆するためには、どのような検査 ・試験を

実施するのが有効であるかについて、法の規制を離れて、自 主的に

検討工夫するシステムが定着するようになれば、試験体の身元碓認

について監理者側 から厳格な保証を確立するようになるであろうし、

合絡判定基準についても法規制の範囲内てー弾力性を持たせるように

なろう 。いずれにしても、監理の実質化が進めば、試験機関は ISO

/ I ECカ1 ド25に従って粛々と業務を行えばよいようになろう 。行

政は特定の試験機闘を名指してや指定する必要もなくなろう 。道は近

いとは楽観はしていないが、工事監理の実質化の方向に今回の法改

正が社会を向かわせる ことを期待している 。 そのためには試馬対幾闘

の役割も重要であり、監理の実質化が中途半端に終わって、実質を

伴わない試験をすれば消費者制吹くことになり、責任は重い。

本報では法改正の第一段階 t 言 える本年 5 月施行に係る部分につ

いて述べたが、試験機関としては、明年 6 月までに施行される法改

正の最終段階である性能規定形設計への移行が正念場であると，思っ

ている 。 ( もりた しろう 財団法人日本主主築総合試験所所長)



各論くストックを生かしたまちづくり〉

狭あい道路整備ーまちつくりのキーワードとして-

井 上 隆

狭あい道路とは

現在の建築基準法( 昭和25年) の前身である「市f知也建築物法」

は大正 8 年に制定されたが、当時の前面道路のl幅員規定 I.:J: 9尺 (2 .7

m) て、、あった。その後、昭和 13年に改定され、前面道路の| 幅員規定

1.:J:4 .0 mに変更され、 これが今日の建築基ヰ勾去 ( 以下法と称、す) にヲ |

き継がれている 。

狭あい道路 U 立、 l幅員 4mに満たない道路であるといえるが、法

上は様々な闘員がある 。

①法第42条 1項 5号の道路の一昔11

いわゆる位置指定道路であるが、| 幅員 ・位置 ・形状等が申請通り

でない道路がある 。現場検証などがなされない時期に築造されたも

のに多い。

⑫去第42条 2項の道路

いわゆる 2項道路である 。基準JI寺に建築物が建ち並んで引いる l隔員

4 m未満の道てや、 lt; f，員を 4 mに指定したものであり、基当卸寺以降の建

築H寺に中心線から 2 mの後退が義務つ手け られているが、 実現されて

いないものが多い。狭あい道路の中て¥最も多数を占める 。

③法第42粂 3項の道路

いわゆる 3 項道路である 。幅員を 2 . 7m以上 4 m未満に指定したも

のであり、漁村集落、斜面市街地、伝統的街並み地区等てや指定され

ている場合がある 。

⑪ 去第43粂但し書き

建築物の周囲に空地があり、安全上支障がない場合に、前面道路

への按道義務を免れ ることができる規定てある 。郊外部などで 2項

道路の基準を満たさない:場合等に多用されており、入り口の角敷地

てい後退しないなど問題のある場合が多い。

今回の法改正て¥許可の対象とな った。

⑤その他、法に規定のないもの

基準時以降にスプロ ーノレ的に築造されてしま った道路、基i制寺に

建陶の建ち並んでれなかった旦道や農道、道路として干 ｉｊ ＡＧｉｾされている

水路敬、基準時に建|争J は建ち並んでやいたがl幅員 1. 8 m未満の道( 建築

審査会の同意を得て指定する ことは可能であるが、指定されていな

い場合が多い) などがある 。

この小宮命では、特に ことわりがない限り、 狭あい道路は②の 2項

道路を指す こととする 。

狭あい道路の状況

既成市街地における建 ｾｊ の更新率Ｈ年聞の新築建物の既存建物に

対する割合) は、通常は 2 - 3 %程度あるといわれている 。法が1I l lJ

定されて 50年近く経過した現在、本来なら 2項道路はほぼ消滅し、

既成市径I地の多くの道路は、| 隔員 4 m以上の道路網て") 1ヲ成されてし、

るはずである 。 しかし、現実の市 街I也は多 くの狭あい道路で占めら

れ、防5しヒ問題のある市谷t地を相変わ らず形成している 。 その実情

をみてみよう 。

(1)全国的状況

表 1I. : J : 、住宅，備慨査により 10年ごと の狭あし、道路に面する住宅

戸数の推移をみたものである。 73年から 83年の聞では、住宅戸数も

構成比 も低下しているが、 83年か ら93>:1三の問では、 梢成比は低下し

ているものの、住宅戸数は横這 いである 。建物更新による 4 m道路

への拡l隔が限界に来ていると 言 えよう 。

表 1 狭あい道路にしか面さない住宅戸数の実態 (  ｉｾ Ｎ ｦ 立戸Ｉ

王手 地域 住宅総数 Ｔ ｭ 未 ｾｩ ＺｬＺ￬ 道路にしか |官l左

iui さない住2と戸数 椛成上ヒ

1973年
全国 28，531 ，900 17，080. 600 59. 9% 

( S  48) 
東京都 3，504 ，400 2，034 ，900 58 .4 % 

1983年

全国 34 ，704，500 13，919，400 4 1 7 % 

( S  58) 
* 京都 4，028，600 1，488，600  38 .1%  

1993年

全国 40，773，300 14 ，505，500 36 .3 % 

( H5) 
耳E万t者11 4，660，300 1，477，700 32. 2% 

資料 11;宅統;，1調査

(2)大都市( 横浜市) の状況

大都市てゆ狭あい道路調査の代表例として、横浜市の事例を紹介

する。 J横浜市においては、筆者も参画し、平成元年度に狭あい道路

沿いて不信志申請が出された全建物を、平成 3年度に調査を実施した。

その概要は表 2の通りである。

表 2

①平成元年度全建築確 ｪｾＮ ｉｉ Ｚ Ｑ ｾｬ ｬｦｩ ｬ 十数 Ｏ Ｒ ＰＮ ＹＳＸ 件Ｈ百 ｼ問通 知 的 まずＩ

②狭あい道路沿い件数/ 3，583件( 狭あい道路比率 17.1%)  

③狭あい道路現況幅r u平均2.87m

④狭あい道路桜道ItH口/ 平均13. 7m

⑤後退拡幅I面積/ 平均7.81m'

⑥総延長( 道路の片側) / 49，020m

⑦後退i斉み敷地/ 2.2571'斗( { 去j民比率 63%)  

⑧未後退敷地/ 1，225件( 未後退比率: 34. 2%)  不明 101件

⑨未後退のうち再突出のf十数/ 2l l fヰ( 未後退の172%)

横浜市の全石信恵申請件数に占める狭あい道路沿い件数は、 3，583

件、 17 .1 %である 。都心部に近い区部においては約2 5 - 3 0 %干盟支で

あり、郊外部てやは 10% 前後の値となっていた。

現場てや調査したところ、後退済みの割合は 63%であ った。 しか

し、未 ｦ お昼 Ｑ ， ＲＲＵ 件のうち、 ＲＱＱｩｾ ・は ｬ 、 Ｒ 年の間に再突出したもの

であった。今後も再突出が起こりうるであろうとの想定にたっし

強 築 と 社 会 圃1999. 7 43 



後退j斉みの割合は調査時点の 6割から低下し、 5害IJ 前後、あるいは

それ以下になるので''1，t!: 推察される 。

建築行政の抱える課題

このように依然として狭あい道路の拡申融釘席は全国レベノレでも、

大都市レベノレてやも進展していないのカ明状である 。 このような事態

を生じている背景として、いくつかの間題点が指摘できる 。

q湛準法は、後退部分の「後退義務J ｾ課しているが、「道路築造義

務J までは負わせていない。

先述した調査結果でも明らかなように、道路状の'劉商が義務づけ

られていないため、門 ・塀等カ望見I兄道路との境界に築造されている

とともに、再突出がなされる場合がある 。個別の更新てあっても L

型排水路の移設、後退部分の道路整備等が必要である 。

信道路種月 IJ の判定が不明確である 。

2項道路の指定は、個別路線単位で指定している場合は少なく、

一括告示の場合が多い。さらに該当路線を台帳として整備している

自治体も少ないため、石信忠申請が提出されるごとに道路種別を判定

するとい った事務量の士賠佐さ、過去の判定との矛盾など多くの問題

を十包えている 。

③道路中心位置の確定がされていなし、。

道路中心線から 2m後退ぞ義務づけているが、道路中心線がTI護定

している路線は非常に少なく、 二重後退などのトラフツレを生じてい

る。

④衛星拡幅の進展状況、拡幅実現の検証、台帳などの各種関連資料

の整備が不十分である 。

自信E等の日常業務に人出! : I l 寺聞を割かれているためか、路線単位

の関連情報のストック ・整理な E がなされていない場合が多〈、現

場櫛志もされていない場合がある 。 これでは問題点の先送りとなり、

いつまで。たっても解決の展望が聞けてこないであろう 。

五L ヒは、建築行政の抱える代表的な問題点であるが、道路行政に

おいても、都市計画道路、パス通りなど重要路線の整備には取り組

むものの、狭あい道路まで整備対象ととらえている場合は少なく、

ましてや個別のtお昼拡幅整備部分の管理まで事 業対象ととらえてい

る場合は少なし、。 また、都市計画 ・都市整備行政においても、地区

計画、土地区画整理事業 など面的な特定地区の整備等に関して取り

組んて1まいるが、一般住宅地の狭あい道路問題を施策対象! : ! : らえ

ていない場合が多い。狭あい道路問題は、これら都市にかかわる建

築行政 ・道路行政 ・都市整備行政等の 「スキマの問題」であるとも

。
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自治体独自の試み

このような状況下で、全国の地方自治体においては多様な取り組

みを始めてｾ， J.， 。特に近年は、規制強化だけでなく、誘導助成方策

に取り組んでいる自治体が増加している 。平成 4年に筆者も参加し

ている「狭あい道路研究会j が全国の特定行政庁を対象に行ったア

ンケー卜( 有効回収数260、回収率91%) によると、約100特定行政

庁で、「奨励金の支給H 助成金の支給H 分筆代行H 縁石側溝公共施

工J r舗装公共施工J r中心・後退杭支給J r二項表示板支給J r生垣助

成J rその他j などの誘導助成方策を実施。特に関東地方てゆ取り組

みは顕著で¥東京23区では20区で何らかの取り組みがされている 。

①個別建て替えに対応した先進事例

個々の建て替えに対応して助成誘導策を実施し、成果をあげてい

る自治体の代表仔IJ としては、東京都豊島区、杉並区、世田谷区など

がある 。 これらの各区では年間予算数億円規膜て1虫自事業に取り組

んでおり、多くの成果をあげている 。

②重要路線を指定し対応している先進事例

東京都足立区、横浜市が代表事例てあり、行政区域全体てψ防災上、

生活機能上重要な路線( 狭あい道路) について拡申融釘浦すべき重要

路線として指定し、その路線での建て替えに際して助成誘導を図り、

実績をあげている 。

基準法改定への対応

今回の法改定により、民間主事が登場することとな った。従来の

行政と→本であ った建築主事 と異なるため、今f組定される行政課

題として、以下の諸点カ f指摘て3 ょう 。

①遡 各 閣 IJ の判定を的確に実施し、資料をストック ・整理し、民間

主事の要請に対応していく必要がある 。

②今回の改定てい、中間検査の位置づけが明確になった。 これを機会

に、狭あい道路沿道てゆ後退拡幅の中間検査を実施し、着実な後退

実施を監視していくことカ溜まれる 。

③民間主事の石信忍に際して、 これまでや積み上げてきた狭あい道路の

誘導助成策を遵守してもらうため、行政と密按な連携を図るよう働

きかけるとともに、必要な場合には 「自治条例J として、市在宅E に関

する「手続き粂例」を定めるなど対応策を講じていく必要がある 。

少子 ・高齢社会となる 21世紀に向けて、従来のような公共投資を

出来る時聞は限られていると 言 えよう 。過去半世記己の矛盾守先送り

し、将来に課題を残す従来の苅法から脱却し、何らかの対応策ぞ講

じていく必要があるのではないだろうか。

(l 、の うえ たか し 株式会ヰJ 首都圏総合計iilll 研究所)



連担建築物設計制度- 京都市の試み-

優西 巻

ロ20m以下

・20m超 30m以下

回 30m超35m以下

ロ35m超40m以下

・40m超45m以下

回 45m超50m以下

・50m以上

件数
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た袋路の通路幅員と通路延長の関係グラフである 。都心 4 区では通

路幅員2.0m以下の袋路が全体の約70%あり、 50m以上の通路延長

を持つ袋路が 8 %ある 。

連担建築物設計制度の適用

京都市では こうした袋路の現状を踏まえ、今回の建築基当省去の改

正に伴い、特定行政庁として独自の連担建築物設言'Htl 肢を適用する

ことを検討している 。

京都市の袋路問題

京都の市街地は、他都市には

図 1

袋路の通路幅員と通路延長

見られない大きな特徴を有して

いる 。平安京以来の骨絡を維持

する街区構成は、人口集中の過

程で「袋路J い、われる独持の

空聞を、 その街区内部に多数形

こうした袋路は、成している 。

幅が狭〈行き止まりであるため、

建築基準法で規定する道路と同

一に扱う ことはできず、 それに

面する個々の悪知也は、「接道しな

い敷地J として取り扱わざるを

得ない。また、建て替えに際し

ては、袋路の中心線か らの後退

や各個別事文地での集団規定の充

京都の袋路は、独自の空間美学とコミュニティ ー性をもって今日

に至っている 。今回のこの制度の適用対象は、こうした良好な袋路

ではなく、空家にな っていたり劣化した袋路である 。 また、今回の

連担建築物設言刊ilJ 度の運用を、単なる規制緩和ではなく、袋路を再

@  

京都市内の「袋路J 空間

上満足できる規撲の住宅を建設

する ことは困難であり、こうした法lfil 陪ζ ヒの取り扱いが、空き家の

ストックの劣化、跡地 ・低分: c; f IJ 用地の発生を招〈 ー固となっ

写真 1

足を求めてきた ことから、 実際

発生、

生し、都心定住を進めていこうとする京都市のまちづくりの一環と

して行う ことを目指している 。今回検討した認定基準はあくまでも

袋路を再生するための基本的基準であり、 この制度自体の目的は袋

ている 。

一方で、都心住民は「住み続けたい」という高い定住志向を有し、

この袋路により、大都市には希な都心居住密度を依然として

維持していることから、都心居住を推進する上て¥袋路に連担する 路の路地環境を合

めた総合的な居住

環境づくりである 。

このことを、 袋路

を再生しよう t す

る当事者に理解し

てもらうよう努め

なければならない。

袋路全体を敷地とし

て建ぺい率、容積率

を満足させる

ま?こ、

新 築

居住空聞を再生 ・更新していく ことが望まれている 。

都心 4区で約3，000力所の袋路

表 1 に示す通り、都心 4 区 Uニ京区、東山区、中京区、下京区)

で約1 . 6万世帯ある 。同都心 4 区内の 15%の世帯が袋路に居住して

新 築 既 存既存

いることになる 。一つの街区のなか には、必ずと 言っ てもよいほど

袋路が存在してｾ， J.， 。表通りに接道せずに、通路に面して小規撲な

住宅や長屋が密集している。 図 1 は、京都市の調査によって分かつ 京都市は、住民、
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再生に連担建築物

設計制度積極的活

用を推進しようと

るまちづくりを進

めており、袋路の

企業、行政のパー

卜ナーシップによ

建築と社会 ・1999. 7

建て替え日寺の壁面後退線
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通路2m 空 地

袋路性能と袋路環境の設定

図 2

袋路の実態

区名 居住世帯数 ( B ) ( A / B)  I  

袋路数 袋路内住宅数 ( A)

上庁、区 853 5. 336 35. 280 15. 10% 

東山区 596 3，020 20 ，930 14. 40% 

中JJ¥区 630 37 ，380 

F 尽区 774 27 ，830  

合 計 2，853 ( 約1. 6万戸) 121，420 ( 約15%)

表 1



している 。

袋路再生の条件

連蛾主築物詣怖l肢を活用して袋路問先目指すときのポイン 卜

となる条例ニは、以下の事項てある 。

⑪ 直路の幅員と建物間距離

良好な袋路環境を定Il ili するためには、必要な通路l幅員の市街呆と、

対面する建物聞の距離が重要な要件となる 。単に| 臨員の確保だけで

なく ii 留り j も必要て。ある 。お地蔵さんや井戸は路地コミュ ニティ

ー の中心て、あった 。 また、ｼ坊主 ｕ 二 の義見ｾか ら も必要とされる通路幅

員と対面する建物聞の距離が重要である 。 さらに居住環境条件とし

て日照や通風の確保という点からも、通路及び建物聞の距離が重要

な役筈11を果たす。連担建築物設相li ll 度の適用にあた って、最低の通

路|隔員は2.0 m、建物聞の距離は 3 階建ての場合で4. 0m五L 仁カ苛J t 討

されている 。

告漣 物の建ぺい率と容積率

京都市が連担建築物設耐li lJ 度を袋路に適用した最も 主たる理由は、

袋路全体を一団の土地とみなしその"I: r にある建築物をまとめて建

ペい率 と容積率の対象とする ことが可能であったことである 。言わ

ば通路はマンションて言 えば共用の廊下に相当することになり、 戸

建てのそれぞれの家は住戸に相当すると考えられる 。 こうした考え

によ って、通路を含めた』肱地全体を一つの敷地として扱っている 。
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ただし、マンションと違うのは、戸別に建て替えが可能であるこ

建築物

2 階建てまで→ 3 階建て可

3 階建て準耐火街造

すぐにi融去できる

植木鉢等は可

とである 。 このために、連担して袋路の環境を維持管理する必要が

あり、協定書の締結によ って所有者同士の合意形成を図らなければ

ならない。

③建物の形状及び暗数

3階建ての建築カ河I能になることによって、建て替え時に前述の

容積率のアップと相{突って、大幅な居住性能の向上が可能になった。

シミュレーションによれば、制苦系地域て建築基掛去43粂 2項の但

し書 きを適用した場合は延ぺ床48凶であるが、 この制度を適用し 3

階建てを建てる こと によって 82m' に向上する 。ただし、 3 階建ての

場合は 3階部をセットパックする ことによって、路地空間の包諜境

の充実を図る必要がある 。

京都市の制度の特徴

京都市での この制度の適用の特徴は、以下の事頁てある 。

① 3階建ての誘導を図ることによって、狭い袋路内男女地てがの建て替

え時の延べ床面積の割増し t 、防災性能の向上をねら った。

②袋路居住の協調性を重視し、 コミ ュニティ ー性の高い袋路の通路

空間の再生を目指した。

③ 協定の締結により、全員が同H寺に建て替えをせずに済む こと によ

って、袋路再生の自由度が増した。

④民間事業者の参入を視野に入れ、 lli ll 度の運用に自由度を持たせ、

実現性を重視した制度である 。

( にしまき まさる 株式会社クカニア代表取締役)

日照確保( 通路、各住宅)

・延焼防止のためのスペ ス確保

図 4 逮担建築物設計制度による建て替えのイメージ



聞かれたまちづくりのための規制緩和

J acquel i ne Davi son 

オーストラリアの住宅メ ーカーが日本の市場に興味を示してから、

およそ 5年が経つ。1994年に、オーストラリア 中央闘荷: の外郭団体

である貿易促進庁とオ ーストラリアの有力住宅メ ーカー、建築資材

メーカーからなるミッションが訪日、住宅や資材をオ ーストラリア

から日本に供給する可能性を調査したのだった。

当時ミッションのメンバーは、日本市場において輸入住宅への高

い関心や、かなりの需要を発見したが、同時に規制の厳しさをも発

見したのである 。オース トラリアから f主宅や資材を車命出する際に障

害 となるのは、主として次のものだった。

- 仕線規格

.  ] A S .  JI S 認定 (特に金融公庫の融資をもらうのに必要)

・新技術を認定するための困難な手続きや試験 (38条認定)

*  

オーストラリアの住宅は、大きく分けると 2f郵讃ある 。木造住宅

はアメリカの 2 x  4住宅に非常に似ているが、構造用のオ寸4のサイ

ズが若干異なっている 。 もうひとつはスチーノレハウスである。 日本

て、、使われている鉄骨枠組工法と 比べてスチーノレの厚みはかなり薄い

が、強度は同等である 。

*  

オーストラリアの住環境に関して、 もう 一つ指J商すべきことがあ

る。 それは、性能規格についての経験と歴史である 。あまり知られ

ていないかも知れないが、オ ーストラリアは 15年も前に仕様j則各か

ら性能規格に移行し、現在の住宅には、たとえば、 2  x  4木造枠組

ブデj去と鉄骨枠組労法制毘令した住宅も少なくない。 日本においても 、

1997年在大阪オ ース トラリア総領事館の総領事官邸がネ111戸の地に

完成 したが、これは90%以上の資材をオ ー ストラリアから持ち込み、

オーストラリアのデザ、インおよび仕織で建設された。 2 x  4構造材

と鉄骨との併用ーハイブリッド工法と呼んでいる ーや、強度的にー|

分使用目的は達するもの一厚みが 6mmの合板、あるいはオーストラ

リア製のアイビームーなどオ ース トラリアの技術が随所に生かされ

た建造物である 。

また、住宅建築方法そのものや使用する資材も常に新しいものが

開発されており、 コストパフォ ーマンスを高め、より性能の高い住

宅の開発を官民あけて取り組んでL、る 。オース 卜ラ リア国内の剖投

機関も、性能基準に基づく jttl明会テ」タを揃え、匡!の認定機関がそれ

. - 録者プロフィ ーノレ一一一一一

1968年 オーストラリア、メルボルン生まれ ;  

1989年 モナ ー シュ大学: ( 政治経済学) キー業 i  

ＱＹＹＱ 年兵庫 ｦＮＩ｜ ｾ Ｏ ＱＧ 入庁、国際交流談 所属 :  

1995年 オーストラリア連邦政府外務 . 'i! { M促進庁入11' 、在大阪総領事館勤務

:  1996"1;  在大阪総領事館にて建築資材を担当。貿易促進チームのリーダーを! ! i Hf :  

Ｑ ＹＹＸ 年駐 ｊ ｌ 腕オー ス ト ラ リ ア ｦ，ｊ￭ ｾ ｉｈｬ ￯ 領事

.  ーーー ・一 一一一一一一一一一一一一 ーー ・- - - ーー" 一一一一ーーー ーーー . 4. . . . 一一 一一一一ーーー・・ ι.. 一一一一一一 一ーーーーーー ーーーー・ー・・・・・ ー- - - _ .

を言利回iするシステムに なっている。

日本に比べて、たとえば木造住宅の場合のメリッ 卜は、

・荷重をサポー 卜するなど、役割を達成するための強度を満たせば、

柱 ・合板のサイズ ・量や、材質などは問わなし、。 日本で住宅を建て

るオ ーストラリアの住宅メ ーカーが経験する不合理な点は、 ①必要

j;J J 二tこたくさんのオサ4を使わなければならない、 ② もっ といい資材

があるのに、認定がないため、それが使えない、 ③ オーストラリア

の市販のものが使えないので、 日本市場用の別注となり、高くつく、

なE なE である 。

・構造用木材は機械により強度を測定し、強度別に色分けをしてい

る。見た目の判断ではないので、より正雌である 。 そして、節など

があっても強度に問題のないオサ4も使えるので、効率がアップする

と同H寺に、コストタ。ウンにつながる 。

などがあげられる 。

*  

京阪東ローズタウンてマコオーストラリア住宅(木造 2 x  4  ストーンへンジ社テe サ・イン)

日本の住宅市場の可能性に関しては、 5年前にミッションが出 し

た結論は、今でも大きくは変わらないと思われる 。

・日本の 2 x  4住宅器移に合う資材を使い、住宅を輸出する 。

・オース トラリアの住宅( 木造 ・スチーノレなどのシステム) の認定

を目指す。

オーストラリアの木造住宅ヒツレダーの中には日本の 2 x  4住宅需

要を研究し、輸出実績につなげた経験を持つものが数社あり、また

莫大な金額や労力を到やしてスチーノレハ ウス 38条 のシステム認定

をとったメ ーカー もある 。

以下は、こ の二つの分野で活躍して いるオ ー ス トラリア企業の生

の戸である 。 編集部注Ｉ次頁にオ ー ストラリア企業の ｊ 時 ｾ Ｉ ｈ 卓

( ジヤクリーン ・デヒツン オーストラリア倣 ｾ ｉ ｾ 館 市 ｩｪ ｪｚ ｪｊＩ
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オーストラリ ア企業の日 本の建築基準法への挑戦

規制以前に住環境に何が必要か

ヴィクトリア州、I(こあるスト ーンへンジ主tは、オ ーストラリア圏内

てゆ設計 ・施工 ・開発はもとより、神戸にあるオ ース 卜ラリア総領

事官邸をはじめ、 日本ていも建物づ〈り ・街づくり活動を行っ ている 。

われわれがこのような活動( 主 として設計デザ、イン ・施工支援 ・

オーストラリアの資材f共給) を通してまず直面した ことは、いかに

日本独特の規制ぞクリアするか t いうことであった。たとえば、ヴ

イクトリア州では街並み ・景観い、うものが重要視されており、高

層ヒツレ群が l ヵ所に集中する地域と住宅地域とがシンフ勺レに分かれ

ている 。 また、日本の壁面fあ塁に当たるセットパック( 前面哲也の

許制某) が義務づけられている 。ただし日本とは違い、章特泉て細かい

角度が指定されるものではなく、いかに人間にとってまた周辺地域

にとって心地よい空聞をつくるかという ことが重要視されている 。

また品丘の傾向として、オ ーストラリアでは役所の建築許可より、

周辺地域住民の判断を重要視しているようである。メルボノレンの街

並みを見るし日本の街づくりとの違いを感じる 。

• 
日本で、京都のある地域にオ ーストラリアンヴイレッジ( オ ース

トラリアの住宅団地) を計画した際、オ ーストラリアの建築士たち

は日本の厳い、法規制に対して驚きを持っていた。数mrr創線をオ ー

ノf ーし たことて1可が街並みに大きな封斜1を与え るのかと 。 このよう

な住宅団地を計画する場合、各住戸を単体で考えるのではなく、あ

くまでも団地全イ本をひとつのかたまりとして考える 必要があるので

はないか、 そうする ことによって美しい径子づくり、 心地よい環境づ

くりがてヨるのではないかとしづ意見が多く出た。 また、空間づく

りに |刻しても同じである 。 日本の場合、特に大都市ではまず規制が

あり、いかにそれに適合した設計 ・施工をするかという傾向が少な

からずある 。莫大な法規をあやつる日本の設計士の ことを、あるオ

ース トラリアの設計士がまるで法律家のよう fごと繁いていた ことを

思い出す。章特泉市IJ 限 ・耐力壁の考え ・採光 ・防火区画など。 もちろ

ん規制は必要であるが、規制以前に住環境に何が最も必要か という

ことを考える こt ヵヲP々後回しになっていたような気がする 。

日本のプロ ジ. エク卜において、同等の性能を持つオ ーストラリア

の製品ーたとえば構造体の形成部材 ・外装材な E ーが ] A S、]I S そ

の他の認定がない主いう ことで日本で使用できなかったケ ースが

多々あった。このような点が改正されるという こt は日本も国際市

場のボーダーレス化に近づいているとし、うことで、非常に喜ばしい。

• 
いずれにせよ、規制緩和によって、より住みやすい徒トづ〈り ・環

境づくりが可能となる ことを心 より歓迎している 。

ストーンへンジ社一級建築士 太 田美 樹 子

建築基準法第38条への挑戦

ハックスリ ー ・ホー ムズ側はオ ース トラリアを代表する住宅業者

であると自負しているが、オ ーストラリアの世界的な製主失会社であ

る BHP が、ハックスリ ー・ ホームズの協力の下に10数年の歳月を

かけて開発した、厚さがわずか0. 48mmという極薄鋼材を用 いたエコ

フレーム住宅シス テムをも って、昨年10月には日本の建築基準法第

38粂の一知認定( システム) の大臣認定、また本年 4 月には住宅金

融公庫の認定も取得する ことに成功した。オ ーストラリアでは、こ

のスチール住宅は、釘打ちで住宅が建てられるスチーノレ住宅システ

ムとして好評で、当社は数千棟の建設笑績を有してし、る 。 このエコ

フレーム住宅システムによる本格的な住宅が、いよいよ日本にもお

目見えする ことにな った。

• 
これは日本の資本が全〈入らない、 100%車t跡半な外国の住宅メ ー

カーが達成した極めて希な事例である 。 このシステム認定を取得す

るに至るまでの年月と費用は、私たちにとって、決して小さなもので

はなく、途中の段階て幾度となくギプアップし、蜘塁を考えた附l月

もあ った。 しかし、 それで、もなお他社の事例と 比べても上国交的短時

日に大臣認定が取得できた ことも事実であり、優れた住宅建築技術

である こt がその筋に認められた ことのほかに、規制緩和の追い風

の恩恵があった ことも事実である 。

• 
英語の国の住宅メ ーカーが日本語の建築基準法に材凶設し、見事に

幾多の難関を突破したものと 言えるが、間もなく、日本の各地での、

このた( " い希な独創性を秘めたオ ーストラリアン ・ライフスタイ

ノレ ・ホームズが次々と登場する日も近いと確信している 。

ハックスリ ー ・ホーム ズ 陶 冶 樹 液 取 締 佼 西 郷 諭



改正建築基準法に関する行政庁の取り組み

一近畿地区14行政庁へのアンケートから-

今回の建築基掛去改正については、公布から施行までに約 l 年の

準備期聞があった。その聞に政令及び省令が出され、 この 5月 1 日

から施行となったが、新年度のスタ ー 卜とはぼ一致する。

そこで、法律の運用主体となる行政庁の動向、特に施行に向けて

の取り組みがどのようになされたのかを把握するため、近畿 2府 4

県、県庁所在市及び中核市( 言十14行政庁) の協力を得て、アンケー

ト調査を実施した。その結果を分析する ことにより、今回の法改正

に対する期待と不安、あるいは効果などを見てみたい。

なお、接道義務の矧列許可( 法第43条第 1項ただし書) について

は、月 IJ 途、法令コーナー (p.53) でとりあげてし叶 。

. ご協力いたfごL 、た行政庁

大腕1守、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県、大阪市、堺市、

京都市、神戸市、姫路市、大津市、奈良市、和歌山市

グ

組織及び予算

施行日の 5 月 1 日までに増員またはt畠裁改正を行ったのは、 3行

政庁てや、すぺて県庁所在市 t なっており、その主目的は、いずれも

検査体制の充実とされている。一方、品脳紘改正等を行わなかった行

政庁についても、 「従来の体制で可能j と判断したのは 1行政庁に過

ぎず、大半は 「人員の補充を検討したが、実現できなかった」とし、

法改正に対応するには、ほとんどの行政庁が増員またはt蛸哉改正が

必要と考えている。

今後についても、 「予定なし」は l 行政庁だけで、他は「今後の実

施状況を見て」あるいは 「人員補充を受けて」対応を検討するとさ

れており、指定碓認検査機関の設立も視野に入れながら、次年度以

降には品E織改正等を実施したいとの意向がうかがえる。

また法施行の初年度に当たる 11年度の予算については、 3行政庁

を除き、法改正対応の予算を計上している。その内容は、調査検討

費( 粂例策定、許可基準作成、道路情報整備など) 、白l阪や閲覧図書

の整備費、普及啓発活動費などとなっている。昨今、 地方財政も厳

しい状況にあるにもかかわらず、予算カf ! 持53I
J に確保されたことは、

今回の法改正に対する各行政庁の意気込みの表れと考えてもよいだ

ろう。

2  

中間検査

改正法の目玉の一つである中間検査については、施行と同時に実

施する行政庁はなかった。早いと ころで 7 月または 8 月実施が 3行

政庁、来年度からが l 行政庁、その他は 「実施予定はあるが、 l削月

は未定J が 8行政庁、 「実施も含めて検討中j が 2行政庁となってい

る。

14. 3% 

未定( 実施予定はある ) 57. 1%  

施行日より後

28. 6%  

検査の声橡としては、

やはり住宅が中心に考

えられており、阪村大

震災の教訓や、事丘話

題になっている欠陥住

宅問題から、住宅の構

図 1 中間検査の開始時期

造の安全1生を向上させることがねらいとされている 。なかには、「工

事監理者を含めた建築業界が国民の信頼を裏切ることのないよう襟

を正すべき J あるいは「今後はストックの時{ ででもあり、ストック

としての建築物の安全性向上に寄与できる」ことから、検査体制を

充実させるt雌裁改正を行うなど、中間検査をかなり積極的に位置づ

けている行政庁もある 。

実施の時期は未定とした行政庁については、指定石1僻説食査機関と

の関係も含めて、実施の体制や方法にさらなる検討を必要とするこ

とがその理由として挙げられている。いし、かえれば、検査の体制を

しっかり事制呆したうえで実施しないと、その効果ヵワ切符できないと

いうのカ f行政庁側の思いであろうが、法が施行されている ιL上は、

いたずらに実施の時期を遅らせる ことなく、 「建築業界が襟を正す」

意味からも、できるだけ速やかに実施に移す ことを期待すると ころ

である 。

指定確認検査機関との関係

実施体制

特定工程

実施方法

その他

o  1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  

回答数

図 2 中間検査実施に向けての検 討 内 容

7 月から中間検 査を実施する行 政庁 の例

区域 戸斤管区域の全域

期間 平成11年 7 月 1 EI から 5年間

建築物の桃造 木造、 S 造、 R C造、 S R C造、その他これ らのi尉蒋造

建築物の用途 定期報告戸、問主主I ! . 築物及び住宅

建築物の規紋 住宅の場合、申lWf部分の床面積50m切ム

特定工程 屋線工事( 木造その他)

2 階の床配筋工事 ( R C造、 S R C造)

2 階の床版取りやl け工事 ( S 造)

後付し工程 壁の外装工事または内装工事( 木造、 S 造、その他)

コンクリ ー 卜打設工事 ( R C造)

3  

違反建築物対策及び完了検査率の向上

出む王i去の施行と 併せて建築物の安全却制呆と違反防止を図り、法

建築と社会 ・1999. 7 49 



の実効性を石倒某するため、 「建築物安全安心実施計画J を策定する こ

と力対寺定行政庁ご とに求められている 。 その策定状況は、府県レベ

ノレでは 9月策定がほとんどで、遅くとも 12月までには策定するとさ

れている 。市レベ、ノレてやは、中間検査の実施H寺実月が具体化 している 2

市が 9 月か10月に策定の予定であるが、その他は府県の計画の策定

後に対応ぞ考えているようである 。

仁= コ既に実施している ｾ実施の予定はない - 回答なし

仁二コ今後実施する予定 密密3 未定

建築確認時点で工事監理者

の選定を求める

建築確認後に「工事監理者選

定届 J などの報告を求める

法12条に基づき『工事監理

報告書」の提出を求める

7  

o  10  20 30  40  50  60  70 80 90  100  

構成比 (%)

図 3 工事監理の徹底方策

E二コ既に実施している ｾ実施の予定はない - 回答なし

E二コ今後実施する予定 医室温未定

違反建築パトロールの強化

建築主への完了検査受検の

催促状の配布

パンフレット等による

普及啓発活動

建築基準法以外の制度(融資、

税制、登記、保険、ライ フラ イン

(エネルギー供給)) との連携の

強化

o  10 20  30 40 50 60  70  

構成比( %)

図 4 完了検査率の向上方策

80 90  100 

建築物の安全性確保と違反防止には、建築士による適正な工事監

理が欠かせないと ころであるが、基準担U二li 着工までに工事監理者

を定めればよく、 石信志申請時点ては未定でも構わない。違反建築物

は、往々にして工事監理者を定めないまま工事がされ、監理責任を

免れようとするケースが多い。 そのため、各行政庁は独自に事館忍申

請時点て工事監理者の選定を求める ことを運用て対応せざるを得な

いが、 これをすていに実施しているのカr7 行政庁、今後実施カr2 、未

定が 3、実施予定なしが 2 となっている 。各行政庁の取り組み状況

に差異はあるが、運用に係る部分であるため、無理もないと思われ

る。

完了検査率の向上について、その方策のいくつかを実施済みと回

答した行政庁は、違反件数が多い ことて洪通しているのが興味深い。

パ トローノレの強化については、実施していない行政庁もすべて今後

実施するとしているが、金融 ・ライフライン( エオ、ノレギー供給) 等

との連防については、半数が予定なしまたは未定としている 。 これ

は、基準法以外の他の制度に検査済証の義す削寸けを求めるよう協力

50  

制衣頼するものであるが、そもそも検査率が低い ことと他の機関も

支店単位な E 単独では取り組めない事情がある ことから、将来的に

は全国的な動きを待たなければ]!ft しいのカ理問犬である 。たとえば、

火災保険の料率の自由化 に併せて、検査斉証があれば保側ヰが減額

されるとい った仕組みがつく られる ことを期待したい。

.c 

建築基準法施行条例

近畿では、建築基準法施行条例を市レベノレて。制定している行政庁

はないが、法改正を契機に制定を予定しているところが 2市あった。

府県とは異なる市街地環境がある場合に、市の独自条例の必要性が

高い t 考えられる 。制定を予定しているのは、いずれも政令指定都

市であるが、今後、建築基準行政の自治事務化に向けて、市町村が

地域性をどのように考え、独自条例の必要性をいかに判断するのか、

注目される t ころである 。

なお、府県レベソレて、建築基準法施行条例の改正を行ったのは l 行

政庁のみてい、他はすべて改正予定とされている 。本来、改正法の施

行日までに間に合わせるべきであるが、そこまでは手が回らないの

が実f育であろう 。

5  

連担建築物設計制度

この制度は、既成市街地 における土地の有3<7. 所IJ用に資するため、

従来は建築物単位に適用された規制 を、既存建築物も含めて設計段

階てで調整する ことにより、複数建築物についてま とめて適用すると

制定済みである

14. 3% 

制定中である一施行当初は建設省の施行通達

( 認定準則 ) により運用するが、今後、認定基準

を制定する予定 14. 3% 

合計 14行政庁

図 5 連担設計運用基準の策定状況

いう新たな制度である 。既存ストックを活用しながら、市街地の再

整備を図ることが可能て¥建設省の札止念的な基準に加えて、行政庁

ごとの特|宝石? 踏まえた運用基準を作成する こととなっている 。

運用基準を ["l 11IJ 定済み」または 「近々に制定する J としているの

は、政令市及びその府県に限られ、 他の行政庁は 「今後の方針は未

定」とな っている 。制度の目的から、大都市圏においてその必要性

は大きいと思われるが、取り組み状況にもその傾向が顕著に表れて

し、る 。

基準の中身については、やはり密集住宅整1j 市型が多〈、不良ス ト

ックの改善を図る ことが東急のテーマとされている 。一方、 f制その

新規大規j業団地 に適用される 一団地認定と同じ 内容のものや当面は



国の基準で運用しながら具体の基準を検討するとしている行政庁も

あり、制度の普及には今少し時聞を要するもの t 思われる 。

6  

指定確認検査機関

公正中立な民問機関による石臨百貨査業務が可能となったが、当面

は行政主導で既存の外郭団体等を利用して設立されるケースカf ほと

んどと思われる 。府県ごとの準備状況は、「設立に向けて準備中J が

3府県、「関係団体や第三セクターと協議中J または 「可能性を検討

中J が 3府県となっている 。

準備中のうち 2府県は、開始I府羽が11年 7 月、 12年 4 月と明らか

になっており、対象も 4 号建築物と 3 号建築物のうち工業化住宅や

公庫住宅を中心に考えられている 。

検討中の府県仁とっては、活用て3 る既成の組織がないことなど

が悩みとなっている。

その一方で、行政主導型の動きのほかにも、民間サイドてや独自に

準備を始めているものや、政令市レベノレて、、対応、を考えているものも

あり、府県によっては 2 以上の指定自信問ず直機関が設立される可能

性もある 。

民間による石倍前食査の業務範囲が拡大することにより、行政の役

割以、良好なまちづくりへの誘導、建築物の構造安全性の確保や違

反防止などへシフトしていくことが法改正のねらいであるが、今後

その効果がどのように現れてくるかは行政の姿勢によるところが大

きく、 しばらくは目カ清fEせない。

7  

普及啓発と情報公開

市民向けの普及啓発については、次のとおりである。

未定または予定なし

6  

12 

5  

相談業務は比較的実施されているが、従来の延長に過まず、法改

正を広〈市民に P Rするものとはな っていない ことか ら、まだまだ

不十分といえる 。行政としては、内部の体制づくりて

ところだろうが、欠陥住宅や違反建築物をなくすため、消費者であ

る市民に対し、理解を求める努力がもっと必要であろう 。

従来の閲覧制度以外の情報公開については、道路情報は 5行政庁

が実施済み、 6行政庁が実施予定、 3行政庁は未定となっているが、

地図情報に至つては、実施予定が 2、他は未定ときわめてお粗末な

状況にある 。

さらにインタ ーえ、ットの活用についても、すでにホームページを

開設している行政庁は一つ に過ぎず、開設予定が l 、検討中が 2、

残りは具体的に検討していないとされ、効果的なメディアとしてー

般には相当普及している反面、行政の対応は大変遅れているといえ

る。

一方、建築関係団体との関係、については、勉強会や説明会の開催、

啓発ポスタ ーの共同作成などが、いずれの行政庁においても取り組

まれているところである 。今後は、この連携を強化しつつ、建築以

外の金融、保険、登記等についても協力関係をつくる必要があると

思われる 。

• 
おわりに

法改正以外に、今後の建築行政においてクローズアップされるテ

ーマは何かとの問いに対し、回答数が多かった主なものを順に挙げ

ると、「欠陥住宅戸: 側、「耐取機」、「住宅性能保証」、「バリアフリ

ーJ、「密集市街地/ 糊街路声，t策J、「高齢イ附策」とな って いる 。住宅

の建設戸数と住戸面積の目制呆を目標としてきたこれまでの住宅施策

の方向転換ともあいまって、今後は、建築行政においてもス トック

省エネルギ一対策

環境アセスメント

浄化槽登備、水質保全

資源の高度有効利用

環境共生住宅

室内環境/ シッヴハウス対策

緑化推進

ごみ、廃棄物処理対策/

リサイヴ J レ

駐車場対策

その他

回答なし

欠陥住宅対策

住宅性能保証

中古住宅の流通化の促進

住宅相級

その他

回答なし

。

図 B

。

図 7

2  
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3  

ムー

4  

環境 問 題

2  3  4  

消 費者 保護

ムーーー-' -ーーーーι

5 6 7  

回答数

5 6 7  

回答数

」回

8  

B  

-'-

9  
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バリアフリ ー化

ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン

高 齢 化 対 策

その他

回答なし

同(

。

図 8

耐震対策

崖 地 対 策

ハ ザー ド マ ッ プ

その他

回答なし

図 9

パ ー ト ナ ー シ ッ プ の ま ち づ くり

高 齢 化 社 会 に 向 け た ま ち づ く り

地 域 の 個 性 を 生 か し た ま ち づ く り

人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り

防 災 性 の 高 い ま ち づ く り

密 集 市 街 地 対 策 / 細 街 路 対 策

回答なし

。

図10

2  3  4  

福祉関連

危機管理

ム

2  

」回

3  

.... 

4  

まちづくり

5 6 7  

回答数

‘ --'  
6  7  

回答数

..__ーー-'-一一ーム

5 6 7  

回答数

ム

8  

」同

8  

9  

ム

9  

ム

9  

10 11 12 

10 11 12 

10 11 12 

として の住宅の性能を重視することが、重要なテ ーマになる ものと

認識されている。

行政の将来的な方向として、まちづくり、建築、住宅、さらには

樹止の各分野カf相互に乗り入れる総合的な施策展開が望まれると こ

ろであるが、今回の基準法改正を契機とする今後の取り組みについ

ては、行政に限らず、建築に携わる者の共通のテー? として、読者

諸氏も含めて 問題意識を持たれることを期待するものである。

まとめ 日本k 1 ! 築協会編集委員会法令分科会

炭 崎 勉/ 椎名辰之/ 中岡光平
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アンケート 陸軍基準，去也正に関する行政庁の阻り姐み揖況

ー近蝿地区町 1 4の行政庁ー

。 ;xの寄股間において. 阪当する項目の口内にI a のように印を付けて下さい.

。 ｲ その他 ｊ の ｉｾ 自佐世択された場合は お手世ですが【 } 内に具体的な内容を ご日入下

さい.

。配置式町 i耳目は率直はご重見をご記入下さい.

r." 組踊且び予. について

(1) 貴行政庁において 撞軍基準法 ( 以下町去 J と略 します. ) の改正を畳けて閣情改革を行いまし

たか?

ロ@ 行ヲた. ロ o行っていはい.

U U U U U U U I H I . . . . . .  (1) で① と回書された行融庁にお聞きします. ' " 1 ' ' 1 ' ' ' ' ' 事. . . uu

( < Z l と図書された行政庁1:. (4) (5) へお進み〈ださい. )  

(2) 揖幅改革を行った場合. 斬訟あるいは人員が補充されたセクションはありますか ?

口①ある.

ーそ の内容を具体的に記入 して下さ L ‘・

ロ@ ない.

臼】どのよう忽ことに主眼を置いて慣例也事を行いましたか 7 (橿政図書可}

ロ ① 治 定確E 倹差値重聞 との聞係

ロ @ 法第 4 3条ただし奮許可の封応

ロ @ 連 担II 第噛設計制度の対応

ロ@ 検査体制の克真

ロ @監車体制の克寓

ロ@ まちづ〈 り鴎場行政の充実

ロ@ 盟箆暗昭・検董等の図書関覧制度の封応

口 @ そ の 他 (

-，-

問10 今回の11窺畠準語改正の内容以外に . "t i量 建築行政において精にクロ ーズアップされて

〈ると里われるテーマを温んで下さい. (掴敵国甚可}

①理壇問姐

ロ a 省エネル平ー封買 口 b. J，震壇アセスメント ロ c 浄化槽畳個、水質保全

ロ d 寅輔の高度有効利用 0. . ' ，. 壇共生住宅ロ f 室内理壇/ν ッタハヴス対置

口 g 揖化推進 口 h。ごみ、廃棄物処理財盟/ リサイクルロ i 駐車場対策

ロ l その他〈

@消費者保護

口・欠陥住宅対策 口 b。住宅性能保証口 c 中古住宅の続通化の担通

口 d 世宅相続

口 e その他〈

③描l i I : 関連

o  a. バリアフリー I t 口 b. ノーマライゼーション ロ C. 高齢化対車

O d その他{

@ 危機菅理

ロ a 耐 麗 対 置 口 b 崖 地 封 葺 口 c ハザードマ γ プ

口 d その 他 {

⑤まちづ〈り

ロ a ハートナ - ' / 7 プのまちづ〈り ロ b 高齢化社会に向けたまちづくり

ロ c 地域の舗性を活かしたまちづ〈り 口 d 人間サイ ズのまちづ〈 り

口 e 防良性の高いまらづ〈 り 0 1 景祖鴎場行政 口 g 密集積揖地対貰/ 細街路対置

口 h その他 {
〉

【自由置見楓1

ごt : I カありがとうございました.

- 16-



法改正による接道規定の特例許可

中岡光平

神戸市住宅局建築部指導課髭備係長

343 

り決めた通路部分に|測する 協定等を行政カキ刷出し たうえで、許可の

条件として 「中心後退部分を道路状に整備する」 ことが、法的な道

路てな い通路の性能を評イillI してゆく手法の一つだと考えられる 。

法43粂ただし誓きは、次の建築基込釘却泡行規則第10. 粂の 2で定め

る基準に適合している ことカf前提となる 。

(1)その敷地の周囲に公図、官お也、広場等広い空地 を有する こと

一一広 い空地

(2)その敷地が農道その他 これに類する公共の用に供する道( 闘員

l省令基準

建築物を建築す る場合、その敷地は建築基話匂去( 以下「法J とい

う) の道路に 2m以 上接 している こと が必要である 。これを桜道規定

い づ 。 この規定 に適合していない場合でも、安全上支障がな い と

認められる場合には、建築物を建築する ことが認められる場合があ

る。 これを法435長ただし畜き規定という 。安全上支障がな いかどう

かについて、 これまでは建築主事が判断していたが、裁量を伴う行

為である ことから、 このたびの法改正で、建築主事のF儲Eから特定

行政庁( 知事または市長) の許可申IJにな った。

以下は、 この許可の取り扱いについて、本5税漏集委員会で近者邸也

区141i 政庁にアンケ ー ト調査を行った結果をまとめたものである 。

法

令

コ

ー

ナ

ー

4m長Uニのものに限る) に 2m五Uニ接する こと

一一|幅員 4m以上の道

(3)その事知也が、その建築物の用途、規接、位置及び桃造に応じ、

i邸住及び通行の安全等の目的を達成するため に十分な l幅員を有する

通路であ って、道路に通ずるものに有効に接する こと

一一 十分な幅員の通路

大部分の行政庁は許可の基準をすでに定めている 。 これら多くの

行政庁は、あらかじめ建築2住吉会で「許可の基準J につ いて同立を

得ており、申請があればその「許可の基準j に適合しているかどう

かを審査し、迎合していれば許可をする行政庁が多い。 なお、包招

同意湛準または一括同意基準等では、 4 m未満の通路に面して建築

物を建築する場合は、娃築物の用途、階数、構造について jl，l限 を 付

加している行政庁が多い。 また、その 「許可の基準」に迎合しない

ものについては、個別に建築審査会に付議する ことで対応している

行政庁が多し、。

以下は、 4m未満の通路に而して建築物を建築する坊合についてま

l許可基準

l改正法の43条

法第43粂は、昭和34年と平成元年に改正されているが、たfごし:書

き規定の部分については、 一度 も改正されておらず、今回初めて改

正された。

改正前の法43条ただし:書きでは、 「建築物の周囲に広い空地 •• .J  

て、あ ったが、改正法では 「その耳知也の周囲に広い空地.. .. .. J とな っ

ており、また 「安全上支障がな い とき. .. ..J か ら、「交通上、安全

上、 |坊火上及び術生上支障がな い… . j t 砂征された。l'… ・・支障が

ないJ ことを判断する機関 も建築主事から、特定行政庁となり、建

築務査会の同意が善軒先づけられた。

ただし書きが改正され、り出也の周辺の状況と建築物の安全性につ

いて、総合的に日判断をして、許可する ことができるようにな った。

また法第92粂の 2で、許可にあたって不当な義務を諜すものでな

い範囲で、粂f牛を付ける こt ができる旨の規定がされており、申請

敷地の前面の中心tあ呈部分について、道路状に整備する ことを許可

の粂刊ニとしている行政庁も多〈、少しずつ道路を広げながら安全性

の向上をめざ、して、 まちづく りを進めている ことがうかがわれる 。

とめたものである 。

・通路の同意等

許可申請にあたり、「通路」に関す引儲IJ者の同意については、多

くの行政庁で同意害、または同意についての報告書の提出を者窃先手J'

けている。 この同意については民事上の行為てあり、許可申請には

なじまない ことから、同立を議窃先付けていない行政庁もみられる 。

義務付ける( 同意

書 等 の 提 出 を 務

務付ける )

義務付ける( その他)

義務付ける ( 同意書 をとった旨の

報告書等の提出を義務付ける )

53 

合計。 14行 政 庁

「通路」に関する権利者の同 意

- 許可条件

許可するにあたり、多くの行政庁で「許可粂f判を付けている 。

その 「 許可条 ｦ 牛 」 としては、 申 請 ｾ Ｑ 史 地 の前面を整備する こ とをあげ

ている。 また、 f必 回日分を分錯し地 目変更をする ことを「許可条件」

としている行政庁もあり、何も条件をやl けない行政庁もある 。

・後退部分の明示の時期

後退部ゅの明示の11制切については、多くの行政庁て苦慮している

建築と社会 ・1999. 7

図 1

法43条の按道規定のただし書きは、集団規定の概令である知也と

道路に関する規定を性能て判回しようい、うものであり、接部見定

の性能1見定と考える ことができる 。従来、集団規定の一部、例えば

法44粂の 「安全上、防火上、及び衛生上他の建築物の利f更を妨げ、

その周囲の環境を害するおそれがな い.... ..J と認められれば、許可

される規定がある 。 また、法48粂では 「良好な住居の環境を害する

おそれがない 」 と認められ、近隣住民の意見を|首l くための公開

によるな見の聴取 Ｈ 公聴会Ｉを行い、関係者の ｊｾｾ ｊＱＡＮ 剖 ｬｦ ｊ ，、た 上 てゆ ｬ

断をしている 。 これらは集団規定の性古猷見定であり、特定行政庁が

建築務査会の同意を得て、その性能を剤師している。

法43粂ただし書きの基準法上の道路でない通路の性能をどう評

価するか 。 いいかえれば、その部分の担保性と、通路の拡 ｉ ｐ ｾ 整備を

どう担保するかが性能を評価するポイン卜になる 。

一つ には、通路部分の関係者て'ii: IJ定を結んで‘ 担保する方法、ある

いは通路部分を皆て現有とする方法な E の、民事上の手続きてい担保

する )'1i法 し も う 一つ は、その部分ぞ道路状 に主主備 して、物理1的に

分かりやすいものにする方法とがある。

前者 li 民事上の; ¥j 1 J ' 頁であり、行政の関与には限界があり、行政て

有I極的に関与て。きるのは後者の方法である 。|掲 樹 齢l者によって取

l接道規定の性能規定化



後退部分の登備を穀務付ける

後退部分の土地の分筆を義務付ける | |  

後退杭後退鋲等を支給し、その設置を義務付ける

後退部分の整備が完了した冒の届出書の提出を義務付ける I

その他

国答なし

10  9  日7  6  5  

回答率

後退部分を含む「通路J 部分をどう担保するか

4  3  2  
。

こと がうかがえる。

後退部分の強備をした後に許可をする行政庁が l 、整備した後に

ｾｬＧ ｧ ｲ，忍申請を受け 付ける行政 ｊ すがし有償 ｅ 暗証の交付まで ‘に挫 繍する

こ ととする行政庁が 3、建築物の完成までに整備する こ ととする行

政 庁 が 4 、fあ昆部分の分筆 ・地目変更をすることとする行政庁が l 、

整備する こ t を粂件としない行政庁が 2 、その他が 3 となっている。

・ただし書 きの許可の流れ (神戸市の扱い)

いわゆる手i . i 萱て二その幅員が 4m未満のもので、「包括同意基準J

に適合するものについ

ては、許可申請の内容

を審査し、現地を調査

したうえで許可し、許

可通知書を申請者に交

付する 。

整備を 許可 に付す条件

とする ( 整備後に確認

済証を交付する)

聾備を許可に付す条件とする

( 建築物完成 までの整備を義務付ける )

合 計 14行政庁

後退部分の日月示の時期

図 2

整備を許可に付す

条件とはしない

箆備を許可に付す条件

とする ( その他)

法
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( なかおか こうへ L 、)

建築審査会の包括同意

図 3

該当しないもの

該当するもの

居住者自らが行う

住宅の建て替え，

m築 で 2 階 以 下 ，

防火性能を有する

構造の建築物

通路等の幅員が 4m未満の場合図 4

ニュース

対 象 区 域 やIIFr l ' i 全域

実 胞 期 11ft 平成 11年 8 月 1 日より 5 年間

( 検査対象となるのは、平成11年 8 月 l

日以降に建築確認申請が提出された姥

築物)

対象となる建築物 ①木造の 3 階建て住宅( 兼用住宅、長

( 用途、規模、構造) 屋、共同住宅を含む)

②劇場、映画館なE不特定多数の市民が

利用する特例t建築物で、構造は木造、鉄

骨造、鉄筋コンクリ ー ト造など

指定する工事工程 迷築物の構造 ・規模等により異なるが、大

及び検査回数 半の建築物は基礎工事段階と、建方工事

段階あるいは 3 階床の配筋完了時に検

」 一

査を 2 回実施

神戸市で8月より中間検査をスタート

実施する中間検査の概要ネ11
1
戸市てな、阪神淡路大応災てー多くの建築物が倒壊した教

訓と、市内の建築物の状況等を勘案して、 8 月 1 日より中開

校査を実施する 。

政 令指定都市では、検浜市の 7 月 1 日実施に絞いて二番目

の実施 となる 。神戸市が笑施する中間検査の粧 ｾは右記の と

おりである。

*  

指定する建染物は木造 3 階法て住宅と、劇場 ・映画館など

方市F定多数の市民が建築物となっている。

神戸市ではこの中間検査導入などにより、市内の建築物の

安全性自制呆をめざして 「安全で、安心 なすまいづくり」制{説主

してし、< 0  ( 神戸市住宅局建築部)

※ 実施内容は、神戸市の姥築物の中 II¥J検査に附する告示( 平成 11年 6 月

25日 第146号) で定めてL喝。
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- 大先輩に聞く

高橋翫一

たかはし ていいち

1924 中著作民国( 現 ・中国) 青島市に生まれる

1949 東京大学第二工学部総築学可+ 卒

逓信省( 現 ・郵政省) 営繕部設計課勤務( 1956. 04 まで)

1956  武蔵工業大学建築学科助教授( 1966. 03 まで)

1960 株式会社第一工房設立 代表取締役 今 日に 至る

1967 大阪芸芸術大学建築学科主任教授

1995 大阪芸術大学名吟教授

主な受賞

1971 日本建築学会作品: l ' t r佐賀県立博物館」

1979 芸術選奨文部大臣賞「大阪芸術大学キャンパス総合計画J

1982 日本姥築学会作品賞 ・日本芸術院: l ' t

「大阪芸術大学塚本英世記念館 ・主芸術的報センター J

著 書

風景の 'j "の階段( 新建築社)

原風景とし ての 青 島 ( チ ンタオ)

{ 業は青島生まれなんですよ、当時でいう中華民国の。1924年生ま

れて"12歳まで青島にいました。その当時居留民は l 万 8 千人位いた

かな。 これは僕の生い立ちに非常に深〈関係しているんTごけど、背

烏っていうのはもともと 1894年に日神淡争力f終わって、中国が各国

の彼民を受け始めたl時に 1897年にドイツの粗借する土地となって、

彼らはそこに本格的なドイツの近代都市を築き始めたわけ。 ところ

が1914年に第一次世界大l械が始まって、その結果日 :本が青島を占領

することになった。これが信じられない訴なんだけど、 ドイツが来

るまではただの漁港に過まなかった背，lbが、 日本が入ってき たとき

には慨に近代都市として完成されていたわけ。その問わずか16年で

すよ 。

{業は 1924年生まれだから、ちょうどドイツが青島射秘呈してから

56 趨築と社会 ・1999. 7

10玉F後に生まれたことになるんだけど、その後東京に戻るまでの 12

年間の生活、近代者11市生活い、うものが僕の原風景 t なっている。

t にかくすごかったよ、道路は全て完全に舗装されていたし、上下

水道もほぼ安謹に主主備されていた。 その当時のf本験て二僕は都市っ

ていうのはインフラTごということぞ思い知らされたね。だから、こ

れはあまりきれいな話じゃないんだけど、僕が日本に戻ってきて最

初に受けたカノレチャーシヨヅクはトイレでしたよ 。 もう出るものも

出なくなっちゃった侠) 。

僕の父親は中国で電気の供給会社を経営していて、その当時の日

本の生活水準から 言えばかなり高いほうの暮しを送っていた。例え

If、僕がはじめて ゴルフぞゃったのは 10歳の頃だったりするんだけ

E、まあそんなだったものだから日本に来た時のカルチャーショッ

クはそりゃ大きかった。とにかくインフ ラストラクチャーが全くな

ってな L、。

それともうひ t つは、どこまで"1i' っても街だらけfごったこと。青

島で、は住んでた家は海岸のす寸近くで、いつでも海水浴ができたし、

秋になったら森に烏を撃ちに行ったし、冬になれl幻11でスケートが

できた。だから小学牧']1寺代は遊びに夢中て勉強なんでした経験がな

いんだ‘ けど、いこかくまわりには自然が豊富で生活がとても豊かだ

ったわけ。環境がとても良かった。僕に t って青島は夢のような街

fごったね。

建築との 出会 い

父親が電気関係のエンジ‘ ニアだったんで二僕も子イ共の頃からメカ

が大好きだった。モーターをつくったり通信機械をつくったりして

遊んで、たね。だから東京に来て東京市立第一中学( 今の九段中学)

に通った後、どうしても飛行機を勉強したくて横浜高等工業学校の

航空欄ヰに入ったわけ。でもそうしている内に戦争時械を迎えて、

僕は半ばやむなく コースを変えて京大の建築に入る ことにした。

{ 業の父親は青島にいた頃かなり派手に仕事をしていたこともあっ

て、当時建築家をとてもかわいがっていてね。 三井幸次郎い、う建

築家がいましてね、その人のパトロンみたいなことをやっていたわ

け。 自分の会社の発屯所とか自宅とかは全部彼の設計fごし、 三井氏

自身も僕の家の隣に土地を買ってアトリ エをそこに建てた。三井氏

は子イ共がいなかったこともあったんfごろうね、子イ共好きで、当H寺僕

のことを t てもかわいがってくれてね。彼のアトリ エに行く のがと

ても楽しみだった。 まあそういうことや青島での近代都市の体験な

んかがあって建築を選んだ、んでしょうね。

大学1時代は非常にのんびり過ごしてたね。授業なんか I; W. とんど

さぼってた。 それじゃ何をしてたかっていうし僕はかたや文学青

ゆたか

年でもあってね、辰野隆先生の近代フランス文学序説なんかを読

んだり、焼け残った磁の中に世界近代文学全集っていうのがあって、

戦後間もない頃は手に入る本っていうのが他になかったもんだから、

当事侠は片っ端から読んでたね。それで1勝 文学が面白くなったわ

け。だから学生時代は仏文の講義に入れてもらってそっちばっかり

に顔を出してたなあ、そっちの方が而白かったから。

3 人の師

卒業直前になって この先 E うしょうかと考 えていたときに、 当時

教室主任だった関野克先生から突然「君、逓信省へ行きたまえ」っ

て言われてね。でも僕はそのH斡日識も fnJ もなかったからさ、 .f(!!.r/コすe

「逓信省って建築あるんですかj って聞き返してしまったよ 。

でまあるU主受けて逓信省に入ったんだ‘ けど、最初はノド坂秀峰さん

という方についてコンペの手伝いを 4 つくらいやったかなあ。 その

イサ反さんという人がまた天才的な猷筒で、 この後 コンペをどんど

んｾｾってし、〈ん ｦ ごけど、そのコンペを手イ云ったわけ 。 ノ ｦ ー スとか描



いたりして。

その当時の逓信省というのは役所っていう感じは全くなくて、ぶ

らつと顔出してまず畳過ぎになると麻雀やるわけ。 それでそのあと

自分のノルマは夜中までやかけてやればいい。本当に自由な雰囲気だ、

ったね。 それでそのイx坂さんっていう人がまたすごい遊び人て、スポ

ーツマンでね、 i笑は小坂さんから全音|徽わったな。f5t?fr( こ入って 2

年目かな、門司、税目便局っていう木造の大きな建物Jの現場に早速出

させてもらってね、そ こではさんざん水泳 t ダ ン ス を 党 え た 俣

い) 。もちろん仕事も党えたよ、木造の仕口なんかはそ こで全部党え

た。

で、逓信省に入って 4年目に明治大学の夜学の先生をやるように

指示されてね。{ 業は教えるような知識は何も現在いからどうすればい

いんで‘ すかつて聞くんfごけども、 とにかく行きなさいって言 うわけ

よ。 それて滑ったらそこで" t l : ，会ったのカ河可と楓仁l捨己先生。 それ以

来僕は堀口先生の虜になってしまった。堀口先生に惚れて惚れて' 惚

れ抜いたね。僕はいつも水曜日の夜に行くんですけどね、そ こで 6

時から 811寺くらいまでの 211寺聞は E 図面ぞみるわけ。 そしたら堀口

先生が待っていてくれるのよ 。 それで一 緒にお茶の水にある功l排庖

に行ってね、 4 人くらいて布くんだ、けど、そこてゆ先生の講義が毎

週楽しみて。仕方なかったよ 。 それくらいからかなあ、建築がfごんfご

ん面白くなってきたのは。

でも僕は学生の頃は何も勉強しなかったものだから建築について

は何も知らなかったんだけど、当時吉武泰水先生の研究グループ。で

L V  ( フランス誇て、「金曜日」の頭文字) っていうのに入れてもら

ってね。 そこでい吉武先生の話だ t か、いろんな人の話を l:l'i l，、たり、

逓信省の中でもコンペがあったり勉強会があったりして、そういう

ものが百五分車鰍になったね。一応学生の頃から絵( 図面) は描けた

んfごけど( 卒業設計は大学の留め置きになって今ても保管されてい

るそうですＩ、建築における論甜 ｉ ｾ ｝ な部 分は当事伐には理解できな ｌ 、

ことが多かった。でも、吉武先生の考え方や計画論なんかを読んで

いく中で、そういった理論が設計をする上てY れはど役に立つのか

完全には理解て、きないながら、それでもなんらかの手がかりにはな

ったわけ。

fごから僕は今でもいろんな方々に '4" し上け‘ るんだ、けど、僕には先

生は 3 人いるんですよ 。 1人は実学、 言 うならば建築のデザ、インを

教わったのが逓信省て。の上司である小仮秀雄先生。 それから理論、

理論的な考え方の中て¥建築を分析するか法があるとし、う ことを教

わった吉j i ;c泰水先生。 そして心、建築についての心、その奥のi奈さ

を教わったのが堀口捨己先生。僕はそういう意味て非常にラッ キー

だったと忠、ってる 。 これはどんなに速の良い人て。も、僕のようには

なかなかし、かないよ 。 それか ら今でも大変ありがたいと思っている

のは、大学の11寺はずっとデザ、インの こ とをやってきたわけだけど、

最後に梢造の こ とも勉強したほうが良いと忠、って、均Lぅ} ド善勝先生の

研究室に入ったんだよ 。後にも先にも構造のことを勉強したのはそ

の l 年だけfごったんだけ l その時周りにし、た、いわゆる好守ー門下

の人達と コミュニケ ー ションをとれたっていうのは、今の僕にとっ

て-1止重な財産て冶。何でも気管に相談できるわけ。木村{豹彦君とか

にね。 それに僕の同期には大学に残った人も多くてね。沼口先生を

iill じて建築史の先生をやってる人なんかとも知り令いが多いものだ

から、歴史についても隙而もなく聞くことがで3 る。

とlこかく僕I. : J : 人との出会いというなl床て¥本当に幸運だったよ 。

これだけは敢にもゆずれない財産fごと思っている 。

第一工房誕生

IIg和31年からかな、助教授て、、一 人来てはい、ということて撲は武

蔵工大で教えるようになってね。僕は最初から ｦ 町 ｾｲ に Ｕ 年、それか

ら大 学 で Ｕ 年やってそれで‘ Ｇｾｾｴ 立しようと思ってたんだけど、実際は

役 所tこ7年で武蔵工大に 10年いた ことに なるのかな。

大阪芸大の コンペが始まった頃はまだ工大にいたんだけど、その

頃に第一工房をつくった。 H ご名前t::'、けだったけ Eね。第一工房っ

ていう名前の由来はね、建築っていうのは建築家一人の力で出来る

ものじゃないっていう考えが僕の中にはあって、 fごから例え Lf高橋

統一設計事務所っていうんじゃなくて、その頃ブレインスト ー ミン

グっていうのが流行り fごしていたんだけど、みんなでいろんな思考

を集めてスノ叫ラノレを辿りながら思考を一点に集中させていくって

いうかな、そういうグループダイナミックスっていうのを優先しよ

うと忠、ったわけ。 そういう こt でアノ ニマスな、人の名を冠しない

オフィスにしようというのがあった。 それで。第一工房っていうのは

どうたーいっていう こ とになったわけ。

そんななか、大阪芸大のコンペが始まったわけだ、けど、{ 業は武蔵

ココたで教えながらも、その旧t間' t X 然としたカリキュラムの馬鹿馬鹿

しさ、そしてさらにそのカリキュラムに対応していない校舎の配列

なんかにものす ごく違和感を党えていて ね。変な知識とか無かった

ものだから逆に単純に「おかしいんじゃないの? J と思ったわけ。

fごから僕たちは コンペに応募したl時、まずカリキュ ラムを つくると

ころから始めた。今でもそれがコンペの勝因fごと思ってる 。

それからずっ t 僕は芸大て教えながらやってきたわけだけど、結

局僕は大学のハー ドt ソフトをつくってきたわけでやすよ 。て二学生

に対しては何も教えなかった。学z生は{ 業の背中を見ろ と。教えでわ

かるものじゃないしね。建築なんて。

大

先

輩

に

聞

く

若い人達に向けて

実は最近インドに行ってたんで、す。 そこで IA A (I nnovat i ve  

Ar chitecture of Asi a) っていう国| 僚会音義があってそれに出たんで

すけど、そ こで僕がしゃべったのは、建築のデザイン的な思考にお

けるアナログ的な考え方とデジタノレ的な考え方って こし そ れ は 簡

単にいうと、ア ナログ的な考え方っていうのは五感とか感性、それ

は第 6感も含めてね、そういったものが育っていくような感賞作J な

考え方。一方デジタノレ的な考 λ 方っていうのは、当然非常に論理的

であるわけだけれE も、それは勝性によらない、理性的な考え方。

またアナログは連続的、デジタルは不: d ! 統と L、った言 い方もできる 。

そういった思考の概念の上に立って、品丘の若い人達の こ とをみて

みると、アナログな考え方の 1:1"( こ潜んでいる「知恵 ( wi sdom) J と

いったものが欠けているように思えるのね。「知識! と「知恵」はや

っぱり違うからね。知恵は経験、それもまわり道 とも思えるような

経験、例えば遊びゃ道楽といった ことをも経験していって、それを

一つのものに集約させていく、そ のときにι同くるのが女[ 曙fごと思

うんだよ 。今の若い人達にはそういう「知恵」的な考え方を身につ

けて欲しいね。建築をつくるためにはそれがもの凄〈大事fごと思う 。

あと今の若者逮は喧l撃しなくなったね。本当につまらない こ とで

キレたりする一方で¥あらゆるものを許してしまうという逆i刻l';jな

ところがある 。 そこに何lifl 直の$tiit l' 生なんて{更手'1な言葉を当てはめて

それっぱい態度をとってはいるけど、結局何でもありの世界になっ

てしまう 。 日本社会の中てれも最大の問題、多様生い、う名の一般|企

なんfごよね。平均化した社会い、うのは何も生まない、それは芸術

とは全くｾＡ Ｇ ｦ［縁の世界なんだ 。 ｦ ごからそういった社会の中にどんどん

埋没していく自分をその毒からどうやって守るか、そして跳ね返す

か、そういった弾力性といったようなものを身につけてもらいたし、。

i業自身は生きている限り、自分の身に染みついたモ夕、、ニズム、 こ

れをどうリファインあるいは変形させながら、建築を富IJ り絞けてい

くこ とがて3 るのか、 ということに勝負をかけたい t 考えています。

文 ｲｾ :  il'f，1司仰ー ( 編集委員/ 11百和設計) 、河崎敦子( 編集委員/ 竹"1"工務! J i )
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日建設計弘明大谷

Oht ani  
静けさ

ひろぴきし

清涼殿の弘府をはじめとした日本の宮殿建築では、襖の類は音を

出さないように開閉するのが作法で、あったが、人が来るのをあらか

じめ知ることができるように、廊下の床板を釘止めせず、相互にき

しんで鳴るように張った。 これを [ " 1t 張り廊下j と呼び、踏み方に

よって訪れる人の品性がわかる、とい うなかなか高級な装置である 。

磨きこまれた床が人の来訪を音で知らせる

f鷺の声音

素材、技術の源流へ re-approach によって建築の新たなる創造性

に向かうことを企画するシリ ース、第19回は「音」をとりあげ‘る。

建築写真には写らない、見えない「音j 。現代社会にこれほど乱雑

に満ちあふれでいながら、視覚情報に比べて聴覚の刺激に鈍感な現

代人。かつての 日本人は虫の音、風の音にも季節の移ろいをみる、

繊細な感性を誇ってきた。洗練された聴覚によるさまざまな音環境

を探 ってみたし、。

(  [ " 素材と技術カ昔、生み出すdesi gnJ 幹事会)

日常を離れた静寂の世界

素

材

と

技

術

龍のl鳴き音無音の音

室内の天井と床、両側の壁などが互いに平行でかつ反射材料の場

合、拍手の音や足音がこの平行面問で多重反射し、フラッターエコ

ーが起こる 。 日光: i R ! ! 現宮本地堂の天井に捕かれた、飽が鳴くように

聞こえることから、この現象を ["1鳴き龍」と呼ぶようになった。

もし反射面が大きな凹出l面となると、音がその面に沿って滑るよ

うに何回も反射し、小さな声も遠くまで明瞭に聴き取れる 。この現

象を「ささやきの回廊」 と呼び、ロンドンのセント ポール寺院の

大ドームの回廊が有名である 。

現代音楽の作曲家ジョン・ケージに 「沈黙の IJl I ' [4分33秒1J と

いうピアノ曲がある 。演奏家は精子につくと、おもむろに懐中時計

を取り出し、鍵盤のふたを聞け、 一昔 も出さずただじっと時間の経

過を待つ。正確に l時刻が来たら鍵盤のふたを閉じるという「音楽J 。

この| 時間、ホールの空間の静寂の中で、埋め尽くす聴衆は共に過

ごすl時間を、 it 思黙考しながら経験する 。 まことに示唆に富む無音

の空間である 。 日常生活では得られない静けさが心を打つ。

建 築 と 社 会 ・1999. 758 



携帯電話の呼び出し音、 B G Mやゲーム、コマーシャルの乱

舞。延々と続く電車のアナウンス 。街中は音の洪水。便利さ楽

しさの代償としてこんな音環境を我々は甘受する 。情報化社会

にあって視覚だけが先鋭化、その他の感覚、とりわけ聴覚はほ

とんど麻痩状態と言って差し支えない。哲学者ショーペンハウ

エルは「騒音は思考の殺人者である 。」と言った。足拍子の音

歴史を振り返ると、日本人は聴覚文化においても独特の音世

界を創りだし、自然と建築の融合に努力してきた。住まいや街

に聴く四季折々の音は人々のふだんの生活を彩り 、音の感性を

育んできた。空間が与えて くれる 音に耳をそばだたせる 、その

建築手法を私たちはもう一度、昧方に付けなくてはならなし、。

音の創造力、先人の知恵には素附しいものがあった。

能舞台の分厚い松板。演者は床を強く踏んで足拍子を出すが、こ

れを永く持続させるために床板には弾力を持たせる工夫がしである 。

振動による低い音からもっとも低い成分を取り除いて、床の型l きを

かの

よくする働きとして、舞台下に多数の裂が共 l鳴器として用いられる 。

素

材

と

技

術

私たちは様々な建築部材に取り固まれ、それが発する機々な

音にも固まれている 。その音は私たちの「記憶j に様々の影響

を与えているはずだが、この「音j を設計するのは容易ではな

吸音の足りない大会議室のうるさい会話。音が吸われてお組

末なホール音響。信頼の置けない錠前の安っぽい回転音。薄す

ぎる床フローリングの頼りない反発音。逆に音を出さないマン

ションのフローリングというものまで。

つい最近までのポストモダンの時代、巷には視覚情報満載の

デザインが氾濫し、さらなる刺激ある形態操作が行われた結果、

建物は、都市のカオス度をますます助長した。建築ジャーナリ

ズムはその面白おかしいテーザインブームを煽り、着実な設計活

動と繊細な感性を顧みなかった。

建築とは視覚だけに頼るようなプロダクトではない。人間の

感覚を総動員して、その内に身を浸し 、 「体験J する対象だ。

ヒューマンスケールとは 、物理的な大きさのことだけを指すの

ではなく、人の様々な感覚に訴え、 j心み通るものをいうと考え

たい。

一滴のかそけき水音にも意識的に耳を傾け琴の奏でる音にな

ぞらえた先人の、 「ゆかしさ J を取り戻したいと願う 。

手水鉢の下、水琴窟がかそけき音を響かせる

59 

水の妙音

「水琴窟j という大地を器として自然が奏でる装置。地中に埋め

かめ

られた誕の中で水滴が水面を打ち妙音となって、聴く人の心を捉え

る。水i商の音は太古から人類の鼓膜を刺激してきた、生命に| 刻わり

つれれ‘ %ょうずはち

の深い、魅力あふれる音。水琴窟は野路や手水鉢の排水装置として

かめ

き症を逆さにして埋めたのが起源で、創案は江戸時代という説がある 。

したたる水、小さな森羅万象の音が地中からかすかに聞 こえる 。

反響音の余韻を地上に洩らす方法は、庭園技法の最高のものといわ

れる 。ただし辺りには絶対的な静寂さが要求される 。騒々しい現代

に水琴績の技法が衰微するのも無理li はない。



g構造の頁

兵庫県南部柚震では杭基礎にも多くの被害があり、その約70%1.:J:

fi I 油部て発生していると報告されている 九 枕頭部は一般にフ ーチ

ングを介して上昔職造と緊結しているため、 地展I侍に水平力を受け

ると応力が集中して控げる こと、わ訪日:法によ っては杭頭カ ッ ト

オフなどの施工上の欠陥も内在しやすい ことなど力士被害 を大きく

した原因である t 考 λ られる 。 このような被害 を防ぐには、杭の耐

震設計を強化し、耐力 ・変形性能の大きい杭および明快なわt頭按令

法を採用すべきであるという ことヵサ旨摘されている 2) ，3)。

現状の枕頭接合は上昔[1構造との結合を前提とし、 t旭頃固定として

生じる応力に対して、; 杭および基礎梁などを訟明ーする という手法が

標準とな っている 。槻頃固定としているのは、船長はピン接合と考

えられていた接合法( 枕頭を 5 cm程度ア ーチング内に埋め込む・だけ

の接合) でも、杭に軸力が作用すると相当の固定度が発揮され、大

きな曲げモーメン卜が発生する ことが実験により確かめられており、

杭および恭礎梁に対して安全fWJ となるように、杭頭固定として設計

するように規定 4) されているためてある 。設計者は積極的に固定と

しているのではなく 、杭頭接合はピンあるいはロ ーラ一条件が望ま

しいと考えるが、実| 則二はピンやロ ーラー となる接合法がないため、

やむをえず固定条件として設計しているとも 言 える 。

もし、: j ' i ' i j 員接合昔日をピンまたは ロー ラー とする ことができれば、

枕頭部の応力集中が解放されるだけでなく、相互作用により生じる

上部構造の応力も軽減され、何時間被害が腕成するとともに合理

的な杭毛織建物の設計ができるもの t 推察される 。 P/ Rパ イノレ工

法は、 このような考え方に基づいて開発を行っている。
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ピン接合 ローラー接合

図 1 枕頭ピン接合・ローラー接合の概念図

開発中のピン接合および‘ ローラ ー接合の相批念を図 1 !こ示す。ピン

接合l.:J: f，旭員脅11 t フーチンクーとの間に対はtのすべり材( フッ素系樹脂)

を介在させる 。 これにより材¥j 頁部が全方向に回転可能となり、せん

断力は伝達されるが、曲げモーメントは伝達されない構造 t した核

合方法である。ロ ーラー接合1.:J:;t却長苦1I t アーチング間に平板状のす

べり材を押入し、水平方向にクリアランスを設け枕頭部が任意の水

平方向に移動て冶る偽造として、せん断力も 曲げモーメントも伝達

きれない こt を意図した按令方法である 。 いずれも特殊なシューを

杭頭部に取り付ける構造てあり、 このシューは精梁や大スパン構造

の支承音1Iに多〈実用されていて、性能も実証されている 。

杭頭接合部をピンあるいはロ ー ラー接合とする ことで、従来の按

60 建績と社会 ・1999.7

P / 円パイル工法( 杭頭ピン・ローラー接合法)

松尾雅夫

側安井建築設計事務所構造部副部長、工学鱒士

合弁法と比べ、次の利点が生じるものと考えられる 。

① 杭とア ーチング t の結合状態を明確に規定する ことがで3 、設

計上の構造モテツレを可能な限り単純化できる( 杭頭剣牛の l抑制り。

② 枕の杭頭部てゆ応力集中が解放され、地震I侍の杭頭部の被害を

軽減する ことができる( 杭の地震時被害の軽減) 。

針えと上部構造を緊結しない ことで上告防持造と下吉| 精造を分間11:し

て検討する ことができるため、設計イ乍業が簡潔となり合型化 される

ＨＺｪＧｩￌ必 ｾｬｩ 症の設計作業の合理 化Ｉ 。

割 却 賠Hから上官|靴造に伝達される IHl げモーメン卜がなくなるた

め、基礎染などの上耐た迭の部材断町制径滅する ことができる( 基

礎梁など上部構造部材出荷iのil 怪減) 。

倒流E政 ロ ーラー接合とする ことで、杭 t 上音! 職造問て3由民力の

伝達が遮断され、上部時llF造の地震入力が減るいわゆる「免震効果J

が発揮される L上音階造の地混入力の低誠) 。

I p / 円パイル工法在用いた建物の特性

P/ Rパイル工法を採用した場合の4旭鈎邸主物の特性を、地盤の

応答変ｻ立を考慮した杭恭礎建物の静 ｾ ｉ ｻ｝ ー イ本側斤法判こより検討した

結果を紹介する 。外力としては、建物の↑ n性カと地盤の応答変位( 地

民| 時の地盤の動きにより杭が強制力を受ける現象) を考慮した。

解析に用いた建物 ｊ を 図 Ｒ 示す。計算は、杭頭の接合粂 ｩｾ ニＨ固定 ・

ピン ・ローラー) し外力として似性力だけが作用する場合 ι 慣性

力と地盤の応答変位が同方向に同時に作用する場合を組み合わせて、

6 ケースを設定して笑施した。
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図 2 計算建物モデル

表 1 代表点の応力と変位 単位 1111げそーメント ( t f m) せん断) J ( t O，変位{ 四}

解析ケース CASE-1A  CASE- 2A CASE-3A CASE- 1B CASE-2B  CASE-3B 

固定接合 ピン接合 ロー?ー措骨 国定接合 ピン接合 ロー?ー接合

外力粂件 慣性力のみ 慣性力+ 地盤の応答変11

杭頭出J l fモーメント 31.5 
。。 。。

51. 2  0.0 0.0  

GL -8.0mの曲If モーメント 9.6 13.9 0.0 7.8  0. 6  14.5 

GL-12.0m申曲げモ メント 4.6 3.7 0.0 37.7 39.7 43.3 

杭頭せん断力 13.6 12.9 
。。

13.8 12.9 
。。

X3培基礎置の曲If モーメント 32.3 16.4 16.4 42.4 16.4 16.4  

X3端基礎梁のせん断力 9.2 4.7 4.7 12.1 4.7 4.7 

四時位 0.24 0.42 0.00 2.65 2.94 2.47 



一一CASE- I A

-- CASE- 2A 

-一CASE- 3A

力

図

笠

脚

V - CASE- I B 
060( tf m)  r  

] ム 」 卜 ・CASE- 2B

Xl  X2- '- CASE- 3B X3 

慣性カ+ 地盤の応答変位

計算結果の曲げモーメント分布

X3 

計算結果の曲げモーメン卜分布を図 3 に、代表点の応力 ・変{ 立を

表 1 に示す。 ピン ・ローラ一般合法を採用することにより、従来の

固定接合に比べ、』旭頁部の曲けそーメントがなくなるだけでなく、

基磁探の曲げモーメン トも約50%に低減される効果が認められる。

I p/ 円パイルの性能確認実験

P/ Rパイノレ工法の笑杭ていの施工性および性能を碓認するために、

P H C杭 を用いた鉛直水平同時載荷実験を実胞した。今回の実験

は、特殊な鉛直一水平同時 Ｑ Ｑ 設荷主｜Ａｾ主の実施状況や、 P 〆R パイノレ工

法の性能を構造設計関係者に広〈長j ] ってもらう こ とを意図して、公

開実験 ( 1998年10月20日) として実施 した。実験当日は報道関係者

曲げモーメント ( t f . m)

o  5  10 15 20 

-2け 4 ｾ＠ 1 附 I I HH 十tJf ... 1  -21) 4  

iliiiylZ711Llh6  

ＭＶ Ｑｐ ｾ＠ I  品 ｉ ｾ Ｚ “Ｚ品引 い ｟ Ｑ -61) 7  

引 ｾ Ｘ ｪ I  J  .:. I三記"，，1 I  -811 

曲げモーメント (tf ' m)

o  2  <1 6  8  10 

ピン接合杭( 軸力40t f) ローラー接合杭 ( 斡力40tf )

図 5 載荷実験結果の 曲げモーメント分布

一一構造の頁

をはじめ、基礎t芯造の研究者や日 :本建築構造技紳渚1 t J ，会の建築構造

士など 150人を超える設計者が見学した。

実験装置を図 4 に示す。杭は P H C 杭 350φ C極右「採用し、 fIL頭部

でのフ ーチングの回転を拘束するために、試験杭は 2*直列に配置

して、長さ 3. 5m、幅1. 0 m、高さ 1. 0 mのア ーチングで繋げた。F l

フーチングは杭頭接合条件はピンとローラーの組み合わせとし、長

期許容支持力相当の車111力を11お初した状 態て治水平荷重を与えた。 F 3

アーチングは固定とピンの組み合わせとし、水平荷重のみを与えた。

F 3 アーチング実験結果の曲げモーメント分布を図 5 に示す。車111

力によってすべり材にl樹祭力州市〈 id郷 町 、 枕 頭 部 に ザFの曲けモ

ーメントが発生して い るが、いずれの杭も意図した半組員ピン ・ロー

ラ一般合の性能ぞ発揮していることがわかる 。

l開発状況

現在までに、その性fiE制 I僻忍するためのfi '悶Eや実大実験を実施し

た。 その結果、考案した接合法I . : J : 、杭基礎の被害を防くやだけでなく、

その明快な挙到Jにより、基礎と上部t'I識を分間して検討でき、合理

的な設計が可能となるなどの多くの手1].1誌がある こ と、高羽11力下にお

いてもピンあるいはローラ 一条件を満足する こ となど、優れたd性能

を有している こ とヵ可信立できた。 また、 実大実験の成功により、L t .

1J : ' 実用化に 目処がついたと判断される 。 今後は、さらに室内での追

加実大笑験および各種の解t j 'mlワな検討を行って実用化 を進め、 J詣: 冬

的には建築センターなどの公的な罰ヰ耐を取得する予定である 。現在

ｐ Ｏ ｒ パイノ レを使用するには、 ＱＱｾ ｝ｊ［ ｲｪ に建築石ＧＨｾ認申請での説明が必要

となるが、建設省住宅局建築指導諜に相談したと ころ「使用する こ

t に問題はない」との回答を得ている 。

P/ Rパイノレ工法は、と尉 l'建築設計事務所と日本ピラ ー工業カf考

案し 、両社共同て特許申請を ｾ ￯ っ た後、 Ｙ 社Ｈ剣 Ｑ ］ 建築設 ｲ ､ 事務所、

日本ピラー工業帯同C会社、岡部テ ック株式会社、j此化) 泊二業株式会

社、近畿コンクリ ー卜 工業株式会社、大洋基礎株式会社、東洋テク

ノ株式会社、 メL五基礎工業株式会社、ヨー コン株式会社) で構成す

る ｐ Ｏ ｒ パイル 研究会準備 会が 中心 になって、各社協力の下て Ｂｲｾｆ ｉ ｾ･

を遂行している 。木工法は杭濯を問 わず{ 必羽する こ とが可能であり、

製品イ共存会 ・ 施 工 体 ｩｾｉｈ ｪＺ研究会会 員に限定 しているが、設計マニュア

ノレ ・施工マ ニュアノレに基づいて容易に採用できるため、広汎に普及

する こ とを期f寺した い。
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*  

開発にあたりご指導をいただいている近害鳥k学 ・阪口辺教授、東

北大学 ・4少|寸義広教授に) 写くお礼申し上げます。 また、多大な |動力

をい ｴｾ だいた 研 究会会員樹立 ｬ こ ｩ 栄〈感謝いたします 。

・参考文献

1  ) 日* 建築学会近畿支部法従杭造部会 . 兵庫県南部地良による建築基礎

の被て書長 ｊ 司査 Ｎｾ ｉｾｦ タ ｬ 報 告書 Ｎ 1996 .7  

2) 松尾.Jfj扶 ｴ ｴＡｬｚＮ ｾ被害から基礎の両様設計制ヰ考する ｅ 体建築士司端

fifrttl J会連合会，建築士Z同先fi Ji-， pp.13- 17， 1996. 11 

3) 山肩邦男 : 兵庫県南音f I 池袋による建築物わ官長礎の被害の特徴と今後の

タl策，基孤立， V o1. 24， N  0 .11. pp. 9- 16， 1996. 11 

ＴＩ 日本建築センターＺ地震力に対するｾ築物の毛織の締附量 ＱＧ ， 1984 .9  

5) 辻:1s: ー，松尾.J fj f51ミ，小野i変tw. キ! 日野久幸，もす¥je年射す， J 二回栄 杭Ｎｩ￭ｊｬ ｾｬｲ

接合法を用いた槻鑓往物の側内→判断による試算，日本建築学会

大会初側長， pp. 547- 548， 1997. 9 
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超高感度煙検知システム

宮崎太四郎

能美防; . ! 彬栴軍境システム事業部長

288 設備の頁
ゆ

このように、常時空調気流が

室内を循環している施設や高性

能フィノレタ ーを経由して循環す

るような施訟」て1立、空調方式と

空調知涜を考慮したEt視位置で、

普戒エリア の空調気流を多点で

監視する方式と、濃度が上昇し

ない空調知荒中の煙を有効に検

知する感度を併せ持った検知シ

ステムが必要となる 。

超高感度煙検知システムは、 一定の答戒エリア 1.' 去を? スポッ ト的

にEK祝する消防去て定められた自動火災幸除日設備の煙感知器とは異

なり、 I 笹戒エリア を多数のl吸引孔を設けたサンフ。リング配管オ、ッ

トワークで多点監視し、サンプリング官・に接続された超高感度の検

知器て極初期段階の発煙針蝕目する エアーサンプリング方式の煙検

知システムてやある 。

クリーンルームにおける

煙の展開状況

写真 2

(1) システムの概要

超高感度煙検知システムは、サンプリング配管、 これに接続され

る超高感度煙t蝕日総、検知器の詰IJ 御およびアナロク濃度信号を受信

して表示 ・制 11 X する僻問主て還司噌t成さ れる 。

多数のl吸引孔を設けたサンフサング管は、対象室の憐造や空調方

式に応じて敷設場所、形状が決められる 。

サンプリング管に後続される超高感度煙検知器は、自治省令で定

められた光電式スポッ ト型煙感知総の約1/ 1000- 1/100の検知レン

ジて取引知束中の煙を政視する( 自治省令て定められている光電式

スポッ ト型煙感知器の到M乍濃度は、; 煙中を光が通過したときの光の

減衰度合いを示すi府開で規定している 。最も 一散的に使われてい

る2種の公称留M物袋度は、 i成光率 10 %/ mて、あり、超高感度煙検知シ

ステムの検知レンシは0. 01- 0. 1%/ mて、あ る) 。

繁幸随主l立、 J悌日総のアナログ濃度信号を 10段階の減光率煙濃度に

より、 リアノレタイムでノ f ーグラフ表示する t 同時に、予め設定され

たプレアラ ームからアラ ームにわたる 3点の警報濃度が一定時間継

続したときに警報するようになっている 。

サンプリング管

j (クJ ーンルームの4構造により敷設形状を決定) ( 超高感度煙警報盤〕

J  超高感度煙検知器 I  I  ｾ＠
NO-l  

l超高感度煙検知システムの機能と特徴

超高感度煙検知システムは、大量の空調知荒が常時室内を循環す

る施設や、大誌の空調気if ，E が高性能フィノレタ ーを経由して循環する

施設( 電算職室や通信働械室、クリーンルーム等) のように、空調

気j筑やフィノレタ ーのが期段大きく受けて煙の展開性状が異なってし

まう施設や、燃焼の極初期段階の発煙計蝕日しなければならない火

災リスクの大きい各種装置、重要施設等に設置されている 。

lと、のような場所に設置されているか

lなぜ超高感度煙検知システムの設置が必要か

ここでは、大企の笠J府流や高性能フィノレタ ーを経由して空調気

流カ哨環する施設を{ - ¥議官IJ として、設置の必要性を概説する 。

→ l量的な室内における附Y酬 の脚立、燃焼 lこ伴って発生する熱気

流によって天井方向に上昇 し、l時間経過とともに天井商に煙屑を形

成して濃度を高めながら水平展開する 。

このような室内では、一定面積の天井面をスポット的に蚊視する

ことで、初期検知の目的を達成する ことができる 。

消防法て定める自動火災報知訟明i も、一定面積ご との天井面に規

定感度の感知総を I イ|盟主Uニ設ける ことと 規定されている 。 ところが、

'tI!: ti : オ鮭や通信機若涜などのように機総冷却用の空調知mt : が常i刷盾

環している室内では、天井商に煤 層 明f3成されず、空JJ 司釘荒で煙が

希釈、拡散されながら室内を循環し、室内全体に充満してしまう 。

このような室内で

設

備

の

頁

( 1 ) 表示( 各回線ごと)

.  10段階の煙濃度パーグラフ表示

3 段階の火災表示

(10段階の任意 3 点)

(2) 予備電源 10分動作

(3) 移報接点( 無色庄 a 接点)

. 煙警報 3 点/ 各回線

. 検知器機能異常 l 点/ 各回線

主電源断 l 点

(4) 自己診断機能

検知器光学系の光量監視

ー検知器吸引機能監視

システムの基本構成図

は、 t知日が遅れると

高波度の; 樫や有若手方、

スが室内全体に充満

し、初期対応、がほと

んど困難になってし

まう 。写真 1 は、検

知が遅れた; 場合の il.!:

鈷機室の室内状況の

→列を示している 。

次に、大量の空調気;7t が高性能フィノレタ ーを経由して室内を循環

しているような施設ゆIJ えばクリ ーンルームや高性能フィノレタ ーを

備えた電算職室) では前述の施設とは逆に、循環過程て煙粒子がフ

ィノレタ ーで除去され、循環後は室内へ煙が展開しない。特に天井面

から床下方向に空調知荒が流れるダウンフロ ーのクリ ーンルームて

は、循環前の爆も室内へ全〈展開しない。

このような施設は、室内で、は』知江lて3 ないと同時に、空調気流中

の煙濃度も上昇しないので、初期段階の』知日が著しく困難となる。

また、空調気j荒によって展開する脚立、 手出場所や知荒の流れ方に

左右されて一定の挙動を示きない。写真 2 IJ . ダウンフロ ーのクリ ー

ンルームて、室内に煙が全〈展開しない状況を示している 。

に: ご; コ: つ

己士一:どこ卜三j

( 必要に応じて設置)

超高感度煙検知器

NO- n 

検知が遅れた場合の電算機室の状況写真 1

- 火炎代表表示

・検知器機能異常表示

守衛所/ 管理室等

図 1

建築と社会 ・1999. 762 
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天井裏

算機室

↑ - ↑ 一↑ - ↑

笹 報 灯

( 赤色灯、点滅)

書官報レベ Jレ1. 2. 3表示

|予め設定した煙濃度を|

一定時間上回ると警報

ロ亘

区君。

[] i l l @ 

ロロ-

[i l l ; l@ 

ｾ｀＠

[]EiJ ・

[ Qj @ 

C: Q2@ 

CQ] @ 

包ンザ

鎗陣

警報レベ J し. 設定ピン

110段階の濃度のうちi
任 意 3 点設定可能

煙濃度パーグラフ表示 ( %/ m)

( 黄色灯、点灯)

グラフでリアルタイム表示l
l環境漫度を 10段階のパー

センサ正常灯

( 緑灯、常時点灯)

異常警告灯

( 赤色. 点滅)

設
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検知著書設置状態写真 5

クリーンルーム床下リターン系へ

サンプリング管を敷設した例

I  I  ｾ【 ｉ ｾ 圃圃・圃阻・圃圃園田
I  ..!1 f' - 一 !iJI!里 』ー画局面司園田・ーー『電冒

呈= 竺_ < 司ト ・ｾ ｾＮ＠

写真 3

瞥報濃度は、設設環境に応じてt蝕日レンジの; ri包囲で任意に設定で

きる 。 また、超高感度煙検知総の』鉱n機能や、サンプリング管から

のl吸引状態等 吋 l時監税し、異常があ ったときに解員する 。

超高感度煙』知日システムは、基オ寸} 見! 茨をベースにして設世対象物

の規棋 ・構造 ・管理形態等に応、じて、多回線受信機によ って集中監

視したり、少回線受信機をローカノレ配置し、代表的情報のみをセン

タ ー で監視したり、警軒控室の ｦ にｾＧｉ｝を パ ソコンて滑 っ て ｃｒｔ で 一 括

肱視するなどのアレンジがなされる 。

図 1 にシステムの基オ寸持成を、 図 2 に超高感度煙t知 nシステムの

機 能 が 鍛 乃 さ れ る 欝 憾 の 表 示 部 開 す。

(2庖 高感度煙検知システムの特徴

超高感度煙検知システムは、多数のl吸号| 干しにより瞥戒エリア全域

の空気をサンプリングし、 サンプリング空気'1' の燥を超市感度で監

視することを特徴とした煙』蝕 ｾｬ システムである 。

多数のl吸号|干しか ら監視エリア の宅気を検知誌に導〈 こt により、

検知器は政境の平均濃度を出力する 。 また、 l吸引空気は;煙粒子より

も大きい臨壊を除去するフィノレタ ーを介して』他日総に導かれる 。 こ

れらの効来て、局戸刷同] 要因による非火災報が防止され、日感度監視

ｾ可能にする 。 さらに、多点断枕することで信市 ､ｬ に釆 っ て展開

するような挙i l l . 1Jの定まらない濃度の薄い;臨を確実に捕 らえる ことが

ていきる 。

超高感度煙』蝕口器はスポッ ト型畑! 感知総のように検知 l部の「直近 lこ

煙流入 11が|非l口している構造ではないので、外光による誤作動もな

図 2

警報盤の表示部

なものにすることがますます 重 要にな っ ている 。 火災引象 ｉ ｊＮ、主ｾ築

物や施設の変イヒム進歩に宇l'い刻々と変化している 。検知| システムも、

これに伴って草色えず見直きれなければならない。

本主 ｉｾ ， ｩ ては、 主 に大立の空調気流や高性能フィノレターが存花する胞

設を対象に、超高感度煙検知1システムの必要性や設置例を紹介した。

煙濃度が上手1-しにくい施設や、極初期段階の手慨を「検知しなけれ

ばならない火災リスクの大きい装置や施設は、 これ以外にも数多く

存在する 。超日感度煙検知システムの特徴が生かされ、さ らに新た

な対象物へ適用が拡大され、多くの施設に導入が進め られることを

念:J，mする 。

メタルクラッド盤を監視した例写真 4

サンプリング菅は数E i mの管長まて1長続できるので、検知総の設

置場所に制約がなく、監視対象エリアに入れない場所や、点検が困

難な場所、長大な施設などでも森易に政視できる 。

l超高感度煙検知システムの設置例

超高感庇回数日システムは、そのrF微を生かし多くの施設で導入

されているが、 ここ では代表的ないくつかの設置例を図 3 、 4 及び

写真 3 - 5て事召介する 。
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寺西浩介

錘淵化学工業側液状樹脂事業部

タイル張り用弾性接着剤

212 
ゐ施工材料の頁

lこれまでの取り組み

変成シリコ ーン ・エポキシ樹脂系抑性抜行剤の外装タイノレ張りへ

の展|井lにおいては、接着剤メーカ - 6社 ( 表 1) U :. もに「サイリ

ノレ会J を組織し、大手セヌ、コン各社や大手タイノレメーカ ーの指導を

仰ぎなが ら、各種耐久性試験や屋州 ｬ 暴露詰 Ｎ ｾｾな ｅ の信頼性ｾｾ免を実

施するとともに、普及活動に努めてきた。

また、平成 Ｕ 年度から Ｗ 年度にかけて弘ｾ設省、悲劇 ｩｊ ｦ 究所を中心と

した姥設省官民連帯共同研究「有機系J表者剤を利用した外装タイ

ノレ ・石張りシステムの開発j に参画し、信頼性データの取得や胞工

要領の検討を行った。 その成果として品質基準や工事標準仕綴告の

提案がなされており、建築工事盟主理指針( 平成 9年度版) ( こも争IJ 落

防止工法のーっとして紹介されている 。

l今後の展開について

タイノレ張り用の弾性核才市IJ が商品化されてから既に 10年以上の

こ刻表ができた。サイリノレ会て、の活動を合め各社の努力によって、外

装タイノレ猿り用接着斉IJ としての市場での認知1度も徐々に上がってき

ているものと思われる 。

しかし、昨今の建築市場においてはモルタノレに比べて側格のおい

『単位般若剤を使用することカ ｩＧｉ￟Ａｾ しい場而も噌えている 。

コストダウンが今後の初也と認識してし、るが、 まずはモノレタノレで

は張れない、あるいは不安のある部位( 金属や F RP下地、変位や振

ill . 1 J のある昔日位など) から採THいただきたいと考 λ ている 。

また、 21世紀のタイノレ張り工法として安心して野性桜折剤をイ史用

してT貞けるよう、イ詳貫性データの蓄積や ]ASS等の標準仕校担: への

記載をめざしたい t 考 λ ている 。

lはじめに

現在の外装タイノレ猿りにおいては、セメントモルタノレ系材料を用

いた工法が一般的に行われている 。 この工法は耐久性や接着強度に

優れている反面、施工が不適切であった場合には争IJ自uや争IJ落の危険

性があり、日常的に数多くの不具合が発生していると L、われる。

タイノレ業界においては正しい施工法の指導や工法の開発等の努力

を行ってきているが、将来的には現時木工の確保が困難になると予犯、

されており、安全性 ・施工性に優れた新しい工法の開発が求められ

ている 。

l弾性接着剤の概念

当社が開発した変成シリ コー ン樹1I旨( 商品名 : サイリノレ) を使用

した5単性被;('1: 斉IJ は州民て反応硬化し、その石町ヒ物は広い温度城てゴ

ム状弾性を示す。 さらにエポキシtMJI 旨を組み合わせる ことによって

ゴム弾性と被着強度のバランスに優れた性能を発現する。

こ の コ ーム状 ｾＱｾ 性体が応力を ｬ 吸収 ・ 緩和して、さまざまな条件に対

して変化の少ない安定した接着力を椛凶呆することができる 。

lタイj レ張りへの適用

按着斉IJ によるタイノレ張り工法は、内装タイノレ張りは既に確立され

ている。外装への述U羽については耐久性や防耐火性等に |刻するテ、、ー

タが不足していたためにーー赦 lこは行ーわれていなかったが、 「変成シリ

コーン ・エポキシ樹脂系51ii' 1全接着斉IJJ の登場により、戸建住宅 ・タ

イノレパオ、ノレ ・ 改修工事への適用 ｚ 川 ｾｉｊ も増えており、新しし、外装タイ

ノレ張り工法としての期待が高まってし、る。

施

工

材

料

の

頁

こうすけ)( てらにし

l主な特長

特( こタイノレ ・石張りへの適用にあたっては下記の特長があげられ

表 1

社 名 1 液タイフ. 2  i夜タイプ

コニシ鮒 ポンドエフレ y クス 170 ボンド EMS- 20

サンスター技研(附
ペンギンセメント 2600

積水化学工業側
エスダイン戸680シリーズ

セメダイン側 セノダインタイ l レエース セメダイン PM400

(mタイノレノント タイノレメント ME-03 タイ J レノント ME-Ol. 02 

t北浜ゴム鮒 C セラー I C セラ 一日

る。

1 ) コンクリー卜 ・金属 . F RP等の各種材料への広範な按芝j"性

ＲＩ 広範な ￬ Ｑｩｬｊｊｴ範闘や劣 化促進 言 ｩ ｾｾＧ も安定した接着特性

3) テV フアレンシヤノレム ーブメン卜等の変位に対する追f定性能

4  ) 地震や台風などの外的な振動、衝撃を l吸収する

5) 部材の膨張、収縮の応力を緩和する

6  ) 害IJ れやすい薄型の石材、大型タイノレ、ガラス径一装材の桜者

7)  1液化も可能で作業が容易

8) 無溶剤l

鎚出| 化学工業株式会社

サイリル会会員各社

建築と社会 ・1999 ，7
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防 災 編

意匠設計者のための防災設備の要点目

スプリンクラー設備- 2 一
由上雅章

ヤマトプロテックl

lスプリンクラー設備のシステム構成

. ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 ( 湿 式 閉 鎖 型) の 構 成

水 ｩｊｾｬ 、配管、力 ｮ 圧送水装置、白羽 ｊ 答報弁Ｈアラ ー ム弁Ｉ、末端指｜ＮＡ験

弁、送水口、有ｉ￬ ｉｉｊ｝ 散水栓、布 ｬ￬ｬｬＩＩ 高架 Ｗ ｝Ｇｱ￭ ｾｩ 等 により附求します 。

空気呼入弁

¥ 

主管

排水管

図 1 スプリンクラー設備( 湿式閉鎖型) の系統図
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. スプリンクラー設備 ( 予 作 動 式) の 構 成

*i 服 、 配 管 、 加 圧 送7)( 装 置 、 子 作 動 式 自 動 省 報 弁 ( ア ラ ー ム 弁 ) 、

コンプレッサ 一 、末端試験弁、送水 円 、相 ｮ 助 Ｔ 故水 栓、有ｉ￬ 似 ｊ ｾＧ ｾ Ｙ ル 附 ａｩ

等 に よ り 構 成 し ま す。

なお、補 ｬｬｪ｝ 散水栓を予作動式ンステムに組み込む［場令は、 ｩｾｾ 式閉

鎖型の自主 ｉ Ｉ ｾ 特 長弁を白 ｦｦｩｪ Ｉ 瞥報弁の 一 次 ｦ ｊＡｬ ｊ 自民＿より予知岐し、 別 系統に

て 設 置 し ま す。 ( ゆかみ まさあき)

- スプリンクラーヘッド

l止ヘッドのデフレク

ターと取り付け函との

ｾ￪ｊ置を ＰＮＳｭ 以下とし、

取り付け面より 0. 4m

以上の梁またはたれ壁

等によって区画された

剖ち予ごとに設けること.

ｾ＠ たれ壁等方情J v) I J 種

審物になる場合はそ

の剖ち予から右記の離間

ｾ￪ｊｬＱｉＮを取ることＮ

・ダク卜棚等で 1. 2m

比ι上の幅または奥行き

がある場合I; t . その下

にヘッドを設けること.

図 2

スプリンクラーヘッド

- 離間距隠

H( 醐 ) L( ""，) 

日- 100 750以上

l∞- 150 1∞日以上

150- 300 1500以上

巻出し配管

- 巻き出し配管I; t . 固定金具を使用し、私利形鋼に堅

固に取り付けること.

図 4 スプリンクラーヘッドの 取 り 付 け 位置

- 露出配管にヘッドを取り付ける場合は、ヘッド取り付け用チーズまたはエルポに直後上向き裂へ y ドまたは

下向き型ヘッドを取り付ける。

・隠ぺい置E管で天井下にヘッドを取り付ける方法I; t . ヘッド先付け侠井ボードを張る前につける) またはヘツ

ド鮒寸け( 7 C 井ボードを張った後に付ける) がある.

巻き出し配管

J  

図 B

図 5 巻き出 し配管画定

下図のように送水口 I; t . 地盤面からの

高さが0. 5m- 1. 0m以内で、消防自動

車力容易に媛近できる位置に設ける。

排水弁

( オートマチック ドリ y プ

が望ましL 、)

図 8 送 水 口
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GENERAL BUILDING RESEARCH CORPORATI ON OF J APAN 

想 日本建築総合試験所

干 565- 0873 吹田市藤白台5- 8- 1

業務時間 9  :  ＰＰｾＱＷ＠ :  15 

試験事業者認定制度 ＨｾｎｌａＩｉ こ基づく「試験事業者」の認定取得についてＨお知らせＩ

日* 建築総合前段所本所li 、平j戎11年 4月 9 Ｑ ＳＱ ， Ｑ で ｾ ｜ｊ検事業者認定 ＱＱＱＱＱＱ Ｎ立 Ｈｊ ｎｌａＩ に 基づく「試験卒業者 ｕ t して通商産業大臣から認定され

まし? こ。

平成 9年 9 月に施行された仇モ工業標準イり去に基づく試験事業者

認定制度は、 ]apanNat ional  Laboratory Accredi tati on system 

( ] NLA t 略す) と呼ばれ、非折定品目( J IS マーク表示の対象と

なっていない品目) の ]I S の規絡に定められている 語t験を適切に実

施する技術能力を試験事業者が持っていることを通商産おた臣カTIE-

定する制度です 。 こ の制度は、 ｾｉ ， 指定品目の製造者が製造する製品

について ]I S規絡に適合していることを自らが宣言する こ t を促

進する こと 、また、国際的な"One-Step-Testi ng" (一度の註切実で

世界中どこでも受け入れられる状況) の実現に寄与することを目的

t して設けられました。

] NL A制度ては、認志機関となる通商産業た臣が国境号基準である

IS O/ IE CカY ド58 (]IS Z  9358) などに基づいて、試験事業者が

IS O/ I ECガイド25 (]IS Z  9325) の要求事項に適合しているかど

うかを審査. し、認定します。具体的 には、副殺事業者の品質システ

ム、主 ｾｖ ｩￍｉｩ設 ・ 機器などが適切であるかどうかが書類審百 ・ ち＿ｊ 也 審

査や技能試験 ( Prof ic iency test) の結果に基づいて判定されます。

。庄由。

当ｾｾ貴所Ｈ本所Ｉでは、 こ れに対応するため、以前より構築して

いた品質システムの見直しを平成 9年度末より開始しておりました

が、平成10年 5 月に建築材料分野の認定区分が公表されたのを機

に、具体の準備作業に取りかかりました。 そして司幼前が終了した 12

月下旬、建築材料分野 7 区分、金属材料分野 1区分、化学品分! 野 l

区分の計 Ｙ 区分につ ｌ 、て認定 Ｑ Ｍ ｬｬ ｡ｬ Ｇ Ｑｻ ＧＺ を提 ， ｴｬ ｾ ，し、 2 月下旬に加也街均一

を受けました。

審査の結果、申請区分全てについて要求司王項を消jたしていると認

められ、 4 月 9 日付て認定書が交付されました。今回認定された範

囲は表に示す認定の区分のとおりです。4' 後これらの試験を笑施し

た［場合、 ｝ ｎ ｌａ をデザ 、 インしたｾ削 Ｇ｝ ＱＱ の標章ＨロゴＩの入った認［馬鮮民

告主ーを発行する こと ができるようになりました。 このロゴマ ークの

下には 当 ｾｾ貴所木所の認定 ＺｴＺ Ｑ 工業者番号である“ ｌ｝ｐＱ Ｍ ｚＹＰ ＱＱ Ｙ ｝ｐＢ の

文字力需巴|賞されます。

66 建築と社会 ・1問 7

当主t島知rrては、全ての試験について方、イド25に基づ いた試験品質

システムを適用しており、考証100%の運用を目指して努力してい

ます。また、今回 ] NL Aの認定1.11請をしなかった区分についても順

次埜備を進め認定を取得する予定ですので、どうか当主U験所をご利

用裁きますようお願い申し上げます。

なお、 ] NL A についてのお1::1 ｾ、合わせは、品質保証苦 ｦｬ ，ＧｩｩＧ，Ｑｲ官型車

へご連絡 u. ごさい。

T Eし 06- 6834- 7916/ F AX 06- 6834- 0565 

E - Mail h- y amamot o@ gbrc.  or・J P

ぬ
¥._ノ

試 験 事 業 者 認 定 曾

財 団 法 人 目 串 建 築 総 合 試 験 所 敏

エ 震 曙 準 化 連 軍 5 Ｗｾ 昏に曇づく杭賄事ＺｬｬｴＴｬＧとして、 ｔｴ ￫Ｎのとおり阻定するＮ

平 且 1 1 ，fJ:. 4 J:1 9 自

i且 甫 鹿 輩 : J < 匡 与 謝 野

te. 

回%拭職事省電4 1 ' 盟s'J ・+ L J P 1 - Z 9 0 1 1 9 J P  
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認定の区分

「一一一一一一一「一一一

分 野

長I!

日本工業規格の番号、ｴ，ｾ司、

]I S  A  6501 建築用構成材( コンクリ ー 卜壁ノ f オ、ノレ)

]I S  A  6503 建築用術1伐材( 鉄鋼系壁ノ叶、ノレ)

]I S  A  6504 建築間構成材( 木質壁ノ叶、ノレ)

]I S  A  6516 li うろう鋼板壁ノサ、ノレ

]I S  R  3204 網人板ガラス及び線入板ガラス

JI S  R  3208 熱線l吸収板ガラス

]I S  A  6512 可動nn仕切

]I S  A  5451  ロックウールシ ー ジングt反

JI S  A  5703  内装用プラスチック 化粧ボード類

JI S  A  5102 天然スレー ト

]I S  A  5405 石綿セメント円筒

]I S  A  5411 テラソ

]I S  A  5451 ロックウールシージング板

]I S  A  6202 コンクリー卜用膨張材

]I S  A  6204 コンクリー卜用化学混和剤l

]I S  R  5210 ポノレトランドセメン卜

]I S  R  5211 高炉 セメン卜

]I S  R  5212 シリカセメン卜

JI S  R  5213  フライアッシユセメン卜

]l S  A  6202 コンクリート期膨張材

]I S  A  6204 コンクリ ー ト用化学i昆和剤

]l S  A  6205 鉄筋コンクリ ー ト用防せい剤

fJ 材、コンクリ ー トi昆和材及び I ]l S  A  6206 コンクリート月1日炉スラグ微粉末

セメントの化学分析試験 I  ]I S  R  5210  ポノレトランドセメント

JI S  R  5211 高炉セメン卜

]I S  R  5212  シリカセメント

]I S  R  5213  フライアッシュ セメント

。正由。

試 験 方 法

防 ・耐火試験

品li . 燃性試験

材料強度試験

5長

』オ

料

分

野

気密 ・* 密 ・耐j風圧試験

JI S  A  4714 硬質塩化ピニ ノレ製内窓用サッシ

]I S  A  6501  建築朋構成材( コンクリー卜壁ノ叶、ノν)

] IS A  6503 建築朋桃成材( 鉄鋼系壁ノけ、ノレ)

]I S  A  6504 建築月1構成材( 木質壁ノ叶、ノレ)

]I S  A  6505 姥築用構成材( コンクリ ート 床ノ叶、ノレ)

]I S  A  6508 建築問椛成材( コンクリ ー ト屋根パオ、ノレ)

JI S  A  6509 建築用構成材( 木質屋綴ノ叶、ノレ)

JI S  A  6510  建築用構成材( 鉄鋼系屋根ノ叶、ノレ)

JI S  A  5001 道路期締石

]I S  A  6204 コンクリー卜用化学i足手I仰l

]I S  R  5210 ボル トランドセメント

JI S  R  5211 i. 百炉 セメント

]I S  R  5212  シリカセメン ト

JI S  R  5213  フライアッシュセメント

]I S  A  5526 H 型鋼ぐい

]I S  G  3108 みがき体鋼 j閉一般鋼材

' 白材試験

セメント及び i良手n斉1J ( 材) 試験

金

分 野 | 材 料 引 蹴 験

聖子料

験

h

t

、

-
一

語一

円

耳

切

日

J

の

止

が

J

2

η

d

 

A

b

n

1

 

子
1

J

 

，
F

，

 

化

学

品

分

野

]I S  K  6919  繊維強化フ。ラスチック用液状不飽和ポリエステノレ樹脂

]I S  K  7011 構造用ガラス繊維強化プラスチック

]I S  K  7012  ガラス繊維強化プラスチック製耐食J l i' 柑l

JI S  K  6717 メタクリノレ粒JJ ltll oc形材料

JI S  K  6719 ポリカ ーボ";j、 ー卜 成)1芦材 料

] IS  K  6746 プラスチック i lHll!棒

] IS  K  6784 硬質ポリ Jjit 化ピニノレ製災)1安材

]I S  K  6785 liJ J ! 質ポリ塩化ピニノレ製窓枠用形材

]I S  K  6873 ABS 樹1m板

] IS K  6897 四ふっ化エチレン樹脂パイプ

]I S  K  6780 耐圧ポリエチレンリブ管
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東E 合成株式会社

本 庖機能製品事業部東京都港区西新橋卜 14- 1

TEL03-3597-7341 / FAX03- 3597-7297 

大阪支庖機能製品グループ大阪市中央区平野町3-6-2

TEL06-6203-3178/ FAX06-6203- 3250 

多 機 能 ・無機複合アクリ ル ゴム

ポリマーセメン卜系塗膜防水材

アクリテy クス
新建材の頁

び 3 には、府1) 毛及びローラーによる施工例をそれぞれ示す。

表 1 には、アクリテックス| 坊水材のイ士糠と下地ひび割れ追従性を

示す。葬1¥. . 紫外線などにより劣化を受ける部位に使用する場合には、

f糸護イ土仁材を併用し、| 坊y同オのf* l 護を行なう 。図 1 には、下地ひび

害1) れ発生下でのアクリテックス防7財オの透水量を示す。 アクリテッ

クス防y同れま、クリ ーア状態においても 1 - 2mrr程度の下地のひび

割れて1ま塗膜の『雌rrがなく、更に、ひび筈1) れ発生下て‘ の透水量の変

化がほとん E ない ことか ら、良好な防水性を有している ことが分か

バル コニーや小規模な屋綴で納まりの複雑な部位には、従来から

到 ｪ 英防 Ｗ 同オの使用力溜まれてきた 。 しかし、 主 主 ｊｲｾ 防水材は施工のバ

ラツキや防水性能の信頼性の点から、| 坊y同4 としての認知度は低〈、

ごく軽微な昔日位のイ却下lに限定されてきた。

アクリテックスは、水性ポリマーエマノレションと無機質水硬性材

料を現場て混合して施工するポリマーセ メン卜系出l英|坊y財オに位置

日本建築協会建材委員会

l はじめに

る。

塗j)莫防y同オの品質はその! 山平に依存するため、アクリテックスに

ついても十分な膜厚管理をする 必要がある 。 アクリテックスの) 良厚

管理1. 1 . 、施工中の材料使用数量の管理及びウェッ トシックネスゲー

ジを用いる方法以外に、 写真 4 に示す成目立; 後に非破壊で測定で‘ きる

スプリング式ゴム硬度計を改良した簡易的な管理方法を検討して L 、

る。 この方法によると、大而積を管理する場合には、加圧商にイン

クを付者させてi Hl) 定箇所の目視管理( 写真中の丸印) が可能となる 。

十l・けられる 。高性能なアクリノレゴムポリマ ーの開発 t 配合設計技術

からなる卓越した成JJ英性、接者|生、下地ひび割れ追従性( 防水性) 、

耐久性により、安定した施工品質の石制呆を可能とする汎用性の高い

|坊7J q，r である 。

徴l特

表 2 に示すようにアクリテックスの適用部位は多岐にわたってお

り、パノレコニ一、パラペット、 二重床、 ー肯定7J c 宇佐、汚材皆、地下外

壁、サッシ ュ回りな どの|坊* に仮調する こと ができる 。ノレーフバル

コニーなどの屋外て下階に居室がある場合には、耐久性を踏まえた

適用仕織の最適化と 施工H寺の品質管理1を十分に行なう必要がある 。

なお、屋上については、アクリノレゴム茅屋根塗膜防水材「アロン コ

ー トS QJ を推奨している。

アクリテックスによる防水工法は、プライマ一、アクリテ ックス

l伽 同イおよび保護イU ニ材からなり、これらの選定によってあらゆる

施工部位および要求性能に対応することができると共に、これによ

り最適な防水設計カ可能となる 。

l適用部位と仕様

アクリテックスは、柔軟性、同; j ' f l柔性、市; tJc性などに優れたカチオ

ン'性アクリノレゴムエマノレションぞイ史用している こと から、ポリマ ー

セメン卜系自民| 坊y帥4の中てι 、卓越した下地ひび割れ造能性を有

する t 共に、按者性、耐久性とコストパフォ ーマンスに優れた塗j)英

防水材である 。又、* 系仕様で' f J ; ltJl に自己息した材料設言|であり、適

用苦11位に応じた施工労法 M土七げを選定する こと ができる 。

i防水材の種類と使用方法

アクリテ ックス防7J q，r(こは、 ーづ般グ レー ドの「アクリテ ックス AT

-SJ  1: I吉i弾性ク、、レードの「アクリテ ックス AT - HJ がある 。「アク

リテ ック ス A T- SJ は、カチオン' 性アクリノレゴムエマノレション「ア

クリテ ックスペースJ H! 崎 断 水 刷会材料「アクリテックス S セッ

ターJ ぞ等立混合するものであり、通常想定されるひび割れに対し

新

建

材

の

頁

アクリテックスは、プライマ ー及び保護f土上材の穏類と組合せに

より、様々な機能を付加し、幅広い防水用途に展開する ことが可能

である 。今後ポリ マーセ メン 卜系塗J)英|坊7] v材の信頼性の向上 t 更な

る汎用化が望まれる 。 ( 猪野達雄/ 建材委員)

l今後の展開

て追従し、 3.5mmの下地ひび寄1) れ追{ 定性を有する 。又、 「アクリテ ッ

クス AT - HJ は、アクリテックス AT - S 1 : 積肥，させて{ 史用するも

のであり、より高度な下地ひび割れ追従性が要求される部位に適用

し、 4.5mmのひび割れ追従性を有する 。更に、同拾お亙し疲労性などが

要求される場合には、補強材を? 抑入する 。

これ ら の防 Ｗ ｊｱｾは、 ｩ 次ｻ Ｎ Ｉけ、ローラ一、刷毛あるいはこてにより、

j写さ 1 - 1. 5mm干由主に胞工される 。写真 1 に示すように、大面積に施

を行なう場合には、 l次付けによる効率化が可能である 。写真 2 及

アクリテ ックス防水材の仕様と下地ひび割れ追従性

標準仕様 市機fiE仕様

l  

A T-S  A T- H  

2.0kg/ m' 1.5kg/ m'  

アクリテァクス

A T-S  

|坊水材の仕様 2  

0. 9kg/ m'  

I1英!平 (mm) 1.0  1.2  

- 20.C  
3.4 5.2  

温度依存性 20.C  
3.5  5. 7 

ひび割れ

60.C  
1. 7  3. 2 

追従的

メッシュ押入 8.8  
(mm) 

5.4  

保護モノレタノレ打設 2. 7 4. 0 

ウエザー30001時間後 1. 3  2.1 

;l { 防水材の1:1:織は 塗装順序を 示す

表 1

アクリテ ックス防水材の吹付けによる施工例 (水種)

建穏と社会 ・1999.7

写真 1
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アクリテックス防水材のローラーによる施ヱ例 ( ノf ラペット)写真 3アクリテ ックス防水材の刷毛による施工例 ( サ ッシュ回り )写真 2

新

建

材

の

頁

アクリテックス AT- H

2.0  

; 05  水 ( 水頭高さ 250r判m)

+  

3.0  2.0  

下地ひび割れ幅 (mm)

1.0  
。

。
漏斗アクリテックス

ひび割れ発生下での透水性 ( 防水性)図 1

適用部位と仕様

用 途 音11位仔IJ

仕 様

プライマ 一被l |坊水材 保護仕上材

屋 外 パラペァ卜、プーノレ

溶剤l系エポキン樹脂プライマ ー 2  i! )(i 容斉IJ系アクリノレウレタン樹JJ[; 塗料

一般塗装
( 強イヒフ。ライマー) (QDカラ ーAU)

仕上げ

屋内

水系エポキシ樹JI旨プライマ ー 2 i ! ) ( 7 / < 系エポキシ樹脂塗事|

一般水機、二重床

( * 性フ。ライマー) ( QDカラ ーWE )

草主 軽歩行仕上げ 屋 外 ベラン夕、、小屋根 溶剤系エポキシ樹脂プライマ ー

骨材入り水系アクリノレ樹JI 旨塗事|

アクリ ( F T )  

ノレー フバル コニー 、

テックス

2 i!主 j為斉IJ 系アクリノレウレタン樹J l iii 塗料

出
歩行仕上げ 屋 外 溶剤l系エポキシ樹脂プライマ ー S 仕 様

屋外廊下

まTこは

FT +SQ( DX) カラ ー[ ゴムチップ入り ]

耐食仕上げ 屋内 雑排水槽、排水槽 水系エ ポキシ樹脂 プライマー

H S仕 様 2  i削 !I，f : 溶剤系エポキシ樹J l i ' i 塗事|

( NE )  

仕上材なし 屋内 = . m: 床、一般水槽 水系エポキシ樹脂プライマー

非
タイル仕上げ

屋内 室内、 エ ントランス 水系エ ポキシ位' f JWi プライマ ー

露 な E 屋外 サッシュ回り 溶剤系エポキシ樹脂プライマ ー

{呆談モノレタノレ ・コンク リー ト

出

埋戻し 屋外 地下外壁 水系エ ポ キ シ樹J l i ' i プライマ ー {呆殻モノレタノレ、 ンー 卜など

表 2

69  

※ ｬ 上紀以外のプライマーとして、鋼板防 ｾｩｾｭｩ 存ｊＧ￭ｬｊ系エポキシ樹脂プライマーＨ防鈎プライマーＩおよび下地調整兼用 ｭＮ 澗而 ｊ ＡｊエポキシポリマーセメントモノレタルＨエポモノレＩが

ある



[ お知らせ] n f o r ma t i o n  

「第19回大阪都市景観建築賞J 募集 環境・エネルギ→憂良建築物マーク

美しくイ回全と風格のある まちの景観づくりを進めてい

くために、周辺環境の向上に資し、かつ景 観上優れた

建物やまちなみを表彰する「大阪都市景観建築賞」の

推薦を受付けている。

審 査 員 浅 野 満 男/ 今井範男/ 岩井E朱恵/ 紙里子佳人

/ 七字祐介/ 高橋叡子/ 徳田二美郎/ 速水

1998年 7 月末までに完成したもの。 働住宅 ・建築省エネルギー機構 (山 口信知里事長) は

推薦方 法 推薦用ハカ'キ (官製ハカ'キにて可) に、推 3 月4 日から 11.業境 ・エネルギー優良建築物マーク表

薦物伽〉名称、所在地完成時期、推薦理 示制度」をスター卜させ、 4 月20日までに申請のあっ

由、推薦者の氏名、 i郵 銑 住 所、電話など た物件を第 l 次申請分として審査( 松尾陽委員長) し、

を記入のうえ送付。 マーク交付証及びマークを交付した。

受付期間 ＱＹＹＹ 年 Ｗ 月 Ｑ 日 附 ｾ Ｗ 月 ＳＱ 日 出 向マークは、室内環境水準を確保のうえ、一定水準以

久夫/ ぺルナルド ・力卜リ ッセ/ 増田昇/ 発 表 1999年 11 月中旬予定 上の省エネルギーI生能を有する建築物について、その

松村慶三/ 宮井市太郎/ 安岡崇志/ 山下弘 入賞作品関係者への通知をもって発表とす 表示を行い普及促進を図る ことに より、建築物におけ

/ 吉川1導教 る。 る環境負荷の低減を推進することを目的としている。

賞 大阪府知事賞/ 大阪市長賞/ 大駒存建築士 表 彰 式 1999年 12月開催予定 申請についての問い合わせは、同機構建築研究部

会長賞/ 特別賞/ 奨励賞 問 合 せ 大阪都市景観建築賞運営委員会 (TEL03- 3222- 6693、FAX03- 3222- 6696、〒 102-

対 象大阪府域内の建物及ひ建物を中心としたま 干540- 0011 大阪市中央区農人橋2ート 10 0084 東京都千代田区二番町4一昨目互二番町ピル) へ。

ちなみ一 一 建物 ・ ＱＹＹＵ 年 Ｘ 月 ｾ Ｑ ＹＹＸ 年 Ｗ

月末まで に完成したもの/ まちなみ.

大阪府建築士会内 第 l 次 11.葉境 ・エネルギ→憂良建築物マークJ 交付

TEL06- 6947-1 961 F AX06- 6943- 7103 ・横浜ランドマーク タワー ( 事務所部介)

「医療福祉建築賞1999J 募集要項

(紛日本医療福祉建築協会では医療施設の水準向上をは 上記資料を A 3 判クリアフ ァイル l 冊にま

かるため「医療福祉建築賞J を設け、顕彰を行ってい とめ提出のこと 。

るが、今年も優れた医療 ・福祉嬬支及び間違施設の応 応募朝日 ＱＹＹＹ 年 Ｗ 月 ＳＰ 日 ｾ Ｙ 月 ＱＰ 日

募を期待している。 応 募 料 応 募 者 は 、 | 点につき 50000円を応募料と

対 象 ＱＹＹＶ 年 Ｔ 月ｼ日 ｾＱＹＹＸ 年 Ｓ 月 Ｓ Ｑ 日まで の して応募持に納入。

2 年間に新築または増改築を行った医療 ・

福祉方毎支及び倒建施設

応募資絡 当該施設の開設者または管理者、読博、

施工者のいずれて' もよい。

提出餅ヰ ・所定の応募申込書、建築概要害

- 設言十主旨

・図面( 配置 ・平面 ・断面) など A 3半IJ

- 写真( 15点以内)

選 考 委 員 長 相 応 畢 忠

委員 辻里子純徳、角田隆、戸塚規子、外

山義 、 棋 孝 弘 水田↑亘樹

発 表 2000年 3 月末日までに応募者に通知する

とともに同協会会誌よて党表

提出先制日本医療福祉建築協会

干 108- 001 4 東京都港区芝 5- 26- 20建築会

館 TEL03- 3453- 9904 FAX03- 3453- 7573 

「都市計画マスタ一フラン・フォーラムj 開催

(他日本都市計画学会関西支部 「都市計画マスタープラ

ン研究会」主催で、「市町村独自の都市計画時代にむけ

て、都市計画マスタ ープランの策定状況と市町村の創

意工夫J 一関西における 78市町村アンケー卜 調査結果

のフォーラムが開催される。

日時 1999年 7 月26日開) 13:  ＳＰｾ＠ 1  7  :  00 

会場大駒存職員会館多 目的ホール (大阪市中央区大

手前3- 1- 43)

内容都市マスの策定状況と創意工夫

1. 状況報告/ ; 賓回学昭

2. 事19阻滞市/ 赤石宗嗣

喧漢 面市/ 児玉静治

ノTネルディスカッション

コーデイネーター/ 土井幸平

パネラ ー/ 漬回学昭、赤石宗嗣、児玉静j台、

久保光弘

定員 400名

会費 1000円( 当日受付にて)
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申込 FAX にて側関西総合研究所、松元 ( 06- 6945

5899) まで

歴史を継承するまちづくり視鰍行募集

脚似或発展言十回汗究者機構では、都市計画、建築設計

に携わる方4 を対象にして、歴史をまちづくりに生か

した魅力ある町や美しい街並や景観を雷見した ヨ一口

ツノ吋見察旅行を募集している。

方約寺日時 1999年 8 月21 日仕ト 8 月29日( 9 日間)

視察都市 パJレセ ロナ、ローマ、ナポリ、 ニ ス、コ

ー トタ.ジューJレ近郊、パリ

旅行費用 346000円

募集人員 30名

主 催 (*. Di &或発展計画研究者機構

問 合 せ旅行についての詳細などは、問機構 ・松井

謝住まで。干560- 0881 大F脳 連 中 市 中 桜

塚4- 7- 32 都市空間話十研究所内

TEL' FAX06- 6845- 3458 

・tJ t 兵ファース卜ピル

・キャノ ン取手事業所98A ・新 B - 1棟

・アースポート・東京ガス港北 N T ピル

- ドームシティガスビル

新刊「日本の建設業ランキングJ

「日本の建設業ランキング」が日刊建誌通信新聞社か

ら刊行された 。 平成 川年 Ｙ 月 ｬ 日 ｾｉｉ 年ｼ月 ＲＱ 臼まで

に、例建設業情報管理センターが公表した剤取こ基づ

き、経営事項審査を受けた大臣許可業者のうちの7861

社の企業情報を収録。都道府県7 ) IJ50音順で、電話帳サ

イズの紙面上で確認する ことができる。 また、本書の

後半部分には 28期 郵1]( こ、 P 点 ( 経審総合評点) 順の

ランキングも掲載されている。

体 裁 A  4 辛1] / 764頁 I SBN4- 930738- 62- 8

定価 18000円+干見

発行 日刊建読通信新聞社 (TEL03- 3529- 87 19)  

昭和設計が 1809001を取得

関西の大手詰十事務所、日召稲宗十( 耕土 ・大阪市/ 代

表取締役社長. 三宗司郎) が、設計国際化時代に向け

て、このほどいち早〈、 I S0900 1を認主正取得し た。登録

機関は、日本品質保証機構 (J QA) で、認書E登録範囲は

耕土と東京事務所 。 建築の諒十 Ｎ ｾ皇、都市計画のほ

か、下水道施設の詰十 Ｎ ｾｉ里も 一 体的に取得し、昭和

らしさ" をnち出している。

伺社では、昨年 4 月に I SOへの挑戦を決め、同時にワ

ーキ ンググループをつくり、 品質マニュアルの策定な

ど取得への作業を本格化 させていた。こうした

IS0900 1の取得により、 ①国際化時代への対応q瀬 客

満足度の向上母車IDi量再構築と責任・権限の明確化{拐土

員の意識改革などを狙っている。また、I SO1400 1につ

いても、年内 lこ認喜目立得をめざしており 、「事業所とし

ての活動だけでなく、設計の中身て地郎景境に貢献で

きるシステムを構築したいJ と考えている。



高齢者・障害者に配慮した交通整備のあり方講習会

21世紀の高齢社会に向けて、また障害者の社会参加の

促進のために、都市のインフラ整備が急がれている。

とくに計画分野では、行政や民間に対して政策提案、

技術開発、計画技術の開発などを行うことが求められ

ている。

そうしたところから、 (他土木学会関西支部では、「高齢

者 ・障害者に配慮した交通整備のあり方に関する調査

研究委員会j を発足8 せ、情報収集を行うとともに研

究活動を実施した。そうした同委員会の研究成果に基

づき、土木建築、福祉などの分野に携わる方を対象

にして、高齢者・障害者に配慮した交通嬬怒警備事例

を紹介すると同時に、交通システム音羽面手法や整備論

もあわせて説明する講習会を開催する。

内 容 ・高齢者 ・障害者の交通実態と特色/ 大藤武

彦/ 北川| 博己、田中直人

・高齢者 ・障害者に配慮した交通システム整

備論/ 飯田克弘、三星昭宏、尾上浩二

・高齢者 ・障害者に配慮、した交通嬬宣整備事

例/ 樹按貝IJ 、児玉健、辻森和美

・高齢者 ・障害者に配慮した移動交通手段事

人間住宅一環境装置の未来形一

INAX ギャラリー大阪では、人間カ〈害事里をしないて気持

ちよく暮らせるイ主宅を「人間住宅」と名づけ、自然素

材を上手に取り入れた住まい方を考え直そうと、住

宅 ・都市整備公団の取り組みを中心に紹介。

会場には、環境負荷を最小限にとどめた家づくりを可

能にする自然掛オ一生石灰クリーム、忌漢土、防虫効

" ヲとうし

果のある月ｾ腕氏蜜ろうワックスなどー約 Ｒｾ 重要買が展

示され、素材感を触って体験できるコーナーも設営さ

れる。

. 人間主宅→景境装置の未来形ー

期間 1999年 6 月 7 日伺ト 8 月21 日出

10 :  ｏｏｾ＠ 18 :  ＰＰ 毎週水曜日と Ｘ 月 ＱＱ 日 ｾＸ

月18日休館

会場 INAX 大阪ショールーム 2F  TEL06-6539- 3518 

例/ 児玉健、木村- - - r 谷、柾典英、安; 工雪菜

日 時 1999年 7 月29日附 10: ＰＰｾＱＶ ・ ＳＰ

会 場 建 設 交 流 館 8F グリーンホール

( 大阪市西区立売堀2ート2 TEL06- 6543-

2551、地下鉄 向 調rJ 駅下車)

定 員 180名( 先着順)

参加費正会員( 土木学会、建築学会、都市計画学会、

福祉のまちづくり研究会及び日本建築協会)

5，000円、

学生会員( 上記団体の) 3，000円

その他7，000円( いずれもテキス卜代含む)

入金確認後、参加証送付。

申 込 1997年 7 月15日

申込方法送金の場合 FAX にて申込

銀行口座三和銀行船場支庖( 普) 660番

郵便振替口座 00910- 9- 82599

現金書留の場合: 申込書を同封

〒54 卜0055 大阪市中央区船場中央会卜4-

409 f初土木学会関西支部「同講習会」係宛

TEL06-6271 - 6686FAX06- 6271- 6485 

大阪市西区新町| ー7-1

入 場 無 料

. トークセッション「心I也よく住; まうために」

日時 1999年 7 月23日幽 18 :  ＳＰｾＲＰＺ＠ 00 

会場 INAX 大阪ショールーム 8F 会議室

講師 岩村和夫氏( 建築家 ・武蔵工業大学専対受)

石田秀輝氏 (INAX 空間デザイン研貯斤所長)

参 加 先 着 100名・入場無料 ・予約制

参初希望者は、 INAX ギャラリーへ TEL ・FAX

(TEL06- 6539-35 1  8、FAX06- 6539- 3521) で要

予約。

住まいとコミュニティづ、くり活動助成

(財いウジングアンドコミュニティ財団( 3 ' 里; 事長 ・合国

車炉手) は平成 11年度第 7 回助成対象者を、この 3 月の

理事会において決定した。

応募96{'牛の中から選考 ( 西村幸夫東京大学耕受ほか 6

名の選考委員) の結果、 20件について 1999年 4 月| 日

ｾＲＰＰＰ 年 Ｓ 月 ＳＱ 日のｼ年問、総額 ＱＰＰＰ 万円助成する 。

近畿地方での助成対象者は下記のとおり 。

- 茅葺き屋根を継承するための異文化問技術交流計画

一一奏山茅葺き研究会( 京都府北桑田郡)

Ｍ 秘ｾ活動によるコミュニティづくりーＭＡ予困北部ま

ちづくり協議会 ( 兵庫県神戸市)

- つながりあおう/ ノコギリ歯形の町並みと町家の再

生をめざして一一事工ワイワイ i臨 協 議 会 ( 和歌山

東京都世田谷区深沢環境共生住宅の太陽電池を利用し 県海南市)

たソーラ一足元灯 ( 撮影 大西成明)

i nf or mat i on 

坂茂展「プ口ジ、工クツ・イン・プロセスJ

阪神大震災の被災者のための仮設住宅「紙のログハウ

スJ コミュニテイホール「紙の教会J などの建築作品

で知られる建築家、坂茂氏の展覧会カ宅見在、大阪「ハ

ーピス PLAZAJ で開催されている。

同展覧会では、博覧会での仮設建築からはじまった“ 紙

の建築" が、「紙のキ.ャラリーj などの恒久的建築の構

造体へ、さらに紙管をフレームに用いた大スパンのア

ーチ「紙のドームj へ発展していく様子を紹介。 また

ダイナミックな軽量構造て吹日られるドイツの建築家、

フライ ・オツ 卜一氏と協同し、紙管を曲げて 3 次曲面

のドームをかたちづくる新しい試みを紹介する。

会 期 1999年 7 月15日同まで( 開館 11 :  ＰＰｾＲＰ Ｚ＠

00)  

会 場 ハ ー ピ ス PLAZA リビングミュージアム

( 大阪市北区梅田 2-5-25ノ、ーピス PLAZA 4  

ｾＵ 階Ｉ

入場無料

問合せ坂茂展大F必ili 回展実行委員会事務局

TEL03-3324-6760 

近代和風スタイルの葬儀所の活用

柴 田 正 己

現存する阿弥陀堂スタイルの ill 築としては

uff :ーの市立堺葬儀所 (11召荊I l l {p) が、取り喫

されて跡地が公園になる計l而| が進んてーいる。

それに対して 一部の市民から、この ft 疋な

歴史建築を公|却 の中に残しながら治則してほ

しいい、う声が起こ っている 。葬儀所の建築

なんて 気味 が悪いという ｊ､ ｾｓｇ もあるが、流れ

る属根のカ ーブが美しい近代手IIJ 瓜建築を、人

生儀礼のもっ t も重要な節目が行われた記念

として公悶の '1
'
で再利月 j してほしいとの戸も

ある 。

長い I i l J 使われてきた美しい葬儀所の弘I ! 築を、

新しく生まれる公園の休 :"L! 所にするのもよい

し、隣地 lこ出来る新しい葬儀所の記念門にて‘

もよいし、活用方法はいくらでも考え られる 。

我々のまちの先人たちがあえて死んfご後も、

J飯楽浄仁へゆけるとの祈りをこめて つくっ た

美しい阿弥陀堂スタイノレの名姥築を役目が終

った不安な建築としてゴミをすてるように破

壊することだけはしないでほしい。市民にあ

まり親しまれては L、ないが、このような負の

治産ともよばれる ｬｾｴ 重な近代総築をこれから

のまちづくりの 巾で活用することも大切なこ

とだ t 思うのである 。 明治建築研究会代表
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日 本 建築 協 会

月間の動き
{平成11年 4月分】

第 l 回設備分科会

理 事 会 I  15日 間 Oト 9 即 時 ・於 本 鈴 鮭 I  30' s  E Y E - 2 1世 紀 へ の エ ス キ ス

第 l 固定信Ij里事会 出 席 者 谷 津 幹 事 ほ か 7 名 ＲＳ 日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時 ・ 於本会サ ロ ン

28日 Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室 議 事 ( 1) 8 月号「私の目て・みた環境問題J ( 仮題) 特 第 32回「アメリカまんゅう記ー米固まちづくり事情に

出 席 者 市 川 会 長 ほ か21名 集の企画 ついて」

議 事 ( 1副 会 長 ・理事の会務分掌および常倍里事選 (2) 陪 備 の 頁J の企画 講 師 宮 川 武 氏 ( 者 肺 問 題 経 営 研 究 所 主 倍 汗 究 員 )

イ王のイ牛 第 l 回計画分科会ーインテリア ・住宅系ー 参加者 19名

(2)平 成 11年度各常設委員会 ・特別委員会委員 20日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

舗 の 件 出 席 者 石 川 幹 事 ほ か 5 名 |  出 版 委 員 会

(3)他国体役員引き継き' の件 議 事 9 月号キ孝集について検討 第 l 回出版委員会

(4)定ou理事会および常任理事会日程の件 第 l 回作品作風小委員会 15日 Ｕ 時 ＳＰ 介 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

(5)入退会者承認の件 22日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介・於本会会議室 出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 川 名

(6脇賛名義の使用承認の件 出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 2 名 ( 1)平 成 11年度正副委員長の選出

(7庫 業 報 告 議 事 ( 1)1 ' 乍品の選定 (2体年度の委員会活動について

(2)1 ' 乍品の掲載状況並ひ1二掲載予定の報告

編 集 委 員 会 I  (3)  f gal le ryJ  f S KET CH  BOOKJ 報 告 ・予 定

編集委員会総会 ・第 l 回編集委員会 第 l 回施工材料分科会

6 日 委員会総会 Ｕ 時 ｾＶ 時 ＳＰ 分・於本会会議室 26日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

立食パーテイ Ｖ 時 ＳＰ 介 ｾＷ 時 Ｓ Ｐ 分 出 席 者 十 倉 幹 事 ほ か 5 名

・於本会会議室 議 事 ( 1施 工材ヰ特寺集の結晶報告

出 席 者 市 川 会 長 金 多 副 会 長 輿 謝 野 前 委 員 長 宮 (2)  f施工材市初〉頁」掲載予定

回新委員長ほか 2 0名

議 事 ( 1) 1餅 |  事 業 委 員 会

(2編集委員長の選出と挨拶 事業委員会( 新旧委員合同) 総会 ・勝見会

(3}各小委員会副委員長 ・各分不十会幹事の選出 21 日 Ｕ 時 ｾＸ 時・於摩天楼中国大飯庖会議室

と各委員の挨拶 出 席 者 多 弁 委 員 長 ほ か ら 名

(4編集委員会の構成 と「建築と社会J 誌 の 編 議 事 ( 1)平成 11年度正副委員長 ・幹事の選出

についての説明 (2}各小委員会からの報告と検討

(5糊 告 事 項 若い会員の集い小委員会

(6体年度の編集のあり方および本年度収支目 7 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ω 分 ・ 於本会会議室

標 出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 5 名

第 l 回キ獄隼分科会( 新旧合同) 議 事 ( 1漸 回 の 報 告 ・今後の予定

2 日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＵ 介・於本会会議室

出 席 者 大 氏 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ( 1新年度の楠宣分科会の体需I j

(2) 10月号楠童特集の企画

(3)  ftiあ隼の頁j の企画

第| 回紫材と技術が生み出すデザイン幹事会

8 日 Ｕ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 分 ・ 方竹守中 工 務庖インテス

出 席 者 本 多 幹 事 ほ か 川 名

議 事 ＵｾＷ 月号のテ ー マの内 容楯す

座談会「建築基準法の改正j

8 日 Ｑ Ｒ 時 ＳＰ 分 ｾＳ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出席者南出和延、中井隆三、高田光雄、瀬戸本淳の

各 氏

テーマ 建築基準法の改正をし、かに受け止め、いかに

対応するか

第| 固法令分科会

8 日 Ｓ 時 ＳＰ 分 ｾＵ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 浜 野 幹 事 ほ か 6 名

検 事 ( 1) f法令コーナー」 の企画

(2) 7 月号 「改正建築基準法」特集の具体化

第 |回会員企画小委員会

13日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 高 橋 委 員 ほ か 2 名

議 事 シ リ ー ズ も の の 報 告 と 掲 載 予 定

72 建錨と社会 ・l捌 7

(2)  f 30's E Y E 記録編集J について

(3)  r委員の時間J について

第 l 回見学会小委員会

8 日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＲＰ 介・於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 汚 名

殺 事 ( 1ｾ新 旧委員の挨拶 ・ 自己紹介

(2斯年度の副委員長 ・幹事の互選

(3)実施報告

第 l 回情報小委員会

14日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 川 名

議 事 ( 1体年度の副委員長 ・幹事の互選

(2)実施報告と今後の予定

第 7 回 30' 5 E Y E 記録編集介科会

22日 Ｘ 時 ｾｉ 日時・於本会会議室

出 席 者 米 井 主 査 ほ か 5 名

議 事 ( 1)インタヒ' ユ 一概要の報告

(2)出版物の方向性の検討

神戸国際会館見学会

見 品 ム

寸ｾ］

7 日 Ｒ 時 ｾＵ 持参加者 ＶＱ 名

(3)  < プロのノウハウ〉と特装本の経過報告

(4除後のテーマと執筆者選定

(5)第 20回〈プロのノウハウ〉議座鳥切崖の件

第 2 回 f(仮称) 汚れにくい建物を目指してJ 小委員会

27日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出席者 山田 ・上J芽正副委員長ほか 6 名

検 事 ( 1) f汚れ」に関する事例の検討

(2)今後の作業予定

建 材 委 員 会

第 l 回閣オ委員会

14日 Ｓ 時 ＳＰ 分 ｾＵ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 川 名

議 事 ( 1)今後の検討酷オ

(2) j 委員の選任、委員長の選任

建 築 ク ラ ブ

第 324回朝食会

13日 Ｘ 時 ｾｉｏ 時 ・ 於リーガグランドホテル

演 題 「最近の社会情勢について一反社会的努力の

動向を中心にしてー」

講 師 竹 本 恒 雄 氏 ( 富 士 火 災 海 上 保 樹 蝋 続 掛 団 買 問 )

参 加 者 37名

建築クラブ役員会

13日 ｬ 日時川介 ｾｉｉ 時 ・ 於大阪全 日 空ホテル

出 席 者 佐 野 代 表 ほ か 6 名

議 事 ( 1)新年度役員紹介

(2)正副委員長の互選

(3)平成 10年度決算報告

(4)今後のスビーカーの検討
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車

問
山 幸 夫

db 株 式 会 社 青 山 建 築 制 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾＵ ＵＰＭ α ｬｏＴ＠ 大阪市西区靭本町l ふ 10本町西井ピル

電話06 (6443) 似 30

⑮ 610・1125 自宅京都市西京区大原野上里勝山町 14-6

電話075 (331)  8082 

浅 海 伸 之

浅 海 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

平成11年盛夏

歌 俊 美

株式会社歌建築設計事務所代表取締役

⑮ 649-6414 和 歌 山 事 務 所 和 歌 山 県DII 賀郡打田町打回316

電 話0736 (77) 2711 

暦 537ω21 大阪事務所・大阪市東成区東中本3-1ι 23- 304

電話06 (6977) 0625 

多 井 幸男

ｾＵＳ ＰＭ∞ ＴＷ 大阪市北区西天満 Ｓ 丁目 Ｗ 香 Ｔ 号電結 ＰＶＨ 臼 ＶＲＩ 8701 多 井 建 築 研 究 所 所 長

⑥ 665-0845  自 宅 宝 塚 市 栄 町2丁目 10番2ι 1102号

電話0797 (81)  1174 ⑤ 657-0<泊3 神戸市灘区白羽l町3 - 1- 11 電話078 (821)  6133 

会 長

市
l

 

i

 

--.
，， 宏

恩 庄 良B
ごム

J ロ

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

ｾＵＴＱ ∞制大阪市中央区伏見町 ＴＭＴ ー ＱＰ 電話 ＰＶ (6202) 0391 大 阪 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

ｾ拠収沌 Ｓ 自宅・神戸市東灘区住吉山手 Ｔ 了目 ＴＭＳＲ ｾＵＶ ＵＭＰＸ ＲＱ＠ 吹田市山由来1- 12- 12 電話06 (6876) お34

電話078 (811) 0216 ⑤民5- 0821 自 宅 吹 岡 市 山 凶 束1-12- 12 電話06 (6877) 1406 

..6.. 

-， 井
由

ｉｾ 、 臣

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

ｾＵＴＷ Ｍｏ∞ ｬ＠ 大阪市平野区加美北5丁目 11番 12号

話06 (6792)  4425代

F AX06 (6792) 回37

⑮ 547 ∞41  大阪市平野区平野北2丁目 9番目号

稲 越 良E

中央電設株式会社 取締役社長

ｾＵＵＳ Ｍｏｏｏ Ｑ 大阪市福島区海老江 ＱＭＱＭＳＱ 電話 ＰＶ (6453)  8720代表

東 京 名 古 屋 三 重I茨 城 鹿 ぬ -tili 玉 京 都 ー 吹 田 尼 崎

西 宮 ・ 神 戸 怯 山 ・ 徳 島 九 州

上 西
=ヒ

.:::t:. 

ごム

J 口

株 式 会 社 大 気 社 代 表 取 締 役 会 長

哩! ! >53QαlO5 大阪市北区中之島3-2-18 住友中之島ピル7階

電話06 (6448)  3 ω3  

植 野 知 雄

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

⑮ 542羽 83 大阪市中央区東心斎橋1丁目 1&-29 つるのすピル

電話06 (6244) 日61代

数 井 利 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

⑨652∞ 32 神戸市兵1軍区荒田町2丁目 1- 8 楠六パレスピル

話078 (521)  0205- 0207 

<!!ffi54-0103 自 宅 神 戸 市 須 磨 区 白 川 台2丁目 39- 13

電話078 (792) 泌62

木 内 啓 介

西日本建設業保証株式会社取締役社長

⑤ 5ぉ ∞12 大阪市西区立売姻2丁目 l 帯2号 電 話06 (6543)  2553 

(50音順)

久 米 宏 和

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理 事

⑮ .540∞ 31 大阪市中央区北浜東 l 番30号 明lt f. l i06 (6941)  4821 

UR L  ht tp: //www. o- wave. or. j p/ 

取 締 役 会 長

正

西

本

谷

小

橋

此

章

浩

山甲

取締役副会長

取 締 役 社 長

株 式 会 社 小 西 設 計

ｾＵωωＱＲ 大阪市西区立売堀 ｬ 丁目 ＱＲ - 16 1ttr. 806 (応32) 4051 

小 林 四 良B

住 友 電 設 株 式 会 社 相談役

ｾＵ 閃ＭＸＵ ＵＰ 大阪市西区阿波座2 ー 1- 4 世話06 (6537)  3430 

ｾＲ ∞ ＹＳ＠ 自 宅 西 宮 市 西 平 町 19- 11 111，: 80798 (74) 6621 

名誉会長

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役会長

ｾＵＴ ＰＭ∞ ＳＴ 大阪市中央区島町 Ｒ 丁目 Ｔ 番 Ｗ 号電話 ＰＶ ＨＶｾ 詐 ＱＳ Ｉ 1371代

ｾＶＶＲ Ｍｏ ωＴ 自宅・酋富市雲井町 Ｔ の Ｙ 111話0798 (72) 1569 

城 口 庸 平

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 代 表 取 締 役 会 長

ｾＵＳι ∞ ＱＷ 大阪市北区角田町 Ｒ 番 ＱＵ 号電話 ＰＶ (6372)  7151代

田 中 明
由

'む，、

大阪エスピー紙工株式会社代表取締役社長

ｾＵＴ ＰＭ αｘ 岡大阪市中央区玉造 Ｒ 丁目お番初号

電話06 (6765) お却代 F AX06 (6765) 民55

骨 614-1幻56 自宅 ー八幡市八幡福徐谷98- 7 電話075 (971)  0395 

立 野 良R

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 会 長

⑨民協∞15 大阪市西区南娠江2丁目 13番22号 電 鮪06 (6532) 3188 
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惇 馬 正 明

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

者匹5 ω9∞4 大阪市西区靭本町1丁目 17番15号

電話06 ( ω41)  0378大代

⑤ 557・∞42 自宅大阪市西成区岸里東2丁目 13番22- 507

取 締 役 会 長 徳

取 締 役 社 長 徳

岡

岡

ｬｬｴｾＸＰＶ＠ ( 6651)  0566 

昌 克

ご企

11=1 

株 式 会 社 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

MAS AK AT S U T OK UOK A  A R C HIT E CT S  

〒臼6∞47 大阪市北区西天満ι 3- 11- 205 電話06 (6314)  1688 

〒 “ 同965 尼崎市次燈3- 6- ω 電話0 6 ( 臼 99) 0701 

〒 Ｘ 路似泊 Ｗ 福岡市博多区東比Ａ，ｴｩＺ ＳＮＲｾ ト Ｕ 電話092 (474)  2J J 2 

〒520- 0叩 i 滋賀県滋賀m志賀町北小怯1157 電話0775 (96) 1I 49 

内 藤 正 克

株 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 会 長

<!!W75- I379 兵庫県小野市上本町240 小野ピル電話0794 (62) 4757'代

町 .75- 1362 自宅 ー兵庫県小野市久保木町I悶 電隠切羽 (62) 4硝

中 原 英 雄

株 式 会 社 若IJ 美 設 計 代 表 取 締 役

<!!!>530-OO54 大阪市北区南森町1丁目 2番25号南森町 IS ピル

電結06 (6312)  3∞i  

姥 川 守 男

大 阪 装 飾 株 式 会 社 代 表 取 締 役

<!!!>550α ぬ3 大阪市西区京町娼 l丁目 13番24号 電 時06 (6444) 1410 

8 説込∞71 自宅兵庫県宝塚市社町3番10号 電 話0797 ( 72) ω45 

福 島 健

大 晃 設 備 株 式 会 社 取 締 役 社 長

<!!!>554-OO12 大阪市此花区西九条2丁目 13番28号電話06( 6466) 4779

( ダイヤルイン}

福 谷 岡リ

株式会社ゼネラルプリンティング代表取締役社長

<!!!>550∞ 13 大阪市西区新町 l 丁目34- 20 電話06 (6531) 臥沿1

8 ωι 創 29 川西市緑台 l丁 目8 - 7 電話0727 (93) 0409 
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真 塚 達 夫

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

<!ili 541∞44 大阪市中央区伏見町 4 - 4 - 10 

電話06 (6202)  0391 

⑮ 54ι ∞44 自宅大阪市東住吉区北田辺 6 - 18 ー 7

牧 英

臼 建 設 計 取 締 役 社 長

⑮ 54同 528 大阪市中央区高腿橋4丁目 61書2号 電 話06 (6203) お61

松 田 恒 彦

株 式 会 社 A R T建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

<!!!>5ぉω制大阪市北区東天満2丁目 3・10 トァプλ 天満ピル

電話06 (6357)  5351代

<!!!>54ι ∞42 大阪市東住吉区西今1112丁目8 - 7 電話06 (6701)  4571 

松 原 満 佐 子

有 限 会 社 柳 々 堂 代 表 取 締 役

⑨ 5印 剖 泊3 大阪市西区京町堀1-12- 3 電話0 6 ( 臼43) 0167- 8 

F AX  06 (似43) 1826 

宗 司 郎

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

<!ili 55Z-0007 大阪市港区弁天l 丁目 2番1- 8 ∞号オーク l番街

Tel  066575- 5555 Fax 066575- 5556 

UR L  http: / /www. showa- sekkei . co. j p 

(50音)11真)

則 会 長

薬 袋 公 明

日 建 設 計 名誉会長

⑥ 54凶 528 大阪市中央区高腿橋4丁目 6番2号電話06 (6203) 幻 61

村 石 全

株式会社クトクコーポレーション

ミ ユ キ 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

<iT556∞ 21 大阪市浪速区幸町2丁目5番3号 電 話06 (6弱8) 3671 

⑨ 59ι ∞11 工場・岸和田市木材町9番地の3 電話0724 (37) 2524 

<l!!>649-7167 工場和敏山県伊都協かつらぎ町移430番地

) ¥ 木 重

Y  A GI S O B R I C K S  

電話0736 (22) 7鉛 O

t 重r

..!iヨ.

11==1 

八 木 惣 株 式 会 社 常 務 取 締 役

⑥ 693-8322 堺市津久野町3 T 2品川 電話0722 (62) お38

<!ili 593-8322 自宅ー堺市i幸久野町3丁2ι 10 電話0722 (61) 似43

手口 田 克 朗

財 団 法 人 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 長

<l!!>542∞ 81 大阪市中央区南船場4丁目4番3号

御堂筋アーバンライフピル4F

電話06 (6253)  0071 

和 国 民

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 530∞47 大阪市北区天満4丁目 5番14号

電話06 俗363) 4051代

⑤ 659-0偲4 自宅芦屋市月若町3番16号 電話0797 (22) 3282 

和 中 勝

株 式 会 社 和 中 商 庖 取 締 役 会 長

<l!!>531∞ 72 大阪市北区豊崎5丁目8番11号

電話06 (6371)  0731- 5 

⑮ 15ι ∞31 東京都渋谷区桜丘町11-5 電話03 匂464) 9723 

割 53-0鉛4 名古屋市中村区賞金通3丁目34番地電話052 (481) ね38

⑤ 662-0836 自宅西宮市大畑町10-22 電話0798 (67) 0386 

事 務 局 職 員 一 同
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一ーー 「ー
ー・ -

設計事務所有志

健康で豊かな生活文化の創造に貢献する

圏 XH. I 建 築 事 務 所

建築家

晃 治

園本 社/ 大阪府大阪市中央区谷町7- 3- 4- 203 〒542-∞12

T E L  06- 6768- 1771 F AX  06- 6768・1406

園東京支底/ 東京都千代田区東神田1・7- 8 東神田大治ピル内

・神戸支庖/ 兵庫県神戸市東灘区本山北町6・17-24

・創 立 / 昭 和37年4月1日 ・資 本/ 7. ωo万円

回登 録/ 一級建築士事務所 大阪府知事( ヌ) 第1848号

・作 品/ 帝塚山学院大学、帝塚山学園大学、関西外国語大学、

大阪明浄女子短期大学など多数

. グループ/ ( 株)ari x

浅井謙建築研究所舘

K E N ASAI  ARCHI T E CT URAL  R E S E AR CH I NC.  

〒530・∞47 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 ・9 ・4

T EL. 0  6  ( 6 3 6 1  )  0 0 3 5  F AX.  0 6  ( 6 3 6 1  )  0  1  4 9  

代表取締役 浅 井 謙

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 岡 本 1青 彦

〒556- 0016 大阪市浪速区元町2丁 目12番30号 難波K I ピル 電 話 大 阪 (06) 6646- 0161( 代)

株式会社伊藤建築設計事務所

代表取締役会長

代表取締役社長

鋤 納

織 田

忠 治

愈 史

本 社 〒460- 0003 名古屋市中区錦二丁 目 措13'号 ( 名古屋・センターピル) 電話 (052) 222剖 11

東京事務所 〒101・0021 東京都千代田区外神田三丁目5番12号 ( 聖公会神田ピル) 電話 (03) 5294- 6211 

URABESEKKE I  

浦 辺 設 計
株式会社

U R B A N  DE S I GN &  A R C HI T E C T UR E  F OR  BE AUT I F UL  E NV I R ONME NT  

代表取締役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 1丁目 12番39号 ・ 新 阪 急 ピ ル 干 530・0001 電 話 06 (6341) 1680 

岡 山 事 務 所 岡 山 市 問 屋 町26 - 103 〒700・0977 電 話 086 (245) 0090 
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株式会社昭和設計

代 表 取 締 役 社 長 三 宗 司 郎

図

本 社 552- 0007 大阪市港区弁天 1- 2- 1- 800 オーヴ 1番街 T EL 06- 6575-5555  

URL  http; lI w w w.s howa-sekkei. c o.jp 

東 京 160・0015 東京都新宿区大京町23-3 四谷オーキ ッ ドピル4F T E L  03- 3357- 8631  

神戸 Ｖ Ｕ ＰＭＰＰＲＴ 神戸市中央区海岸通り Ｖ 番地建隆ビ ｊｾＳＰＲ 号 T EL  078・331- 4568

額 瀬戸本淳建築研究室

代表取締役 瀬 戸 本 1字

〒650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目 1- 1神戸郵船ピル TEL078- 333・0138

株 式 会 社 倉U

代表取締役

美

置きI L

亘又

中 原 英 雄

言十

大阪市北区南森町1丁目 2番 25号 南森町 i S ビル 〒530・0054 T Eし( 06) 6312・3001 代表

園株式会社大建設計

代表取締役社長

常 務 取 締 役

大 阪 事 務 所 長

小 林 正 春

島 幸 一 郎

大阪市西区京町堀 1・13- 20 電話0 6(6449)6800( 代表)

東 京・名 古 屋 ・ 福 岡 ・札 幌 ・ 仙 台 ・横 浜-長 野・京 都・広 島 ・ 北 九 州

ヌルパック
本社・軍部事務所・ 干 ＶＰＰＭＸ ∞ Ｗ 京都市下京区四条通高倉大和銀行京都ピ ｊｾＶｆ

P HONE. 075・221・5132(jモ) F AX ，075- 256- 1764 

株式会社地域計画建築研究所
大 阪 事 務 所 ・ 干540- 0∞1 大阪市中央広報見1-4-70 住友生命OBPプラザビル15F

P HONE. 06- 6942-5732(  j-¥; )  F AX ，06- 6941 -7478 

名古屋事務所・ 干460-0∞8 名古E市中E擢3，18，1 ナディアパーヲビジネスセン世ービル13f

P HONE. 052・265- 2401 F AX ，052- 249- 3925 

東 京 事 務 所 ・ 干160 ∞22 東 京 都 新 宿 区 新 宿2・5・16 1' 1ビ J レ401 号

代表取締役社 長 金 井 高 造

P HONE. 03・3226・9130( j-¥; ) F AX ，03- 3226- 9560 

九 州 事務所・ 干810- 0∞1 福岡市中央区天神 1- 15・35 ホンタハピエ 6F

P HON E，092・731- 7671 F AX ，092・731 ・7673

株式会社 東 畑 建 築 事 務 所

イ又 +土

大 阪 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

九 州 事 務 所

取 締 役 会 長 市 川 宏

取 締 役 社 長 真 塚 達 夫

大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 4 丁 目 4 番 1 0 号 電 話 (06) 6202- 0391 

東京都千代田区永田町2丁目4番3号( 永田町ピル) 電話 (03) 3581・1251

名古屋市中区錦1丁目 13番26号( 三井生命伏見ピル) 電話 (052) 223・3931

福岡市博多区博多駅前2 - 2 - 1 (福岡センターピル) 電話 (092) 472・8737



建築・土木の設計監理

大 阪

東 京

名 古 屋

支 所 ， そ の 他

日 建 設 計

名 誉 会 長 薬 袋 公 明

代 表 取 締 役 社 長 牧 英 二

541- 8528 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 丁 目 6 - 2 電 話 ( 06) 6203- 2361 

112- 8565 東 京 都 文 京 区 後 楽 2 丁 目 1 - 3  電 話 ( 03) 3813-3361 

460- 0008 名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁 目 1 5 - 3 2  寓 話 ( 052) 261- 6131 

東 北 ( 仙 台 ) 神奈川( 横浜) 北 陸 ( 富 山 ) 神 戸 広島ー九州( 福岡)

シンガポ ール よ 海 台 北 ソウルークアラルンブール

株式会社日積サーベイ

相談役

所 長

生

生

島

島

道 春

幸

r. ! = 

B  

本 社 〒540-0012 大阪市中央区谷町 3 - 1 - 9 ( M G大手前ピル ) TEL( 06) 6944 - 2755代表

( 株) 東京自殺 干110-0016 東京都台東区台東 4- 14- 8 ( シモジン ・パークピル) TEL( 03) 3836 - 1271代表

日積設計段理( 株) 干550-0003 大 阪 市 西 区 京 町 掘 l ー 1 0 - 8  ( 福 岡 ピ ル ) TEL( 06) 6ω4- 2 7  0  6  

指 安 井 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 会 長

代 表 取 締 役 社 長

イ左

イ左

野

野

正

τ 量二t

Eコ 彦

本 社 〒540- 0034 大 阪 市 中 央 区 島 町 2 - 4 - 7 1i ( 0 6 ) 6 9 4 3- 1 371( 代 表 )

支 社 大 阪 ・東 京 ・ 名 古 屋 - 神 戸 ・ 広 島 ・福 岡
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建設業有志

ンらdhbhid

線式会社浅沼組

取締役社長 浅 沼 健

本 社 ・ 大 阪 本 庖 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 12 番 6 号 電 話06( 6768) 5222

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話03( 5269) 3111

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南三丁目 3番44号 電 話052( 571) 5571

支 庖北海道・東北・横浜・神戸・広島・九州

合側
株式会社合西組

取締役社長 今 西 邦 夫

本 社 大阪市天王寺区上本町 6 丁目 9 番 21 号 TEL06( 6779) 3 3  61 

支 庖 東 京 ・ 高 石 営 業 所 西 宮 ・ 東 大 阪

A .  

株式会社大林組• 取締役会長

取締役社長

大

向

林

笠

芳

慎

良日

OBAYASHI  

東 京 本 社 東 京 都 港 区 港 南 2 - 15 - 2  電 話 03( 5769) 1111

本 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 4 - 3 3  電 話 06( 6946) 4400

支 庖 札 幌 ・東北・ 横 浜 北 陸 - 名古屋 - 神 戸 ・広 島 ・四国・九州

a、
株 式 会 社 奥 村 組

取締役社長 奥 村 正 太 郎

本 社 〒545-8555 大阪市阿倍野区松崎町二丁目2番2号 電 話 大 阪 (06)6621・1l 01( 代表)

東京本社 干107・8429 東京都港区元赤坂一丁目 3番10号 電 話 東 京 (03) 3404- 8111 ( 代表)

i i 1鹿島 代 表 取 締 役 社 長 梅 田 貞 夫

臥 JI 胤 仁OR P OR A1l 0 N 高書聖書室 井 保 武 寿

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7  電話 03( 3404) 3311 (大 代)

関 西 支 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3 - 1 5 電話 06( 6536) 3311 (大代)
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令
共立建設株式会社関西支庖

取締役支庖長 飯 塚 英 雄

支 庖 〒540・0026 大阪市中央区内本町2 - 2  - 5  T  E  L  06 - 6942 - 2491 ( 代表)

本 社 〒150・0043 東京都渋谷区道玄坂1- 16- 10 T  E  L  03- 3461- 6141 ( 代表)

⑨ 稼 式 会 社 熊 谷 組 大 阪 支 底

。

ｾ＠

ノ '， 
S A N訓r' A

取締役社長

常務取締役

大阪支庖長

松 本 良 夫

山 口 啓

本 社 東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 2番 l 電話03 ( 3260)  2111番(大 代 表)

大 阪 支 庖 大 阪 市 都 島 区 片 町2丁目 10番5号 竜 話06 ( 6352)  1151番

公 戚 建 設

代表取締役社長 絹 ]1 1  ｾ台

本 社 干600- 8322 京 都 市 下 京 区 五 条 通 西 洞 院 西 入 f i 075- 365- 8300

大 阪 支 庖 〒531- 0072 大 阪 市 北 区 豊 崎 2 丁目 4 番 3 号 f i 06- 6375- 1121 

東 京 営 業 所 〒141- 0021 東 京 都 品 川 区 上 大 崎3 - 3 - 9 - 2 1 5 合 03- 3442- 1100

名古屋営業所 干453・0023 名 古 屋 市 中 村 区 若 宮 町 3 丁目 4 8 f i 052- 471・1223

株式会社

代表取締役

金

A  

五 剛

岡。 組

手リ 隆

本 社 干 543-0051 大阪市天王寺区四天王寺1丁目 14番29号 T E L 大阪06( 6779) 7731(代)

F AX 大阪06( 6779) 7133

関 東 支 庖 〒350-2211 埼玉県鶴ヶ島市脚折町1丁目 40番12号 T E L  埼玉0492( 87) 0301

F AX  埼玉0492( 87) 0300

三 和 建 設 株 式 会 社

取締役社長 森 本 晴 夫

本社・本庖大阪市淀川区加島 1 丁目 55番 6 号 〒532- 0031 電話 06( 6301) 6636

東京- 京都 ・神 戸 ・高槻

人がつくる、人の場所。

SHI MI ZU CORPORAT I ON o  

清水建設

取 締 役 社 長 野 村 哲 也

常務執行役員関西事業本部長 増 島 修

本 社 東 京 都 港 区 芝 浦 1 - 2  - 3 電話 03( 5441)1111 

関西事業本部 大阪市中央区本町 3 - 5  - 7  電話 06( 6263) 2800
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積水ハウス株式会社

代表取締役社長 和 田 勇

本 社 〒531-0076 大阪市北区大淀中1丁目 1番88号( 梅田スカイピル) ｾ ＰＶＨＶＴＴＰＩＳＱＱＱ＠

東京本社 〒 151-8070 東京都渋谷区代々木2丁目 l 香l号( 新宿マインズタワー) ｾ ＰＳＨＵＳＵＲＩＳＱＱＱ＠

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭 高

社 長 銭 高

組 不一

善 封土支庖

社 大 阪 市 西 区 西 本 町 2丁目 2番 11号

なにわ筋ツ インズ ウエス卜

大阪 (06) 6531 - 6431 

東 京 都 千 代 田 区 一 番 町 31番 地

東京 (03) 3265 - 4611 

大 阪 東 京 北 海 道 東 北 北 関 東 千 業

績浜 ー北 陸 名 古 屋 神戸 広 島 四 国

九州

UR L  http :// www. zeni l aka. co. jp 

大 戚 建 設 株 式 会 社

在締護 平 島 治

商品342 遠 藤 郁 夫

本 社 東京都新宿区西新宿l丁目 25番l号新宿センターピル TEL03(3348) 1ll 1大代表

関 西 支 庖 大 阪 市 中 央 区 南 船 場 1 丁目 1 4 番 1 0 号 TEL06( 6268) 8500

支 庖 東京・名古屋・九州・札幌・東北 ・広島・横浜・北信越ー四国 ・千葉 目関東 田神戸

@  雲蓋竹 中工 務 庖

取締役社長 竹 中 統

干541- 0053 大 阪 市 中 央 区 本 町4丁 目1 - 1 3 電 話 大 阪 ( 6252) 1201番( 代表)

な・

信 用 と 技 術 の

鉄 建
T E K K E N  

常務取締役大阪支庖長 田 中 義 孝

大阪支庖 〒541- 0048 大 阪 市 中 央 区 瓦 町3 - 3  - 7  電話 06( 6201) 1881 (代表)

本 社 干 101- 8366 東京都千代田区三崎町 2 - 5  - 3  電話 03( 3262) 3411 (代表)

@ 戸田建設株式会社

代 表 取 締 役 社 長

恥締役大阪支店長

田

口

守

允日百

戸

、

河

本 社 〒104- 8388 東 京 都 中 央 区 京 橋 1丁目 7番 l 号 T EL 東京03( 3562) 6111

大阪支庖 干 550- 0005 大阪市西区西本町1丁目 13番47号 T E L 大阪06( 6531) 6095

支 庖 東京 ・千葉 ・関東 ・樹兵 ・1雌 ・神戸 - 名古屋 - 制見・刺 ヒ・ 広島 ・四国 ・1U'I'1
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4、南海辰村建設

取締役杜長
国

土

戸

、{手

〒556- 0011 大 阪 市 浪 速 区 難 波 中 三 丁 目 5番 19号 電話 06( 6644) 7823番

④ 不動建設株式会社

取締役社長 市正 信
土

口

大阪本社大阪市中央区平野町4丁目 2香川号 電話 o 6  (  6 2 0  1  )  9  2  0  3 番

東京本社東京都台東区台東 1丁目 2番 l 号 電話 o 3  (  3  8  3  7  )  6  0  0  9 番

支 庖 北海道 ・東北 ・千葉 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・広島 ・四国 ・南四国九州 - 北九州

ψ  

FUJ l i l  

株式会社
藤 木 工 務 E

取 締 役 社 長 大 森 周

本 社 〒540- 0028 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1- 3- 8 公 0 6・6966- 0400( 代)

東 京 本 社 干160-0 0 0 8 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 23- 4 n 03- 3357- 1600( 代)

本 支 庖 大 阪 ・ 東 京 ー横 浜 京 都 - 倉 敷 - 四 国 福 岡

ぐ診豊岡建設株式会社

代 表 取 締 役 松 丸 哲 也

本 社 w5 3 0・0042 大阪市北区天満橋2丁目 3番1号 n 06( 6353) 1001 ( 代)

支 店 東 京 ・ 東 北 FAX06( 6353)  1091-1092 

営 業 所 北 上 - 新 井 ・ 福 井 ・ 京 都 ・舞 鶴 ・加 古 川 ・ 益 田 ・ 福 岡

dt…  株式会社松村組

福 田 耕 作
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団体・報道・建材・設備工事有志

図 財臨大阪建築防災センター

理 事 長 白 石 静

干540-0011 大阪市中央区農人橋 2- 1 - 1 0  ( 大阪建築会館5F) 電 話 06( 6943) 7253

書 社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長 望 月 秀 祐

干 604- 0944 京都市中京区押小路通柳馬東入建設会館別館電話075(211)2857-2877

社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長 古 林 敏 郎

干730- 0042 広島市中区国泰寺町1丁目 8 - 4日興ピル内 T E L  082( 244) 2111 

毒 社団法人日本建築協会東海支部

支 部 長 小 宮 三 辰

〒460- 0008 名古屋市中区栄4丁目 3 - 26( 昭和ピル5階) 電 話 052( 261) 1451

書 社団法人日本建築協会和歌山支部

支 部 長 黒 田 征 四 郎

干640- 8045 和歌山市ト半町38番地建築士会館内 電 話 0734( 23) 2562
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命
社団法人 日本建築材料協会

会 長 柴 田 藤 祐

〒550-0003 大阪市西区京町堀 1丁目 8 番 3 号 電話06( 6443) 0345

O( T 
学 校 法 人 福 田 学 園

大阪工業技術専門学校

建築 ・土木 C A D  機械

〒530- 0043 大 阪 市 北 区 天 満1- 9  - 27 f i 06( 6352) 0091 FAX06( 6352) 2861  

URL  http: / / www. oct. ac. j p/  e- mail info @ oct . ac. j p 函 0120・0910- 19

ｾ＠

「ー もっとも 信頼 され、 読 まれてい る情報紙一「

額 建 設 日 報 社

代 表 取 締 役 社 長 重 村

本 社 吾550- 0006 大阪市西区江之子島1一7 - 3  T E L  06( 6444) 2405 - 9  

別 館 吾550- 0006 大阪市西区江之子島1- 6  - 2  T E L  06( 6444) 6431 - 4  

株ェ1

会社 日刊建設通信新聞社関西支社

取締役関西支社長 伊 丹 隆 俊

〒540・0026 大阪市中央区内本町 1 - 3  - 5 電 話 06( 6944) 9191代表

内本町山森 ・住友生命ピル F A X  06( 6944) 9197 

本社 ・〒 101-0054 東京都千代田区神田錦町3-13-7 電 話 03( 3259) 8711代表

書量

会員の親睦と講演

社団法人日本建築協会

建 築 ク

入会歓迎. ゲ

フ 、フ

代 表 佐 野 正

事務局 日本建築協会

〒530- 0001 大阪市北区梅田 1-1・3-2100 大阪駅前第 3 ピJレ21階

電 話 (06) 6348 一0 6 3 5 FAX( 06)  6 3 4 8 - 0 6 3 4  

Di gi tal  Pri -Press 

代表取締役 依 藤 孝 行

干534- 0027 大 阪 市 都 島 区 中 野 町2丁目 10番11 号

青葉印刷株式会社 fm枕おi ki r UR L h b切口331211i
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剛 OS H伽A O H Y O
代 表 取 締 役 社 長 貞 利 政 和

本 社 / 大 阪 本 庖 大 阪 市 旭 区 太 子 橋1- 15 - 22 T E L  06 - 6954 - 6521 

支 応 、 営 業 所 束 京 ・名古屋 - 新居浜 四日市ー岡山 - 広島・宇都・福岡

工 場 新 居 浜 ・寝屋川 大 息 庭 用 化 掌 工 務 練 武 書 柱

T"fl J l mAV 聴 音 色 祉 9: ; マ

東京営業本音11 干101・8577 東京都千代田区岩本町3- 11 - 13 電話(03)5821-7731 FAX( 03) 3862・5908

大 阪 営 業 所 干550-0003 大阪市西区京町堀 1 - 1 0 - 5 電話(06)6441-5951 FAX( 06) 6444-2596 

マ 田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

⑮ 東西アスフアルト事業協同組合

お

f h  

モヲ

東 京 : 〒101-0032 東京都千代田区岩本町 3 - 11- 13 電話 (03) 5821 一7711

大 阪 ・ 〒550-0003 大 阪 市 西 区 京 町 城 1 - 1 0 - 5 電話 (06) 6443 - 0431 

F A X  (06) 臼 45- 0895

警を西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長 玉 川 公 弘

本 社 大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (06) 6458 - 3628 

支庖・営業所 福 岡 - 北九州・ 宮 崎 ・ 京 都 ・神 戸 ・天 理 ・川 西 ・長 崎

日新工業綜式会社大阪支庖

大阪支庖長 佐 々 木 通 博

本社営業所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4 f i 東 京(3882) 2424 ( 代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1丁目 12番 22号 合大阪 (6533) 3191大代表

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 山 形 工 場 / 東 京 ・ 埼 玉 - 山形

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

支部長 清 水 長 次 郎

大阪市西区新町1丁目 12番22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 (6533) 3  1  9  1 大 代 表
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超高層ビルから 一戸建てまで

日 本 電 植 株 式 会 社

代表取締役社長 松 村 信 人

〒530- 0043 大阪市北区天満 2丁目 5- 15 T E L  06- 6352- 7502(代) F A X  06- 6355- 2714 

目 立 冷 熱 株 式 会 社 代 理 信

日立化成工業構式会社代理后

三 嗣fY/ l 三二'-'L王護側代理后

nω :i"JL三ニヨL I . ' 軍軍unl 代理后

愛される夢を育てる 新明和工業株式会社代理后

信鍾ユニット練式会社代理后

ｈ￟ 叩 ｄｾｾ 株式会祉代理后

庭づくりのパイオニア GLOBEN
URI 06ESTOI I E 代理庖

。ι ツミ産業揃式吉本1

代表取締役 惇 馬 正 明

<l!!>550- 0004 大 阪 市 西 区 靭 本 町1丁 目 17番 15号 電 話 (06) 大 代 表6 4 4 1 ー 0 3 7 8 番 出 張 所 : 東 京 ・ 京 都 ・ 北 九 州

山本窯業化工株式会社

YAMAMOl O YOGYO 

代表取締役社長 山 本 泰 通

本 社 〒564-0051 大阪府吹田市豊津町41- 20 TEL( 06) 6338- 8601 F AX ( 0 6)  6338- 8606 

大 阪 営 業 部 干 564- 0051 大阪府吹田市豊津町 8 - 7  TEL( 06)  6338-8701 FAX( 06) 6384- 0557 

支 庖 ・営 業 所 東 京 ・ 北関 東 ・名 古 屋 - 静 岡 ・広 島 ・福 岡 ・ 仙 台 / 福 崎 工 場

IT E MS  

. 建築用ドアハンドル

・レバーJ ¥ンドル

・ヶアシステムーハンドJ C-

- クロセ ットドア

- ドアストップーエッセ

- フロアシステム

・消火器収納ケースーアルジャン

・サインシステムピクト

. 都市景観ランドポール ・エキスポール

・キャスタル+ メタルアート

・ァーキ) ¥- ツ

http://'い 川w. a同uni on. co. j p/

UNION ::.:I.='_':_' 

U N I O N  C O R P O R A T I O N  

代表取締役社長立野純三

- 本社 大飯市西区南楓江2・13・2 2 〒550・0015 公06( 6532) 3188 @06( 6533) 3747 

・大飯支盾一一一一一一一一一一大阪市西区南楓江2-13- 包 干550- 0015 公06( 6532) 3731 @06侶532)0568

・大飯ショーJレームー一一一一一大飯市西区南堀江2-13・2 2 干550・0015 公06( 6532) 8920 @06( 6533) 0224 

. 東京支庖一一一一一一一一一寮京都区東区白河 2- 9- 5 干135-∞21 公03( 3630) 2811 盆03( 363ω2816

・東京ショーJv- ム一一一一一一東京都港区虎ノ門 2-3・2 2 干105α J 01 公03( 3506) 1717 @03( 3506) 1718 

・名古屋営業所シ音ー!v- ムー 名古屋市中IJl I区舟戸町3・20 干454- 0805 公052( 363) 5221 密052( 363) 5255
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計・施工)

組朝日工業社

本社・本1;5 東京都港区浜松田T l - 25- 7 f立話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 J占1- 58- 59 1u:話06(6302)  2270 

支 庖 北海道/ 東北/ 北関東/ 績浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ〉械式会社

本車・大匝本社 干550-0002 大阪市江戸姻 1丁目 9番25号 電話 (06)644ト8231

東 京 本 社 〒102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)3261-8231

支 社 名古屋 ・福岡

主 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京部 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 機 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 ・津 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・般山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那臓

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

設術研究所 干354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58-1511

空気調和設備 i X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 ( / 豆、 l 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー---y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役| 刻凶支出長 本 木 満

関 西 支 広 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2 - 2 1 電話 06(6202)3071( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1 - 4 - 1  電話 03(3502)6111( 大代)

支 庖 北海道東北側東千葉・績浜・北陵名 古屋・京都 神戸四国中l司・九州

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 ヰ 総 書 社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 (6352) 1  1  3  1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋鯛殻町 2 - 2 2 電 話 (3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会祉三粟空調

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3丁目 13番 20 号 電 話06-6363-1671

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話03-3344-7911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13 番 20号 電 話06-6363-1371

支 庖 仙 台 ・横浜・名古屋 ・京都 ・神戸 ・広島 ・禍岡

，、 空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 麓 ・ 地 盤 凍 結

剛 よりよさ蹴へ繍で挑む一 一 一

o  株 式 会 社 童 相
自防 ' ・ ー _r _  

本 宇土 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピルl ・2階)

干542- 0066 m話 大 阪 (06) 6768- 5  0  3  1代 表

メンテナンス電話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピJレ7階)

〒112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代表

商昂は空気ですo V  ｾ＠
a・.. 黙と空気の工ンジ二戸円ーーーー

〉ー〈J 5 Tzt
・宮

ガス段備の担計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 6466- 2268

大阪営業所

枚 方 営 業 所 枚 方 市 甲 斐 聞 東 町 9 - 3 包 0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

e I & 顎西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 6458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川 西 ・神 戸

O K U J U  
3“-;11. Ｇ＾ Ｇｉ ＺｺＮＭＨｾ ー

l l ]箆rt::，ffflffij.をもた島む駐留錆謬窃喜多

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

開制オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3書7号 干5羽→041

TEL( 目的6312-4131 FAX(06)6312-1998 

東京・九州・横浜・名古屋・宮崎・京都

Di gi tal  Pri -Press 

代表取締役社畏 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

開l Ofl e. 06-6351る4 2 8 Fax. 06- 6351・5299

特殊壁装材製造販売和室に最適

四-ーにこ! ?)( 株) 日: J ! ) D::2



人カ丸、る多彩なフィ - j .レドで、

新しい限界に挑戦してｾ ，;1すg

社

A

Q

一

A

C HOY O 

電 気 設 備 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式

山 本 貴 士

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術

、 ず

ｾ＠

干 5 3 0 - 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2- 4( 朝日ビル)

T Eし0 6 ( 6 3 8 5 ) 1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6 ( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

ヰ土本

ーをj属議圭義重量
: $W' f 530・ ∞ 岬 問 問1-1(鵬 ピJレ) 旬。

TEL06(6313)  1101 創11919

社
. A  

Z玄

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

電 気 設 備 設 計 施 工

。織 it 金 員 三 輿 む

上 田 正 雄
取締役支社長

大阪市中央区高鹿橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部・九州

代表取締役社長

大 阪 市 中 央 区北 浜3 - 6 - 13 ( 日上地 淀 屋僑 ピ ル)

低 J舌 o 6  (  6  2  0  5  )  3 6 7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

1IL illi 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  ( イ' e)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土本

J苫支

電気股傭・計義制御段備・空調段備・クリーンルーム段備・プラント段備

鎗排水衛生段備・エネルギー集中底捜システム ー段計施工

営 業 所

三宝電機櫛式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

w
，
，

-W

刊

d

p

'
a

仙

革 担 司 島 側1大 師i区西玉置12+阻 Uレ.) T E L∞(6おの叫71' FAXOO( 餓 4) 民お

東京豆往 刊( Hl l l 思軍艦窃骨告銃tT{' iJf. 嘩会 T E U) 3( 臼72) 3311・F AX凶〈臼72l 伎ffi

3 M豆E 〒抱- a 47名古屋市北区金罰則2-14 TELOO2( 馴 )5131・FAXOO2( 914) 万35

淘戸支后 〒筒7-OOIi 禅寺田駆: &II! I! l 3+11K. rピル TEL078( 仰の64竹 FAX078( 842) 倒16

酔研究所 〒傍輔大阪府燐市三宝町t T羽 TEL0722(27)8400・FAX0722( 27l1424

人と都市の快適な環境をつくります

- 空綱・鎗排水 ・衛生殴備

空貴闘和

工‘ 配曹

水盤理

コー ジ z ネレーション

クリーンルーム

・プラント

プラン争 肘 .

システムエンジ ニア リJ グ

a ‘  

‘ 歩! ! ' ニ-一一一一-之; . : : . . : . ! ，ミz主念匂
f以匁

φ 住友電設株式会社 禁翠 ;:221; 窓 賠 訴;f :iおお:tt

- 情報通信段備

情岨過惜ネ y トワーク

情岨艶理

温情システム

量進γ ステム

・電力流通段備

畳宜・

架 空 過E 電

地中量生E 電

宮. 樋目盤肘・蝿工・監理

・電気段備

量宜電・瞬樟

動力・嗣揖轟置

電医、抽送、インタ ーホ ン

防犯. 防虫

中央監視嗣掴

シス テ ム 計 .

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干 547- 0001 大阪市平野区加美北3 - 4 - 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  ( 6792)  2810 

情報処理/編集・企画/印則・製本

Ｍ・・・・・・ Ｑｾ
日本電植株式会社

大阪市西区西本町 I の13の33

T Eし06- 6532- 064 1  ( 代表)

F AX. 06- 6535- 5 181  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

あ 三

品 プ 切

る ー- 3 ｾ＠

E ワ警告 t

E瓦E Z
n _ . 恒 J 、，、

の 修司匝 言主主主

刊式子ここ

ｾ＠ - ，. ご目 ¥¥ 

は云孟主主

社三=王

87 

手×会長d o

機 式 会 事t 王 京 王 ム ピ 一

線 式 会 主t ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支庖 大阪市中央区北浜3 2-23( 情 愛 ピ ル )

T E L06-6202-3294 

Const r uct i on chemi s t r y  f or t he f ut ure.  

1111
11 

。 ＾ＱＮ｟｟｜｜ＯｾＭ勝代の断熱府シｾ人
1多多" " .  引奇妙

目n/，l，イナ11ーシートP

の貼り合わせ技術て積層した，三軍構造の断熱兼用二重防

目豆電線様式曾批判開平代田区肌Ｒｔ目 ＱＮＲｾＨ 干畑ピルＩ



デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCSA ( 膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｄＢｾ ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ｊｄ 守 Ｓ ー宇・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ建造 ｦ･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

- TニJ DES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニ. IDr I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄
産 業 株 式

白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄業 株 式浦 産

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

、
、・

・
・

J，
，
 

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3  

T E L 東京 ( 0 3)  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

ム

玄光 洋 物 産 株 式

T E L 大 阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

同種l

ｾｾ ｾ，ｾ 界 ダ ｊ 誕:;

建築と奮

の

トラブル

ｅｅ 盈 ｡ 踊婿Ｎｾｾ通 ｅ 岨幽緬園

ｅ ｾｩ ￮￮Ｑ 瀦 ｚ 棋 盤繍譲霧酒
ｅｾｬｬｬｩｲ Ｇｫ ［ 漉器蹄務綴務調

醒缶詰品購麟畿難連覇

建築と音

の

トラブル

(  ( プロのノウハウ) )  

第一線の
企画・日本建築協会

著

川

1

孝

齢

別

友

擢

ル

松

対

刊

平

(

U

U

田 野 正 典 、 中 川 清 、 縄 岡 好 人 、

( 鹿島建設) ( 清水建設) ( 大林組)

四六・ 224頁 (2色刷) ・ 2300円+ 税

技術研究者が

生活騒音、建物の構造や配置プランによる騒音、

設備機器からの騒音振動、配菅の伝搬経路の騒

音など、建物に関わる様々な音のトラブルの解決

方法をゼ、ネコンの第一線の技術研究者が解説。

約50の重要事例について具体的な内容→原因→

わかりやすく

G  

学芸出版社

鋭く解説

対策→解説→ヒントとして整理し、建築設計や施

工監理の実務担当者に役立つよう構成した。

京都市下京区木津屋橋通

西洞院東入 〒600-8216

t  e  I  075-343-0811 

fax 075- 343- 0810 

88 



日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

191711' . 3 川に創設された 11本位築協

会Ｈ 、 ＧＧ､ｉＮｬ Ｇ Ｇ Ｑ 民 ｉｉｉｾ 建築協会Ｉ li 、すでに

II({ 和的JJUI には大阪近辺で fj :'i: J!' j . 覧会や

処築議出会そI l ト1<ー) j 、、叶吋叩l円叩1引11川l門i年eは人予し

に〈力か. つた，処辿築のt，'的47j 件報4を剖|似附文刈l目.1:のJげ1' ，版 t

いう ｪ形 ｲｾ ヲ ててで、Ｂ、会 ＱＱ い ｬにこオ ｦ従 ａ止 ｈｊ 供 ｨ していた 。

*  

ｉｉ ＭＢＢｩｩｬｬ 築協会制、 Ｇ ， ＺＶＰＱ Ｑ ［Ｇ Ｑ ＢＱ Ｇ Ｎ ，記念 ・ ｉｾ .%i 

建築技術選書

囚茶室の話

A  5  '1当1，ＱＳＰ Ｈｬ ＭＱＶＰｴｬ 先 Ｑￎ Ｇ Ｚ Ｂ［ＡＺｾｾｮｊ ， 版社本 ｦ Ｎｻｩ［ ＱＱＱｩｪ 桁 γＱ ， ＲＰＰＭ 干 し ＴＰＰ

岡田孝男

回マイコンによる構造設計のすすめ

(改訂版) 魚木晴夫

回すまいの語録

茶谷正; 羊

回構造計画とやさしい力学|

須賀好富

国建具の知識と意匠

山片三郎

回エレベータ・工ス力レー夕立体駐車場

キヨ利主主

回構造計画とやさしい力学 2

須賀好富

回医院 ・診療所の計画と設計

池 田 有 隣 船 越腹 自

回設計のコンビュータ一手法

飯塚英雄

固石垣と石積壁

窪田箔

以後、官，1，Ｇ ｊＺｬ ｗｦ 記念 ιｉｾ ＮＥｩとし て、 その

II. 'H¥: の出i}J きをと らλ て' 1
1
.行- 1';を，'1

1

，版し

ている。

50J;' ;j"l 二 6011H. 、7011，'1刊に そして 80J m

fドに、 i文|J! の，'1' ，版が全I，JII され、引イ正 む

制、ももi して 1Ei j'  ， 1仮コピされている ll' ，版物

は、以ドの とおり 。

*  

購 入 fi 8t.r， ii 、(初日本建築協会ーIq初心

(TEL06 - 6348 - 0635、FAX06

6348- 0634) まで。

11本位築 |治会州、'L60Jlil 年記念ー ｉｾ ＮＥｩ [ " 往築技術i l l ¥.':'J 姉妹t : i

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

1'4 Ｏ｜ Ｇ ｉｾｉ＠ 2 色lu'l り 先行予ぷ ，'1' ，1坂11 本f H岡桁γ1. 600- γ2. 500

国設備技術者のための建築再入門 T Q C から見た建設業

光安義光 荒木隆彦

固鉄骨構造の話 躯体工事由里のチ工、yクポイント100

金 多 潔 甲j軍功夫 ・西沢英和 須賀好富

国建物と地震災害 空調設備のトラブル50

竹内吉弘 ・島田耕 建築設備トラブル研究会

固建築金物の知識 衛生設備のトラブル50

立 野 郎 建築設備トラブル研究会

園住宅三備心得帳 現場マンのアイデア発想

平田純 合原一

回住宅の工レクト口ニクス 建築基準法の実際

監 修 小 林 郁 矢吹茂郎

国建築塗装の手引き 二ユ一組積建築のすすめ

児島修二 徳 島 孝 之 他

国建築式典の実際 建築物の消防法を読みこなすコツ

若林嘉; 室雄 高木任之

国建築設計と高齢者 ・身障者 鉄筋工事 ・本音の現場学

吉田あこ 荒川治徳

園田本壁 建懇準法の耕条文在勤0J9コツ

山田幸一 高木任之

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

石田満喬

岡本辰義

仕上工事監理のチ工、〉クポイント

日建設計監理支務研究会

ゼ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏 憎

コンクリ 卜工事のチェックポイント100

加賀秀治

インテリアコーディネー卜の100ポイント

町田ひろ子監修/ 松本茂 ・村元俊子著

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之

木づくりの常識非常識

上 村 武

建築関連法規を読みこなすコツ

高木任之

回基礎と地盤の手ほどき 固身近な耐震設計法 工業化住宅 ・考 都市計画法読みこなすコツ

中沼和英 前川陽 これからのプレハブ住宅 総村秀一 高木{ 壬之

回ショッピンク、センターの計画 園住宅の照明

西脇顕正

回住宅設計とインテリア

吉岡喜久雄

回住宅の家具

光務俊夫

監 修 大 畠i導

協会出版委員会

11本主主築協会側1 ] :7011，] 年記念 '1'; .%i 

選書特装版

.I:ill.
1  Ｚ ｾ シリースは、 {，:WI :xI，'::i-.ti.¥，1世

岡田光正 構造コストと経済設計

￟ Ｕ ・ ｊＧ ｾｉ 1U  iγ ': 1i0'l 

建築デザインのため引書造計画

昭和生まれ 関西の建築家50 198711' 

A .J Ｍｲｾｊ＠ 余 l'ii ，' 11t l j'  :  11 本 建 築 協 会 本 体fllli 桁 1.5001' 1

11 本主1! 築|励会主主築クラフ1リl食会300["1記念

州峨集 話のはなし 1997" 1

s  Ｖ Ｇ ｛ 可 ＱＵ 分 ｉｉｉｾ 金ＱＢ ＧＱＺＱＱ 本位築協会建築 ク ラブ l セット10.000[' 1 ( dj ' (H見合む)

L( 川 (III[ 川会) j主介協定

工事吾主色到約約苛
弓三月間，、プてハ ｕ ハ ｩｾｭ 氏 A  .J Ｇ ｛ｾ ｉ のみ 取 り 胤 、

Ｑ Ｚ Ｇｊｾ ， ［ ， ｈｴ 契 約 Ｎｉ ｩＭ ・ ｦ ｯ｛Ｇ ｊ ｴ， 令 心 ｾ ， ＱＺ ］ ・ 契 約 ， ＱＺ Ｚ 使 ＱＱＱＱ ＧＮ の ｦｦ ｩ ， ｅ［ ・ ｊｾｊ Ｈｦ

l 部γ 230 (ij'i'( H且伶) 送:f"[ 実，Ｈｾ

須賀好富

武

一

部

一

南

一

点

竺

接

脇一

断

の

宮一

診

備

康

ん

叉

詩

娃

信

州

川

築

備

建

設

筑

前

新

建

牧 野 茂

外壁構法チェックリスト

飯 ｴ 軍五 ｾ￟ 蔵

水にまつわるトラブルの事例・解決策

〈建築篤〉

須賀好富

場所打ち杭の設計と施工

阪口 I聖

建築と緑

入門 ・建築積算

灘 光 夫

春

一

会

道

一

年

目

員

島
一

時

委

笠

て

、
J

長

一
解

縄

例

制

吾

干

漏

の

備

ル

設

イ
ノ

[

一フ
'
h

ー

ス

ω

〉

わ

出
扇

仁

備

一J

H

抗
日

出

制

(

11 - 1，，: 往築協会制、' J : 70 Jl il  "1'. 記念，' [' ，1以

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988"f-

A .J ・| 司令I ' Jil ' 先行: 11 本 建 築 協 会 本 体1111i約1.500[' 1

11 -""iill 築協会 flll 、.1:751，'.-] "1' .，記念0'1' ，1以

工高生デザインコンクールお塁作昂集 1992

i

l'.

A  4  Ｍｲ ｾＱ＠ 合I " il ・11t h : 11 本建築| 励会 ;i  1i1ij 2  .  000 [  '1 

日本建築協会制、.1: 80J ，'，] "1二記念，'1'. 版

建築を志す人びとへ

A  5  [ヨ1 11本位築協会0' 1' ，1以委 H 会制汗 本f1，fllli 絡 1. 8001'1
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町制 きんでん情報通信設備(構内)担当

データ通fAI 宣備

統合ネ y トワーク段備

電 話 交像 機股備

凶 N股 備 憎 内A V段倒
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HindE! n  

'li t制きんでん 情報通信(広i重)工事担当

架空配電I i 繍

地中配電設備
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HindE! n  

川・・2 舌んでん 国際事業担当

アジアエリア

太平洋工リア

中近東エリア

他海外 ネ γ トワーク

発 宜 電 股 備

架 空 ・地中送電位制

土 木 舗 装 ー造園 ・測量

ヒ ル 工 場 電 気 股 備

施盤電買段備

プラノト電気位働

C A T V訪備

移動体無 総通( 君段備

光通f君1主備
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HindE! n  
co肉P ORATI ON

川 ・2 んでん 空 調 衛 生 設 備担当

空気明和段備

鉛 排 水 術 生 股 備

クリーンルーム位備

環境日関連位備

ミできることは結構多い。

ださい。すでにこγFじの人もいらっしゃるでしょうが

っていたのかという人もいらっしゃるはずです。

は、 「情報J i エネルギーJ i 環境」をテーマに技術領械を拡げ

の技術を布機的に紡合させることて新たなる佃dl 立を創 造する

総合設備エン ジニアリング、F ;業を泌 |井lしています。

その なかで生まれた の がこれら の ・ ｊｾ ｾ 佐です 。 その多彩さは

き ん 一 てんちｻＮｦｊｬＮ Ｑｾ の ｲＮ ｬ ｬ ｲｬ ￭ や社会が ［ ｊ とめる ニー ズにフレキシフ Ｎ ルにお応えしている ｾ ｉ ｅ と 言 えるでしょう 。

合 ＱＱ の 柿 ｲｬ ￮ をより ｦｅ かに す るために 、 ｉ ｹｾ 1-1の社会をさらにul l:i.i'i 的にするために。

私たちきんでんが、いろいろとお手伝いしていきたいと思います。

まじめ

いろんな技術が集まって、きんでんです。

HindE! n  
COR P OR ATl ON  

" >¥&:01きんでん 新エネルギー

システム担当

太陽光発電股備

風力発電位備

燃料電池発電位儲

当
ロM
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備設

円
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HindE! n  
C O RP ORATl O N  

町盆a きんでん ファシリテイ

マネジメン卜但当

段備齢街

盤情改善提実

リニュアル・メノテナンス

HindE! n  
c。肉' 0 肉" TIO N

"......1きんでん エネルギー有効利用

システム担当

t邸島幸眼房役備

コージェネレーンヨン股備

水面熱空間段繍

きんでん

海外 Jj: 務所 12剖 fr / I司内関 係会干1:19 H/ 海外| 則係会社4tJ: / 海外 合 弁会社711

03379- 7  雑誌

株式会社

本 庖

東京本社


